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今週のキーワード

CGMの進化と課題
非侵襲化とAI統合、市場拡大と規制の狭間

27
件

記事数

10
カ国

対象国

9.5
%

死亡率改善

1
aM

検出限界

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#02 Dexcom、ヘルスPFへ 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
DexcomがFDAパイロット参加とStelo承認で糖尿病セ
ンサーから総合ヘルスプラットフォームへ事業拡大。

#03 Medtronic、CGM発売 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
MedtronicがMiniMed 780G向けSimplera Sync
CGMを韓国で発売、小型化と簡素化を実現。

#04 MIT非侵襲ラマンCGM 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
MITが針不要のラマンベース非侵襲CGMを開発、市販
品と同等精度で次世代血糖モニターの可能性。

#05 非糖尿病者CGM疑問符 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
非糖尿病者向けCGMの長期的な健康効果に疑問符、ラ
イフスタイル改善は認めるも臨床データ不足。

#06 MEDICA 2026 POCT 業界レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

MEDICA 2026でPOCT革新が加速、バイオセンサー
、AI、ラボオンチップが精密医療を推進。

#07 Dexcom Q2収益増 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
DexcomがQ2収益13%増、FDAがOTCグルコースバ
イオセンサーSteloの小児使用を承認し市場拡大。

#08
Philips患者モニタリン
グ

企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Philipsがオープンな患者モニタリングエコシステムを
拡大、ベッドサイドを超えた継続的バイオマーカー監
視強化。

#09
AI駆動ウェアラブルレ
ビュー

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

Nature Sensors誌がAI駆動型クローズドループウェ
アラブルバイオエレクトロニクスをレビュー、自律型
ヘルスケアの道筋。

#10
柔軟汗グルコースセン
サー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

柔軟なウェアラブルパッチ型電気化学グルコースセン
サーを開発、汗中代謝物分析で非侵襲モニタリング推
進。

#11 FDA IVDガイドライン 規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●

FDAがIVDガイドラインドラフト公開、ポータブルPO
CT・デジタル接続診断デバイスの510(k)申請を再構
築。

#12
ナノバイオセンサー農
業

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
ナノバイオセンサーが土壌・植物ヘルスモニタリング
を革新、リアルタイム検出で精密農業を推進。

#13 GFETバイオセンサー 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

グラフェン電界効果トランジスタバイオセンサーの臨
床応用が進展、疾患バイオマーカーのラベルフリー・
高感度検出。

#14
ナノコンポジットマル
チ検出

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

相乗的ナノコンポジットがマルチプレックスバイオマ
ーカー検出を強化、高性能グルコースセンサーとマイ
クロ流体統合。

#15 ヒューストン大研究所 大学発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ヒューストン大学がデジタルヘルスケア変革研究所を
設立、AI・ウェアラブル・バイオセンサーで医療を変
革。
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#16 CF診断汗パッチ 大学発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ウェアラブル汗パッチが嚢胞性線維症診断を拡大、ス
マホ連携で検査室依存を低減。

#17 比色オプトードCF診断 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
ウェアラブル汗分析向けNa+/Cl-選択性比色オプトー
ドアレイを最適化、嚢胞性線維症診断への道。

#18
Cedars-Sinai
EHR統合

業界レポ
ート

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

ForbesがCedars-SinaiのウェアラブルデータとEHR
統合を詳報、AI活用で臨床医の負担軽減へ。

#19 ハンドヘルドRT-LAMP 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
ハンドヘルドRT-LAMPアッセイが蚊媒介性ウイルスを
多重検出、POCTで流行地診断を革新。

#20
UCLAバイオエレクト
ロ

大学発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
UCLA Emaminejad教授がストレスバイオマーカー・
薬物レベルを追跡するウェアラブルセンサーを開発。

#21
AIフレキシブル電子パ
ッチ

大学発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

AI搭載フレキシブル電子パッチ、自己修復E-Skinと9
7%高精度創傷モニタリングでリアルタイム医療を革
新。

#22 CGM減量効果薄 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
メイヨークリニックがCGM単独での減量効果に疑問、
栄養・運動プログラムとの併用を推奨。

#23
健康成人CGM効果未確
立

学術論文
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
スウェーデン・イェーテボリ大学が健康な成人に対す
るCGMの健康改善効果は未確立と警告。

#24
重症患者CGM死亡率改
善

学術論文
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
重症患者のCGMによる血糖管理が院内死亡率を9.5%
へ有意に改善、重症低血糖も半減。

#25 CGM指標HbA1c超越 学術論文
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
1型糖尿病の重症低血糖とDKAリスク評価にCGM指標
がHbA1cを超越し、ADAが発表。

#26
食品偽装DNAバイオセ
ンサー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
電気化学DNAバイオセンサーが加工肉中のブタDNAを
高感度検出、食品偽装対策に貢献。

#27
ハイドロゲルマイクロ
ニードル

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ハイドロゲル形成マイクロニードルが多種間質液バイ
オマーカーの低侵襲モニタリングと治療追跡を可能に
。

#28
AI/MLアプタセンシン
グ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
AI/機械学習統合アプタセンシング技術が診断効率と
精度を大幅向上、早期検出・精密医療を加速。

#29 AI医療機器変革 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

AIが医療機器とヘルスケアを変革、ウェアラブルとイ
ンテリジェントシステムで診断精度と患者モニタリン
グを強化。

#30 SIUI/Autonomix特許 企業発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
SIUIが超音波・X線特許取得、Autonomix Medicalは
自律神経モニタリング特許で神経変調を強化。

#31
バッテリー不要レボド
パ

大学発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
バッテリー不要のウェアラブルセンサーがパーキンソ
ン病治療薬レボドパの汗中濃度をリアルタイム追跡。

#32 スマートリング汗分析 大学発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
UCサンディエゴがスマートリングで汗からグルコース
、アルコールなど複数バイオマーカーを連続追跡。

#33 ソニー光治療パッチ 企業特許
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
ソニーグループが通気性と快適性を両立するウェアラ
ブル光治療パッチの米国特許を取得。

#34 AI医療診断革命 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
AIが医療診断と患者ケアに革命、ウェアラブルと予測
分析で疾患を早期発見、個別化治療へ。

#35
折り紙埋め込み型セン
サー

大学発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
折り紙着想の体内埋め込み型センサー「MiFi」、ラッ
トで心拍・呼吸・体温を高精度モニタリングに成功。

#36 UHC CGM保険適用外 規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
UnitedHealthcareがCGM保険適用ポリシーを更新、
非侵襲性CGMは科学的証拠不足で対象外に。

#37 RPM次世代へ 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

リモート患者モニタリングが次世代へ進化、ウェアラ
ブル、デジタルバイオマーカー、AIが慢性疾患ケアを
個別化。

#38 Adaptyx CEO語る 企業イン
タビュー

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Adaptyx CEOが次世代ウェアラブルバイオセンサーと
AIヘルス洞察が牽引する個別化医療の未来を語る。

#39
AD早期診断バイオセン
サー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
電気化学・電気バイオセンサーがアルツハイマー病早
期診断に新境地、Aβ42の超低検出限界を達成。
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#40
SiNW
FET超高感度検出

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

シリコンナノワイヤFETバイオセンサーが抗インフル
エンザA
H1N1抗体をアトモルレベルで超高感度検出。

#41
グラフェンハイドロゲ
ル

大学発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ドレクセル大学がグラフェンベースバイオセンサーを
強化する新型ハイドロゲルを開発、早期がん検出を推
進。

#42 CGM糖尿病ウェルネス 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
CGMが1型・2型糖尿病治療を革新し、健康な個人の
ウェルネス管理ツールへ拡大。

#43 汗乳酸臨床研究開始 臨床研究
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
西安交通大学が重症患者向け高濃度汗乳酸ウェアラブ
ルセンサーの臨床研究を2026年8月1日に開始。

#44 PF-Sweat Patch受賞 製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
PF-Sweat PatchがCES 2026イノベーション賞受賞、
非侵襲的連続乳酸センサーが予防医療を推進。

#46 Adaptyxコルチゾール 企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Adaptyx BiosciencesがAI活用型ルミネセンス・コル
チゾールバイオセンサーを発表、病院級精度でストレ
スホルモン検出。

#47
IEEE BioSensors
2026

会議情報
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

IEEE BioSensors 2026がバンコクで開催、バイオテ
クノロジーとデジタルヘルス革新の中心地でPOCT技
術を議論。

#48
Health Electronics
Summit

会議情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Health Electronics Summit 2026が開催、AI医療機
器とウェアラブルのサイバーセキュリティ・規制遵守
を議論。

#49 ACS論文募集 学術情報
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

ACS Publicationsが「デジタル精密医療のためのウェ
アラブル・埋め込み型バイオインターフェース」論文
募集を発表。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ CGMの市場拡大はどこまで許容されるか？
DexcomのSteloが非インスリン使用者や小児に拡大する一方、メイヨークリニックやイェーテボリ大学は健康な成人への
CGM利用の長期的な臨床的利益に疑問を呈しています。保険適用外とするUHCの動きもあり、市場拡大の健全性が問われ
ます。

❷ 非侵襲・超高感度センサーはいつ実用化されるか？
MITの非侵襲ラマンCGMが市販品と同等精度を達成し、SiNW FETやGFETバイオセンサーはアトモルレベルの検出限界を
示しています。自己修復E-Skinやバッテリー不要センサーも登場。これらの基礎研究が臨床現場に届くまでの課題は何か
、ロードマップをどう描くべきでしょうか？

❸ AIとウェアラブルデータの統合は医療現場の負担を軽減するか？
Cedars-SinaiはAI活用でウェアラブルデータをEHRに統合し、臨床医の負担軽減を目指しています。しかし、膨大なデー
タから「実用的な洞察」を抽出し、医療従事者のワークフローにシームレスに組み込むには、AIアルゴリズムの信頼性、
データセキュリティ、規制遵守など、多くの課題が残されています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

CGM指標

非侵襲CGM

FDA規制

保険適用

自己修復E-Skin

ナノ診断 PF化

ウェルネスCGM

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● CGM指標 注意 CGMデバイス・解析需要増 既存診断薬・機器の陳腐化

● 非侵襲CGM 注意 新規材料・センサー開発 既存CGM市場の破壊

● FDA規制 注意 高品質製品で優位性 開発コスト増・承認遅延

● 保険適用 脅威大 侵襲性CGMの安定市場 非侵襲CGM開発投資減速

● 自己修復E-Skin 機会大 高機能材料、AI開発 新規参入による競争激化

● ナノ診断 機会大 ナノ材料、高感度部品供給 既存診断技術の置き換え

● PF化 注意 データ連携、サービス提供 競争激化、プラットフォーム囲い
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● ウェルネスCGM 参考 根拠に基づく製品開発 過剰な期待による市場混乱
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深掘り ① ― CGM指標がHbA1cを超越：糖尿病リスク評価の新標準へ
#25 | 2026/08/06 | Diabetes Care (American Diabetes Association) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

アメリカ糖尿病協会（ADA）の発表によると、1型糖尿病患者の重症低血糖および糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）
のリスク評価において、連続血糖モニタリング（CGM）から得られる指標が、従来のHbA1c測定を補完し、特定の状況
下ではそれを超越する情報を提供することが明らかになりました。特に、低血糖時間（TBR）、血糖変動の標準偏差（
SD）、変動係数（%CV）が高いほど、重症低血糖のリスクが増大します。

この統合分析は1,550人の患者を対象とした10研究のデータに基づき、CGM指標がHbA1cでは捉えきれない日常的な血
糖変動パターンをリアルタイムで反映することを示しました。これにより、医師は患者個々のリスクに基づいたより精
密な治療調整が可能となり、重症合併症の予防に貢献することが期待されます。これは糖尿病管理のパラダイムシフト
を促す重要な成果です。

▶ 技術者の視点

HbA1cが過去の平均値を示す「静的」な指標であるのに対し、CGM指標は血糖変動の「動的」なリスク
を可視化する点で画期的です。特にTBRや%CVは、低血糖リスクの高い患者を早期に特定し、個別化さ
れた介入を可能にするでしょう。発表されたデータは大規模な統合分析であり信頼性は高いですが、実
際の臨床現場での運用には、医師のCGMデータ解釈能力の向上が不可欠です。日本企業にとっては、C
GMデバイス自体の開発だけでなく、データ解析ソフトウェアやAIを活用したリスク予測モデルの開発
が大きな機会となります。また、既存の診断薬メーカーは、HbA1c測定の役割が変化する可能性を認識
し、ポートフォリオ戦略を見直す必要があります。糖尿病治療ガイドラインの改訂を見据え、関連部門
は即座にCGM指標の臨床的意義を深く理解し、製品・サービス開発に反映させるべきです。

深掘り ② ― MIT、非侵襲型ラマンベースCGMで市販品と同等精度を達成
#04 | 2026/08/03 | Morld | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームが、針を使わずに皮膚を通してグルコースを読み取るラマン分光法
に基づいた非侵襲型の連続血糖モニタリング（CGM）デバイスを開発しました。このデバイスは初期テストで、現在市
販されている侵襲型CGMシステムと同等の血糖値測定精度を達成したと報告されています。

この技術は、レーザー光を皮膚に照射し、生体分子の振動情報からグルコース濃度を推定する原理を利用します。採血
や皮下センサーの挿入が不要となるため、患者の負担を大幅に軽減し、糖尿病患者の生活の質を劇的に向上させる可能
性を秘めています。AbbottのLingoのようなOTC製品の登場と合わせ、非侵襲型CGMの普及を加速させるでしょう。

▶ 技術者の視点

非侵襲型CGMは長年の夢であり、ラマン分光法で市販品と同等の精度を達成したという報告は学術的に
非常に大きなブレークスルーです。ただし、「初期テスト」段階であり、大規模な臨床試験での長期安
定性、多様な皮膚タイプや環境下での堅牢性、デバイスの小型化とコスト削減が実用化への大きな課題
となります。特に、汗や体温、皮膚の水分量などの影響をいかに排除し、安定した信号を得るかが鍵で
す。日本の材料メーカーは、ラマン分光に最適化された光学材料や小型レーザー、検出器の開発に注力
すべきです。医療機器メーカーは、この技術が既存の侵襲型CGM市場を破壊する可能性を認識し、非侵
襲技術へのR&D;投資を加速させる必要があります。製品化までにはまだ時間を要しますが、この技術動
向は継続的に監視し、早期に技術提携やM&A;の可能性を探るべきでしょう。



バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-08-08 | Page 7

深掘り ③ ― FDA、IVDガイドラインドラフト公開：POCT・デジタル診断の規制強化
#11 | 2026/08/03 | China Med Device, LLC | 技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

米国FDAは「In Vitro Diagnostic Devices: Classification and Regulatory Pathways Guidance」のドラフトガイダ
ンスを発表しました。このガイダンスは、ポータブルポイントオブケアテスト（POCT）製品、ベッドサイド生化学分
析装置、デジタル接続診断デバイスなどの体外診断用医薬品（IVD）の分類と510(k)申請フレームワークを明確化する
ものです。

2026年10月以降の新規提出には、より厳格で包括的な臨床性能検証データを含める必要があり、IVD市場に大きな影
響を与える見込みです。特に、デバイスの精度、感度、特異性だけでなく、対象患者集団における臨床的有用性と安全
性に関する詳細なエビデンスが求められます。デジタル接続機能を持つデバイスには、データセキュリティやプライバ
シー保護、ソフトウェア検証に関する要件も厳格化されると予想されます。

▶ 技術者の視点

FDAの規制強化は、特に米国市場への参入を目指す日本のIVDメーカーにとって、開発戦略と品質管理
システムの見直しを迫る大きな脅威です。臨床性能検証データの厳格化は、開発期間とコストの増加を
意味しますが、同時に、高品質で信頼性の高い製品が市場に供給される機会でもあります。データセキ
ュリティやソフトウェア検証の要件強化は、日本のIT・ソフトウェア企業にとって、医療機器メーカー
との連携機会を創出するでしょう。このガイダンスは、単なる規制変更ではなく、デジタルヘルス時代
の診断デバイスに求められる「信頼性」の基準を引き上げるものです。日本の医療機器メーカーは、こ
のドラフトガイダンスの内容を即座に精査し、2026年10月以降の申請に向けて、臨床開発計画と品質
管理体制を早急に強化する必要があります。また、サプライチェーン全体でデータセキュリティ対策を
徹底することも重要です。

その他の注目記事
UHC、非侵襲性CGMを保険適用外に（UnitedHealthcare）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

米大手保険会社UHCが非侵襲性CGMを保険適用外と決定。技術開発企業は臨床的有効性データの提出が急務。

Dexcom、糖尿病センサー事業から総合ヘルスPFへ拡大（Libre Life）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Dexcomが非インスリン使用者向けSteloを承認、FDAパイロット参加でコネクテッドヘルスPF化を加速。

重症患者のCGMによる血糖管理、院内死亡率9.5%改善（Frontiers）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

ICU重症患者においてCGMが院内死亡率を9.5%改善、重症低血糖も半減。医療現場でのCGM普及を後押し。

グラフェンFETバイオセンサー、疾患バイオマーカー高感度検出（PMC）
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

GFETバイオセンサーが癌、神経変性疾患バイオマーカーをラベルフリー・超高感度検出。早期診断に革新。

AD早期診断に電気化学バイオセンサー、Aβ42超低検出（MDPI）
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

PdNP修飾電極を用いた電気化学バイオセンサーがAβ42を0.038 pg/mLで検出、アルツハイマー病早期診断に期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】FDAのIVDガイドラインドラフト（#11）を精査し、自社製品開発・承認戦略への影響を評
価。特に臨床性能検証データ要件の変更点を把握すること。

• 【調達/経営企画】UnitedHealthcareのCGM保険適用ポリシー（#36）を確認し、非侵襲性CGM市場への影響
と、今後の調達戦略におけるリスクを検討すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/事業開発】MITの非侵襲ラマンCGM（#04）や自己修復E-Skin（#21）など、基礎研究段階のブレー
クスルー技術について、技術動向調査と潜在的パートナー候補の洗い出しを行うこと。

• 【R&D;/半導体PKG】GFET（#13）やSiNW FET（#40）など、ナノ材料ベースの超高感度バイオセンサー技
術の進展を詳細に調査し、自社の材料・デバイス技術とのシナジーを検討すること。

• 【R&D;/医療機器】重症患者向けCGM（#24）の臨床的有効性データを分析し、自社のCGM製品の応用範囲拡
大や新製品開発の可能性を検討すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】AI駆動型クローズドループウェアラブルバイオエレクトロニクス（#09）の実現に向けた
技術ロードマップを策定し、AI、センサー、材料技術への戦略的投資を検討すること。

• 【R&D;/材料メーカー】グラフェン量子ドット組み込みハイドロゲル（#41）や相乗的ナノコンポジット（#1
4）など、次世代バイオセンサーを支える高機能材料の研究開発を強化すること。

• 【経営企画/事業開発】Dexcomのヘルスプラットフォーム化（#02）やRPMの次世代モデル（#37）を参考に
、デジタルヘルスエコシステムにおける自社のポジショニングと連携戦略を構築すること。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-08
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収録記事一覧

#02 Dexcom、FDAパイロットプログラム参加とStelo承認で糖尿病センサー事業から総合ヘルスプラ
ットフォームへ拡大

#03 Medtronic、韓国でSimplera Sync CGMセンサーを発売：MiniMed 780Gユーザー向けに血糖管

理を簡素化

#04 MITの非侵襲型ラマンベースCGMが市販品と同等の精度を達成：次世代血糖モニターの可能性

#05 非糖尿病者向けCGMの価値に疑問符：ライフスタイル改善効果は認めるも長期的な臨床データ不
足

#06 MEDICA 2026でPOCT革新が加速：バイオセンサー、イメージングAI、ラボオンチップが精密
医療を推進

#07 DexcomがQ2に収益13%増を達成、FDAがOTCグルコースバイオセンサーSteloの小児使用を承
認

#08 Philips、オープンな患者モニタリングエコシステムを拡大：ベッドサイドを超えた継続的バイオ
マーカー監視を強化

#09 Nature Sensors誌がAI駆動型クローズドループウェアラブルバイオエレクトロニクスをレビュ

ー：個別化・自律型ヘルスケアの道筋

#10 柔軟なウェアラブルパッチ型電気化学グルコースセンサーを開発：汗中代謝物分析で非侵襲モニ
タリングを推進

#11 FDAがIVDガイドラインドラフトを公開：ポータブルPOCT・デジタル接続診断デバイスの
510(k)申請を再構築

#12 ナノバイオセンサーが土壌・植物ヘルスモニタリングを革新：リアルタイム検出で精密農業を推
進

#13 グラフェン電界効果トランジスタバイオセンサーの臨床応用が進展：疾患バイオマーカーのラベ
ルフリー・高感度検出を実現

#14 相乗的ナノコンポジットがマルチプレックスバイオマーカー検出を強化：高性能グルコースセン
サーとマイクロ流体統合を実現

#15 ヒューストン大学がデジタルヘルスケア変革研究所を設立：AI・ウェアラブル・バイオセンサー
で医療を変革

#16 ウェアラブル汗パッチが嚢胞性線維症診断を拡大：スマホ連携で検査室依存を低減

#17 ウェアラブル汗分析向けNa+/Cl-選択性比色オプトードアレイを最適化：嚢胞性線維症診断への
道

#18 Forbesが Cedars-SinaiのウェアラブルデータとEHR統合を詳報：AI活用で臨床医の負担軽減へ



#19 ハンドヘルドRT-LAMPアッセイがチクングンヤ・デングなど蚊媒介性ウイルスを多重検出：
POCTで流行地診断を革新

#20 UCLA Emaminejad教授がバイオエレクトロニクス革新を主導：ストレスバイオマーカー・薬物

レベルを追跡するウェアラブルセンサー

#21 AI搭載フレキシブル電子パッチ、自己修復E-Skinと97%高精度創傷モニタリングでリアルタイム
医療を革新

#22 CGMは減量に単独では効果薄：メイヨークリニックが栄養・運動プログラムとの併用を推奨

#23 健康な成人に対するCGMの健康改善効果は未確立：スウェーデン・イェーテボリ大学がデータ過

解釈のリスクを警告

#24 重症患者のCGMによる血糖管理、院内死亡率9.5%へ有意な改善と重症低血糖半減を達成

#25 1型糖尿病の重症低血糖とDKAリスク評価にCGM指標がHbA1cを超越：ADA発表

#26 食品偽装対策に最先端センシング技術が貢献：電気化学DNAバイオセンサーで加工肉中のブタ
DNAを識別

#27 ハイドロゲル形成マイクロニードルが多種間質液バイオマーカーの低侵襲モニタリングと治療追

跡を可能に

#28 AI/機械学習統合アプタセンシング技術が診断効率と精度を大幅向上：早期検出、精密医療、
POC応用を加速

#29 AIが医療機器とヘルスケアを変革：ウェアラブルとインテリジェントシステムで診断精度と患者
モニタリングを強化

#30 SIUIが超音波・X線画像技術で米国特許を取得、Autonomix Medicalは自律神経モニタリング特
許で神経変調を強化

#31 バッテリー不要のウェアラブルセンサーがパーキンソン病治療薬レボドパの汗中濃度をリアルタ
イム追跡

#32 スマートリングが汗からグルコース、アルコールなどを連続追跡：UCサンディエゴが複数バイオ

マーカー同時測定技術を発表

#33 ソニーグループ、通気性と快適性を両立するウェアラブル光治療パッチの米国特許を取得

#34 AIが医療診断と患者ケアに革命：ウェアラブルと予測分析で疾患を早期発見、個別化治療へ

#35 折り紙着想の体内埋め込み型センサー「MiFi」、ラットで心拍・呼吸・体温を高精度モニタリン
グに成功

#36 UnitedHealthcareがCGMとインスリンデリバリーの保険適用ポリシーを更新：非侵襲性CGMは

対象外

#37 リモート患者モニタリングの次世代へ：ウェアラブル、デジタルバイオマーカー、AIが慢性疾患
ケアを個別化



#38 IEEE PULSEがAdaptyx CEOと語る：次世代ウェアラブルバイオセンサーとAIヘルス洞察が牽引
する個別化医療の未来

#39 アルツハイマー病の早期診断に電気化学・電気バイオセンサーが新境地：Aβ42の超低検出限界

を達成

#40 シリコンナノワイヤFETバイオセンサー、抗インフルエンザA H1N1抗体をアトモルレベルで超
高感度検出

#41 ドレクセル大学、グラフェンベースバイオセンサーを強化する新型ハイドロゲルを開発：早期が
ん検出とリアルタイムモニタリングを推進

#42 CGMが1型・2型糖尿病治療を革新し、健康な個人のウェルネス管理ツールへ拡大

#43 西安交通大学、重症患者向け高濃度汗乳酸ウェアラブルセンサーの臨床研究を2026年8月1日に
開始

#44 PF-Sweat PatchがCES 2026イノベーション賞を受賞：非侵襲的連続乳酸センサーが予防医療を
推進

#46 Adaptyx Biosciences、AI活用型ルミネセンス・コルチゾールバイオセンサーを発表：血液・尿

からストレスホルモンを病院級精度で検出

#47 IEEE BioSensors 2026がバンコクで開催：バイオテクノロジーとデジタルヘルス革新の中心地
で最新のPOCT技術を議論

#48 Health Electronics Summit 2026、Wibu-Systemsが主催：AI搭載医療機器とウェアラブルの
サイバーセキュリティ、規制遵守を議論

#49 ACS Publicationsが「デジタル精密医療のためのウェアラブル・埋め込み型バイオインターフェ
ース」論文募集を発表：2026年10月末締切



#02 Dexcom、FDAパイロットプログラム参加とStelo承認
で糖尿病センサー事業から総合ヘルスプラットフォームへ
拡大

概要

Dexcomは、次世代連続血糖モニタリング（CGM）システム「G8」を発表し、既存の

「G7」の装着期間を国際的に15日間に延長しました。特に注目すべきは、インスリン
を使用しない2型糖尿病患者や前糖尿病患者、代謝性健康に関心のある個人を対象とし
たグルコースバイオセンサー「Stelo」の展開です。同社は米国FDAのTEMPOデジタル

ヘルステクノロジーパイロットプログラムの最初の参加企業に選定され、これにより
Dexcomは単なる糖尿病センサーメーカーから広範なコネクテッドヘルスプラットフォ
ームへと戦略的な事業拡大を図っています。

公開日 2026年08月06日  Libre Life  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcomは、次世代CGMシステム「G8」を発表し、既存の「G7」センサーの装着期間を
国際市場で15日間に延長するなど、糖尿病管理技術の革新を継続しています。特に、非
インスリン使用の2型糖尿病患者や前糖尿病患者、代謝性健康に関心を持つ一般消費者
向けの新しいグルコースバイオセンサー「Stelo」を展開し、米国FDAのTEMPOデジタル
ヘルステクノロジーパイロットプログラムに初の参加企業として選ばれたことで、同社
の事業が単なる糖尿病センサー製造から、より広範なデジタルヘルスプラットフォーム
へと大きく転換していることを示しています。

技術・臨床詳細

「G8」はDexcomの最新技術を結集したCGMであり、ユーザー体験の向上とデータ精度
の一層の強化が期待されます。「G7」の15日間装着延長は、患者の利便性を高め、セ
ンサー交換頻度を減らすことでアドヒアランスの改善に寄与します。新製品「Stelo」
は、インスリン治療を受けていない人々にリアルタイムのグルコースデータを提供し、
食事や運動、ストレスが血糖値に与える影響を可視化することで、生活習慣の改善を促
します。FDAのTEMPOプログラムへの参加は、デジタルヘルス製品の開発と規制プロセ
スを加速させることを目的としており、Dexcomの技術革新が公衆衛生に与える影響の
大きさが認識されたことを意味します。

背景・業界文脈

糖尿病ケア市場は、CGM技術の進歩により大きく変化しています。特に、インスリンを
使用しない層へのCGMの普及は、自己管理能力の向上と予防医療の促進に貢献します。
Dexcomの戦略は、この成長市場を取り込むとともに、デジタルヘルスプラットフォー
ムとしての地位を確立し、糖尿病以外の代謝性健康やウェルネス分野へと影響力を拡大
することを目指しています。FDAとの連携は、規制の不確実性を低減し、製品の市場投
入を加速させる上で極めて有利な立場を同社に与えます。



今後の展望

Dexcomは、将来的にはAIを活用したデータ分析と個別化された健康アドバイスを提供
するサービスを強化し、ユーザーがより能動的に自身の健康を管理できるエコシステム
を構築することを目指しています。コネクテッドヘルスプラットフォームへの進化は、
糖尿病管理だけでなく、心血管疾患リスクの低減や体重管理など、幅広い健康領域での
応用を可能にし、医療現場と消費者の両方に新たな価値を提供すると期待されていま
す。この戦略的転換は、他の医療機器メーカーにも影響を与え、デジタルヘルスへの投
資と革新をさらに加速させるでしょう。

元記事: https://lovemylibre.com/blogs/libre-life-news-articles-latest/dexcom-health-platform-summer-

2026

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lovemylibre.com/blogs/libre-life-news-articles-latest/dexcom-health-platform-summer-2026
https://lovemylibre.com/blogs/libre-life-news-articles-latest/dexcom-health-platform-summer-2026


#03 Medtronic、韓国でSimplera Sync CGMセンサーを発
売：MiniMed 780Gユーザー向けに血糖管理を簡素化

概要

Medtronicは、MiniMed 780G自動インスリン投与（AID）システムのユーザー向け
に、最新の連続血糖モニタリング（CGM）デバイスであるSimplera Sync Sensorを韓国
で発売しました。この新しいオールインワン使い捨てセンサーは、挿入プロセスを2ス

テップに簡素化し、以前のMedtronicセンサーの約半分のサイズに小型化されていま
す。また、定期的な指先穿刺による校正や追加の粘着テープが不要となり、1型糖尿病
患者の血糖管理の負担を大幅に軽減することが期待されます。

公開日 2026年08月03日  KBR  韓国



詳細

主要成果

Medtronicは、MiniMed 780G自動インスリン投与（AID）システムのユーザー向けに、
最新の連続血糖モニタリング（CGM）デバイスであるSimplera Sync Sensorを韓国市場
で発売しました。この革新的なセンサーは、従来の複雑な挿入手順を2ステップに簡素
化し、その小型化されたデザイン（従来センサーの約半分）と相まって、患者の血糖管
理における利便性を飛躍的に向上させます。

技術・臨床詳細

Simplera Sync Sensorは、オールインワンの使い捨てユニットとして設計されており、
これまでのMedtronic CGMセンサーに必要とされていた定期的な指先穿刺による校正
や、追加の粘着テープでの固定が不要になります。これにより、患者はよりシームレス
でストレスの少ない血糖モニタリングを体験できます。本センサーは、MiniMed 780G
システムと完全に統合され、リアルタイムのグルコースデータを継続的に提供し、自動
インスリン調整をサポートすることで、血糖値の変動を最小限に抑え、患者の目標範囲
内での滞在時間を最大化することを目的としています。特に、その小型で目立たないデ
ザインは、日常生活における装着の快適性を高め、糖尿病患者の生活の質（QoL）向上
に貢献します。

背景・業界文脈

糖尿病管理において、CGM技術は血糖変動の包括的な把握を可能にし、患者の自己管理
能力を向上させる上で不可欠なツールとなっています。しかし、センサーの挿入の複雑
さや校正の必要性が、一部の患者にとって普及の障壁となっていました。Medtronicの
Simplera Sync Sensorは、これらの課題に対応し、ユーザーフレンドリーな設計を通じ
て、CGM技術のアクセシビリティとアドヒアランスを向上させることを目指していま
す。韓国での発売は、同社がグローバル市場における糖尿病ケアソリューションのリー
ダーシップを強化する戦略の一環です。



今後の展望

Simplera Sync Sensorの導入は、糖尿病管理のパラダイムをさらに変化させ、患者がよ
り簡単に、より効果的に血糖値を管理できるようになることを示唆しています。この種
の技術革新は、特に1型糖尿病患者のQoLを向上させるだけでなく、インスリンを使用
する2型糖尿病患者へのCGMの普及にも貢献する可能性があります。将来的には、より
小型で、より長期間使用可能、かつ完全に非侵襲的なCGM技術の開発が進み、糖尿病管
理がさらに簡素化されることが期待されます。

元記事: https://www.koreabiomed.com/news/articleView.html?idxno=32632

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.koreabiomed.com/news/articleView.html?idxno=32632


#04 MITの非侵襲型ラマンベースCGMが市販品と同等の精
度を達成：次世代血糖モニターの可能性

概要

連続血糖モニター（CGM）は細胞間液中の糖を追跡しますが、MITの研究者らは針を
使わずに皮膚を通してグルコースを読み取るラマンベースの非侵襲型デバイスを開発
しました。このデバイスは初期テストで、市販されている侵襲型CGMと同様の精度を

示し、血糖モニタリングの未来を変える可能性を秘めています。さらに、Abbottの
Lingoはインスリンを使用しないがリアルタイム血糖値を知りたい人向けの新しい市販
薬（OTC）オプションとして注目されています。

公開日 2026年08月03日  Morld  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームは、皮膚を貫通する針を必要としな
い、ラマン分光法に基づいた非侵襲型の連続血糖モニタリング（CGM）デバイスを開発
しました。この画期的なデバイスは、初期の性能評価において、現在市販されている侵
襲型のCGMシステムと同等の血糖値測定精度を達成したと報告されています。

技術・臨床詳細

開発されたラマンベースのデバイスは、レーザー光を皮膚に照射し、生体分子の振動情
報からグルコース濃度を推定する原理を利用しています。これにより、採血や皮下セン
サーの挿入が不要となり、患者の負担を大幅に軽減します。現在のCGMは主に細胞間液
中のグルコース濃度を測定していますが、この非侵襲型技術は、より直接的に血糖値を
反映する可能性があり、その精度が従来のシステムに匹敵することは、医療技術におけ
る大きな進歩です。また、Abbott社が提供する「Lingo」は、インスリンを使用しない
ものの自身の血糖プロファイルをリアルタイムで把握したい一般消費者向けに開発され
た新しいOTC（一般用医薬品）オプションとして市場に投入され、より広範なユーザー
層へのCGM技術の普及を促進しています。

背景・業界文脈

糖尿病患者にとって、継続的な血糖モニタリングは病状管理の要ですが、現在のCGMは
体内にセンサーを挿入する必要があり、感染リスクや不快感を伴うことがあります。非
侵襲型CGMの開発は長年の課題であり、もしMITの技術が臨床的に広く適用されれば、
糖尿病患者の生活の質を劇的に向上させるだけでなく、糖尿病予備軍や健康意識の高い
一般層へのCGM普及を加速させる可能性があります。これにより、予防医療の推進にも
大きく貢献することが期待されます。AbbottのLingoのようなOTC製品の登場は、この
傾向をさらに加速させるでしょう。



今後の展望

MITの非侵襲型ラマンベースCGMデバイスは、今後さらなる大規模な臨床試験を経て、
その有効性と安全性が検証される必要があります。もし成功すれば、これは医療機器市
場に革命をもたらし、糖尿病管理の新たな標準を確立する可能性があります。針を使わ
ないモニタリングは、特に小児患者や針恐怖症の患者にとって恩恵が大きく、CGM技術
の普及を阻んでいた心理的・身体的障壁を取り除くことに寄与します。また、AIとの組
み合わせにより、測定データから個別の生活習慣改善アドバイスが提供されることで、
より統合的なヘルスケアソリューションが実現する未来も視野に入っています。

元記事: https://morld.com.tw/en/blog/continuous-glucose-monitors-the-hype-and-the-caveats

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://morld.com.tw/en/blog/continuous-glucose-monitors-the-hype-and-the-caveats


#05 非糖尿病者向けCGMの価値に疑問符：ライフスタイ
ル改善効果は認めるも長期的な臨床データ不足

概要

連続血糖モニター（CGM）は糖尿病管理の画期的なツールですが、最近では非糖尿病
者のプレミアムウェルネスツールとしても注目されています。しかし、Journal of

Medical Internet Researchの系統的レビューは、CGMがライフスタイルや食事の調整を

促す一方で、非糖尿病者における長期的な健康上の利益を示す堅牢な臨床データが不
足していることを指摘しました。健康な個人の食後血糖値の一時的な上昇は正常な生
理的反応であり、常に代謝機能不全を意味するわけではないと強調されています。

公開日 2026年08月07日  The European Sting  ベルギー



詳細

主要成果

連続血糖モニター（CGM）は糖尿病管理において不可欠なツールとしてその価値を確立
していますが、近年、非糖尿病者が自身の健康状態を最適化するためのプレミアムウェ
ルネスツールとしての利用が増加しています。しかし、Journal of Medical Internet

Researchに掲載された包括的な系統的レビューは、非糖尿病者におけるCGMの長期的な
健康上の利益に関する確固たる臨床データが依然として不足していると結論付けまし
た。

技術・臨床詳細

このレビューは、CGMが食事選択や運動習慣に対する意識を高め、ライフスタイルや食
事の調整を促す効果があることを認めました。被験者はリアルタイムの血糖値データを
通じて、特定の食品が自身の体にどのように影響するかを直接的に観察でき、それに基
づいて行動を変える傾向が見られました。しかし、これらの行動変容が非糖尿病者の心
血管疾患リスク低減や体重管理といった長期的な健康アウトカムにどのように影響する
かを示す、大規模かつ長期的な臨床試験データが不足しています。特に、健康な個人に
おける食後の血糖値の一時的な上昇は正常な生理的反応であり、必ずしも代謝機能不全
を示すものではないという重要な指摘がなされました。

背景・業界文脈

CGM技術の進化と小型化、そして手頃な価格化は、糖尿病患者だけでなく、健康な人々
にもその利用を広げています。ウェルネス市場では、自己最適化や予防医療への関心が
高まり、CGMは「バイオハッキング」ツールの一つとして注目を集めています。しか
し、そのマーケティングが科学的根拠に基づいているか、過度な医療化を招くリスクは
ないかという議論が専門家の間で活発に行われています。今回のレビューは、この「ウ
ェルネスCGM」ブームに対する科学的な慎重さの必要性を強調するものです。



今後の展望

非糖尿病者向けCGMの利用が拡大する中で、より厳密な臨床研究が求められます。特
に、プラセボ対照比較試験や、長期的なアウトカム（例：HbA1cの安定化、インスリン
抵抗性の改善、慢性疾患発症リスクの低減など）を評価する研究が不可欠です。これに
より、CGMが非糖尿病者にもたらす真の健康上の利益が明確になり、適切なガイドライ
ンの策定に役立つでしょう。現状では、非糖尿病者がCGMを利用する際は、科学的根拠
の限界を理解し、自己判断ではなく専門医と相談の上で利用することが推奨されます。

元記事: https://www.tatlerasia.com/lifestyle/wellness/wearables-continuous-glucose-monitors-for-non-

diabetics

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tatlerasia.com/lifestyle/wellness/wearables-continuous-glucose-monitors-for-non-diabetics
https://www.tatlerasia.com/lifestyle/wellness/wearables-continuous-glucose-monitors-for-non-diabetics


#06 MEDICA 2026でPOCT革新が加速：バイオセンサー、
イメージングAI、ラボオンチップが精密医療を推進

概要

MEDICA 2026では、ポイントオブケア診断（POCT）の革新が医療の最前線で注目を集
めています。診断をケア現場で直接行い、迅速な臨床意思決定を可能にするPOCTは、
バイオセンサー、イメージングAI、バイオマーカー、ラボオンチップ技術の進歩によ

り精密医療の基盤を強化しています。これらの進歩は、病院、診療所、患者宅での迅
速な結果提供を実現し、臨床医がより迅速な意思決定を行い、個別化された治療経路
を支援することを可能にします。

公開日 2026年08月07日  MEDICA  ドイツ



詳細

主要成果

MEDICA 2026展示会では、ポイントオブケア診断（POCT）分野における革新的な進歩
が特に強調され、これが診断手順の現場実施を加速し、迅速な臨床意思決定を可能にす
ることで、精密医療の基盤を強化していることが示されました。

技術・臨床詳細

POCTの進化は、複数の最先端技術の融合によって推進されています。高性能バイオセ
ンサーは、微量な生体分子や病原体の高感度かつ特異的な検出を可能にし、初期段階で
の疾患診断に貢献します。イメージングAIは、診断画像の解析精度と速度を劇的に向上
させ、より客観的な評価を支援します。さらに、バイオマーカーの発見と活用、そして
「ラボオンチップ」技術の小型化・多機能化は、複雑な検査プロセスを簡素化し、少量
のサンプルで複数のパラメーターを同時に分析することを可能にしています。これらの
技術は、感染症の迅速診断、慢性疾患のモニタリング、および緊急医療現場での迅速な
患者評価など、幅広い臨床応用でその価値を発揮します。

背景・業界文脈

従来の診断プロセスは、サンプル採取後に中央検査室への輸送と時間を要する分析が必
要でした。これにより、診断結果が得られるまでに遅延が生じ、特に迅速な介入が求め
られる状況では治療開始が遅れることがありました。POCTは、このボトルネックを解
消し、医師が患者のすぐそばで診断テストを実施できるため、治療方針の決定までの時
間を大幅に短縮します。これは、救急医療、プライマリケア、そして遠隔地医療におい
て、患者の転帰を改善する上で極めて重要です。



今後の展望

POCT技術は、今後も急速な発展を遂げると予測されており、より小型化、高精度化、
多項目化が進むでしょう。将来的には、スマートフォンと連携するウェアラブルPOCT

デバイスが普及し、患者自身が自宅で定期的な健康チェックを行い、異常があれば自動
で医療機関にデータが送信される「分散型ヘルスケア」が主流となる可能性がありま
す。これにより、医療システム全体の効率性が向上し、個別化された予防医療がさらに
加速することが期待されます。規制当局も、これらの革新的なPOCTデバイスの承認プ
ロセスを合理化し、市場への迅速な導入を支援する動きを見せています。

元記事: https://www.medica-tradefair.com/en/Visit/Hot_Topics/point-of-care-diagnostics

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.medica-tradefair.com/en/Visit/Hot_Topics/point-of-care-diagnostics


#07 DexcomがQ2に収益13%増を達成、FDAがOTCグルコ
ースバイオセンサーSteloの小児使用を承認

概要

Dexcomは2026年第2四半期に収益が前年同期比13%増を達成し、インスリンを使用し
ない2型糖尿病患者にもそのCGM技術が有効であることを示しました。米国FDAは6月
に、DexcomのOTCグルコースバイオセンサー「Stelo」を小児の前糖尿病および糖尿病

患者向けに承認し、これはOTC CGMとして初めて小児での使用が許可された事例とな
ります。この承認は、小児および青年における前糖尿病と2型糖尿病の増加傾向を背景
に、Steloの市場を大きく拡大する戦略的意義を持ちます。

公開日 2026年08月03日  Medical Design and Outsourcing  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcomは2026年第2四半期に前年同期比13%の堅調な収益成長を達成し、同時に、同社
のOTC（一般用医薬品）グルコースバイオセンサー「Stelo」が米国FDAから小児の前糖
尿病および糖尿病患者向けの承認を獲得しました。この承認は、OTC連続血糖モニタリ
ング（CGM）デバイスとして初めて小児での使用が許可された画期的なものであり、同
社の市場拡大戦略において重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

Dexcomの第2四半期決算は、主に同社の主力CGM製品の好調な販売と、インスリンを
使用しない2型糖尿病患者へのCGM技術の浸透によって牽引されました。この成長は、
同社製品が幅広い糖尿病患者層に対して臨床的価値を提供していることを裏付けていま
す。FDAによる「Stelo」の小児承認は、小児および青年における前糖尿病および2型糖
尿病の有病率が上昇している現状に対応するものです。臨床試験では、Steloが小児患者
においても安全かつ正確な血糖値モニタリングを提供し、病態管理に有用であることが
示唆されました。この承認により、保護者は医師の処方箋なしで子供の血糖状態をモニ
タリングできるようになり、早期介入と疾患管理の改善が期待されます。

背景・業界文脈

世界の糖尿病人口は増加の一途を辿っており、特に小児および青年における2型糖尿病
の発生率の増加は、公衆衛生上の喫緊の課題となっています。従来のCGMは処方箋が必
要であり、成人患者に主に利用されてきましたが、「Stelo」のOTC小児承認は、この未
充足ニーズに応えるものです。市場の観点からは、この承認によりDexcomは新たな顧
客層を獲得し、OTC市場でのリーダーシップを確立する機会を得ました。競合他社も同
様のOTC製品開発を進めており、市場競争は今後さらに激化する見込みです。



今後の展望

「Stelo」の小児向けOTC承認は、Dexcomが従来の糖尿病管理の枠を超え、より広範な
ヘルスケア市場、特に予防医療とウェルネス分野へと戦略的に進出していることを明確
に示しています。今後、同社は小児患者とその保護者への教育プログラムやサポート体
制を強化し、Steloの普及を加速させるでしょう。また、リアルタイム血糖値データとAI
を組み合わせた、より個別化された健康管理ソリューションの開発が加速されること
で、糖尿病ケアのあり方が根本的に変化し、より多くの患者が疾患の早期発見と効果的
な管理の恩恵を受けられるようになることが期待されます。

元記事: https://www.mddionline.com/diabetes/analysts-love-dexcom-s-q2-results-but-competition-is-

heating-up

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mddionline.com/diabetes/analysts-love-dexcom-s-q2-results-but-competition-is-heating-up
https://www.mddionline.com/diabetes/analysts-love-dexcom-s-q2-results-but-competition-is-heating-up


#08 Philips、オープンな患者モニタリングエコシステムを
拡大：ベッドサイドを超えた継続的バイオマーカー監視を
強化

概要

Philipsは、Respiree、smartQare、LifeSignals、Blue Spark Technologiesなど複数のパー

トナー企業との協業により、オープンな患者モニタリングエコシステムを大幅に拡大
しました。この取り組みは、患者がベッドサイドを離れた後も、心肺機能、SpO2、脈
拍、皮膚温度、活動量などの重要なバイオマーカーを継続的に監視できるウェアラブ

ルバイオセンサー技術を提供します。これにより、医療システムは患者の悪化を早期
に特定し、入院中および退院後の患者ケアの質を向上させることが可能になります。

公開日 2026年08月06日  Philips  オランダ



詳細

主要成果

Philipsは、 Respiree、 smartQare、 LifeSignals、 Blue Spark Technologies、 Caretaker

Medical、Cuvivaといった複数の主要なパートナー企業との協業を通じて、そのオープ
ンな患者モニタリングエコシステムを著しく拡大しました。この戦略的強化は、病院の
ベッドサイドに限定されず、患者の入院中から退院後まで、心肺機能、SpO2、脈拍、
皮膚温度、活動量といった重要なバイオマーカーを継続的に監視するためのウェアラブ
ルバイオセンサー技術を提供することを目的としています。

技術・臨床詳細

この拡大されたエコシステムは、各パートナー企業が持つ独自の最先端ウェアラブルバ
イオセンサー技術を統合します。例えば、Respireeは特許取得済みの直接呼吸数と肺生
理学的マーカーを提供し、LifeSignalsやBlue Spark Technologiesはワイヤレスで信頼性
の高いバイタルサインモニタリングソリューションを提供します。これらのセンサー
は、患者の身体に非侵襲的に装着され、リアルタイムでデータを収集し、Philipsのモニ
タリングプラットフォームに安全に送信されます。これにより、医療従事者は患者の微
妙な生理的変化を早期に検知し、感染症の悪化、心臓イベント、呼吸不全などのリスク
を早期に特定できるようになります。継続的なSpO2および心拍数モニタリングは、患
者の全身状態の変化を示す重要な指標となり、皮膚温度と活動量データは、炎症反応や
回復状況の評価に役立ちます。

背景・業界文脈

高齢化社会の進展と慢性疾患患者の増加は、医療システムに大きな負担をかけていま
す。特に、早期退院後の再入院リスクや、病状悪化の兆候を見逃すことによる患者転帰
の悪化が課題となっています。Philipsのこのエコシステム拡大は、これらの課題に対応
し、患者が自宅やその他の場所で安全かつ継続的なケアを受けられるようにすること
で、医療の分散化と効率化を推進します。オープンなプラットフォーム戦略は、異なる
ベンダーのデバイスやデータを統合し、柔軟性と選択肢を医療システムに提供する上で
不可欠です。



今後の展望

この拡張されたエコシステムは、患者モニタリングの未来を形作る上で重要な一歩とな
ります。将来的には、AIと機械学習の統合がさらに進み、収集された大量のバイオマー
カーデータから、より精度の高い予測分析や個別化された介入推奨が可能となるでしょ
う。これにより、予防医療の強化、入院期間の短縮、そして医療費の削減に貢献するこ
とが期待されます。Philipsは、このようなオープンイノベーションを通じて、患者中心
の、より包括的かつ継続的なヘルスケアソリューションの提供を目指し、デジタルヘル
ス市場におけるリーダーシップを強化していく方針です。

元記事: https://www.philips.com/a-w/about/news/archive/standard/news/press/2026/philips-expands-

open-patient-monitoring-ecosystem-to-help-health-systems-keep-sight-of-patients-beyond-the-

bedside

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.philips.com/a-w/about/news/archive/standard/news/press/2026/philips-expands-open-patient-monitoring-ecosystem-to-help-health-systems-keep-sight-of-patients-beyond-the-bedside
https://www.philips.com/a-w/about/news/archive/standard/news/press/2026/philips-expands-open-patient-monitoring-ecosystem-to-help-health-systems-keep-sight-of-patients-beyond-the-bedside
https://www.philips.com/a-w/about/news/archive/standard/news/press/2026/philips-expands-open-patient-monitoring-ecosystem-to-help-health-systems-keep-sight-of-patients-beyond-the-bedside


#09 Nature Sensors誌がAI駆動型クローズドループウェ
アラブルバイオエレクトロニクスをレビュー：個別化・自
律型ヘルスケアの道筋

概要

Nature Sensors誌に掲載されたレビューは、AI駆動型クローズドループウェアラブルバ

イオエレクトロニクスが、リアルタイムバイオセンシングと治療的介入を結びつける
ことで、個別化された自律的なヘルスケアへの道を開くと論じています。この技術
は、疾患診断と疲労モニタリングにおけるAI支援ウェアラブルバイオセンシングデバ

イスの最近の進展を概観し、高効率、費用対効果、正確なポイントオブケア診断によ
る個別化医療への傾向を強調しています。IoTや5Gとの統合がさらなる可能性を拓きま
す。

公開日 2026年07月31日  Facebook (Nature Portfolio)  イギリス



詳細

主要成果

Nature Sensors誌に掲載された画期的なレビュー記事は、AI駆動型クローズドループウ
ェアラブルバイオエレクトロニクスが、リアルタイムでのバイオセンシングと治療的介
入を統合することにより、個別化され自律的なヘルスケアの新しい時代を切り開く可能
性を詳細に論じています。

技術・臨床詳細

このレビューは、AI支援ウェアラブルバイオセンシングデバイスの最新の進展に焦点を
当てています。これらのデバイスは、生理学的データ（心拍数、呼吸数、体温、発汗、
生体分子濃度など）を継続的に収集し、AIアルゴリズムがそのデータをリアルタイムで
解析します。クローズドループシステムとは、収集されたデータに基づいてデバイスが
自動的に治療的介入（例えば、薬物送達、神経刺激、環境調整など）を行うことを意味
します。これにより、患者の状態変化に即座に対応し、最適な治療を途切れることなく
提供することが可能となります。疾患診断においては、バイオマーカーの微細な変化を
検知して疾患の早期兆候を捉え、疲労モニタリングでは、ストレスや過労の客観的な指
標を提供し、燃え尽き症候群やパフォーマンス低下を防ぐのに役立ちます。IoTや5G通
信技術との統合により、データはクラウドに安全に送信され、遠隔地の医療従事者によ
るモニタリングや介入も可能になります。

背景・業界文脈

現代医療は、受動的な治療から能動的な予防と個別化へとシフトしています。ウェアラ
ブル技術は、このシフトの中心的な役割を担っていますが、その多くはデータ収集に留
まり、能動的な介入までは及びませんでした。AI駆動型クローズドループシステムは、
このギャップを埋め、患者のエンゲージメントを高めると同時に、医療従事者の負担を
軽減する可能性を秘めています。特に慢性疾患管理において、患者が病院を訪れる頻度
を減らしつつ、質の高いケアを継続的に提供できる点で大きな期待が寄せられていま
す。高効率、費用対効果、および正確なポイントオブケア診断能力は、従来の医療モデ
ルを変革する鍵となります。



今後の展望

この技術分野はまだ発展途上にありますが、将来的な応用範囲は計り知れません。将来
的には、患者一人ひとりの生理学的特性、ライフスタイル、遺伝的背景に基づいた超個
別化医療が実現するでしょう。例えば、ストレスレベルの急激な上昇を検知して自動的
にリラクゼーション音楽を流したり、血糖値の異常を検知して適切なタイミングでイン
スリンを自動投与したりするデバイスが一般化するかもしれません。しかし、データの
プライバシーとセキュリティ、AIアルゴリズムの信頼性、そして倫理的な側面に関する
厳格な規制とガイドラインの策定が、この技術の社会実装において不可欠となるでしょ
う。

元記事: https://www.facebook.com/NaturePortfolioJournals/posts/a-review-in-nature-sensors-discusses-

ai-powered-closed-loop-wearable-bioelectron/1535730361916558/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/NaturePortfolioJournals/posts/a-review-in-nature-sensors-discusses-ai-powered-closed-loop-wearable-bioelectron/1535730361916558/
https://www.facebook.com/NaturePortfolioJournals/posts/a-review-in-nature-sensors-discusses-ai-powered-closed-loop-wearable-bioelectron/1535730361916558/


#10 柔軟なウェアラブルパッチ型電気化学グルコースセン
サーを開発：汗中代謝物分析で非侵襲モニタリングを推進

概要

本研究では、ウェアラブルな汗モニタリング用の柔軟なスクリーン印刷型電気化学グ
ルコースセンサーが発表されました。このセンサーは最適化された導電性インクを用
いることで、高い導電性と優れた機械的適合性を両立させています。生理学的に関連

するグルコースレベル（5〜20 mM）で明確な濃度依存性クロノアンペロメトリー応答
を示し、運動中に統合されたマイクロ流体チャネルを通じて収集された汗サンプルで
その性能が検証されました。この成果は、非侵襲的な汗グルコースモニタリングを実

現する将来のウェアラブル代謝センシングプラットフォームの基盤となります。

公開日 2026年07月30日  IEEE Xplore  不明



詳細

主要成果

ウェアラブルな汗モニタリングにおける重要な進展として、本研究では柔軟なスクリー
ン印刷型電気化学グルコースセンサーが開発・実証されました。このセンサーは、最適
化された導電性インクを使用することで、高い電気的導電性と、肌に快適にフィットす
る優れた機械的適合性を兼ね備えています。

技術・臨床詳細

開発されたセンサーは、特に生理学的に関連するグルコース濃度範囲（5〜20 mM）に
おいて、クロノアンペロメトリー法を用いた際に明確で再現性の高い濃度依存性応答を
示しました。この性能は、運動中に統合されたマイクロ流体チャネルを通じてリアルタ
イムで収集された汗サンプルを用いて検証され、実環境下での信頼性が確認されていま
す。マイクロ流体チャネルの組み込みにより、汗を効率的にセンサー部位に誘導し、汚
染を最小限に抑えつつ安定した測定を可能にしています。従来の血液ベースのグルコー
ス測定が侵襲的であるのに対し、汗を介した非侵襲的モニタリングは、患者の不快感を
なくし、継続的なモニタリングをより実用的なものにします。この技術は、酵素ベース
の検出メカニズム（例：グルコースオキシダーゼ）と電気化学的トランスデューサーを
組み合わせることで、グルコース分子の酸化還元反応を電流信号に変換し、その強度か
ら濃度を算出します。

背景・業界文脈

糖尿病の管理において、継続的なグルコースモニタリング（CGM）は不可欠ですが、既
存のシステムは多くが皮下埋め込み型であり、侵襲性や装着期間の制限といった課題が
あります。汗をベースとしたウェアラブルセンサーは、これらの課題を克服し、より快
適で非侵襲的なモニタリングソリューションを提供することで、糖尿病患者の生活の質
を向上させる可能性を秘めています。また、アスリートのパフォーマンスモニタリング
や一般の健康管理においても、非侵襲的に代謝状態を把握する手段として大きな需要が
あります。



今後の展望

この柔軟な汗グルコースセンサーの開発は、非侵襲的な代謝モニタリング技術の未来に
向けた重要な一歩です。将来的には、本センサーを複数のバイオマーカー（乳酸、電解
質、コルチゾールなど）を同時に測定できる多重検出プラットフォームに発展させるこ
とが可能です。これにより、糖尿病患者だけでなく、アスリートやストレスを抱える
人々の包括的な健康管理に応用できる可能性があります。更なる開発では、センサーの
長期安定性、製造のスケーラビリティ、そしてスマートフォンとの連携によるデータ解
析とフィードバックシステムの構築が焦点となるでしょう。この技術は、個別化医療と
予防医療の進展に大きく貢献すると期待されています。

元記事: https://www.facebook.com/nbtworld/posts/ieee-biosensors-2026-showcases-advances-in-

health-innovationthailand-is-hosting-/1460431309454328/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/nbtworld/posts/ieee-biosensors-2026-showcases-advances-in-health-innovationthailand-is-hosting-/1460431309454328/
https://www.facebook.com/nbtworld/posts/ieee-biosensors-2026-showcases-advances-in-health-innovationthailand-is-hosting-/1460431309454328/


#11 FDAがIVDガイドラインドラフトを公開：ポータブル
POCT・デジタル接続診断デバイスの510(k)申請を再構築

概要

米国FDAは2026年8月2日に「In Vitro Diagnostic Devices: Classification and Regulatory

Pathways Guidance」のドラフトガイダンスを発表しました。このガイダンスは、ポー
タブルポイントオブケアテスト（POCT）製品、ベッドサイド生化学分析装置、デジタ

ル接続診断デバイスなどの体外診断用医薬品（IVD）の分類と510(k)申請フレームワー
クを明確化します。2026年10月以降の新規提出には、より厳格な臨床性能検証データ
を含める必要があり、IVD市場に大きな影響を与える見込みです。

公開日 2026年08月03日  China Med Device, LLC  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は2026年8月2日、体外診断用医薬品（IVD）の分類と規制経
路に関する新しいドラフトガイダンスを発表しました。このガイダンスは、「In Vitro
Diagnostic Devices: Classification and Regulatory Pathways Guidance」と題され、特にポ
ータブルポイントオブケアテスト（POCT）製品、ベッドサイド生化学分析装置、およ
びデジタル接続診断デバイスの510(k)市販前届出要件に大きな変更をもたらします。

技術・臨床詳細

新ガイダンスは、これらの革新的なIVDデバイスの規制分類を明確にし、製造業者が
510(k)申請を計画する際の指針を提供します。特に強調されているのは、2026年10月以
降に提出される新規申請には、より厳格で包括的な臨床性能検証データを含める必要が
あるという点です。これは、デバイスの精度、感度、特異性だけでなく、対象患者集団
における臨床的有用性と安全性に関する詳細なエビデンスを求めるものです。例えば、
携帯型POCTデバイスの場合、多様な使用環境下での性能堅牢性や、非専門家ユーザー
による操作性なども評価の対象となるでしょう。デジタル接続機能を持つ診断デバイス
には、データセキュリティやプライバシー保護、ソフトウェアの検証に関する要件も厳
格化されると予想されます。

背景・業界文脈

近年、POCTやデジタルヘルスの進展により、診断デバイスは従来の集中型検査室から
患者の近くへと移行しています。これにより、迅速な診断と治療開始が可能となり、医
療の効率化と患者転帰の改善に貢献しています。しかし、これらの新しいデバイスの多
様な機能と使用環境は、既存の規制フレームワークに課題をもたらしていました。FDA

のこのガイダンスは、技術革新を促進しつつも、患者の安全性とデバイスの有効性を確
保するために、規制の明確化と厳格化を図るものです。IVD業界の企業は、この新しい
要件に対応するために、臨床開発戦略や品質管理システムを見直す必要があります。



今後の展望

このFDAドラフトガイダンスの最終決定は、IVD市場、特にPOCTおよびデジタル診断分
野に長期的な影響を与えるでしょう。製造業者は、製品設計段階から規制要件を考慮に
入れる「Quality by Design」のアプローチをより強く求められることになります。これ
により、市場投入までの時間とコストが増加する可能性もありますが、一方で、より高
品質で信頼性の高い診断デバイスが市場に供給され、患者の信頼を高めることにつなが
ります。また、この厳格化は、小規模なスタートアップ企業にとっては参入障壁となり
得る一方で、確立された大企業にとっては競争優位性を高める機会となる可能性もあり
ます。業界全体としては、革新と規制遵守のバランスを取りながら、診断技術のさらな
る発展を目指すことになります。

元記事:

https://www.industreamline.com/news/Industries/Lab_Diagnostics/FDA_Draft_IVD_Guide_Reshapes_510_k_Plan

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.industreamline.com/news/Industries/Lab_Diagnostics/FDA_Draft_IVD_Guide_Reshapes_510_k_Planning.html


#12 ナノバイオセンサーが土壌・植物ヘルスモニタリング
を革新：リアルタイム検出で精密農業を推進

概要

ナノバイオセンサーは、土壌栄養素、水分、植物の健康状態といった物理的、化学
的、生物学的パラメーターのリアルタイム検出を可能にすることで、次世代の土壌お
よび植物ヘルスモニタリングを推進しています。特に光学式ナノバイオセンサーは高

い特異性と非侵襲的検出を提供し、磁気ナノバイオセンサーは最小限のサンプル調製
で迅速かつ選択的な検出を実現します。最近の研究では、蛍光グラフェン酸化物プロ
ーブを用いたカリウム検出用ナノバイオセンサーが開発され、精密農業における新た

な可能性が示されました。

公開日 2026年08月06日  Frontiers in Plant Science  スイス



詳細

主要成果

ナノバイオセンサー技術は、土壌の栄養状態、水分レベル、そして植物の健康といった
多岐にわたる物理的、化学的、生物学的パラメーターのリアルタイム検出を可能にする
ことで、次世代の土壌および植物ヘルスモニタリングを大きく革新しています。これに
より、精密農業の実践がより高度かつ効率的に推進される道が開かれます。

技術・臨床詳細

この分野の進展は、主に光学式、圧電式、磁気式といった異なる種類のナノバイオセン
サーによって牽引されています。光学式ナノバイオセンサーは、その高い特異性と非侵
侵襲的検出能力により、特定の分子やイオンを高精度で検出することができます。一
方、磁気ナノバイオセンサーは、磁性ナノ粒子を組み込むことで、最小限のサンプル調
製で迅速かつ選択的な分析を可能にします。最近の研究では、蛍光性グラフェン酸化物
（GO）をプローブとして利用した新しいカリウム検出用ナノバイオセンサーが開発さ
れました。このGOベースのセンサーは、カリウムイオンと特異的に相互作用し、蛍光
信号の変化を介して濃度を定量します。これにより、土壌中のカリウムレベルを迅速か
つ正確に評価でき、肥料の最適化に直接貢献します。これらのセンサーは、数ナノメー
トルのスケールで機能し、従来の大型で時間のかかる分析装置に比べて、現場での即時
性と携帯性に優れています。

背景・業界文脈

現代農業は、資源の有効活用と環境負荷の低減が喫緊の課題となっています。過剰な肥
料や水の使用は、コストの増加だけでなく、土壌劣化や水質汚染といった環境問題を引
き起こします。ナノバイオセンサーを用いたリアルタイムモニタリングは、必要な場所
に、必要な量を、必要なタイミングで投入する精密農業の実現を支援し、これらの課題
解決に貢献します。これにより、作物の収穫量を最大化しつつ、農業の持続可能性を高
めることが可能となります。



今後の展望

ナノバイオセンサー技術は、土壌および植物モニタリングの分野でさらなるブレークス
ルーをもたらす可能性を秘めています。将来的には、複数の栄養素、病原体、ストレス
要因を同時に検出できる多重ナノバイオセンサーシステムの開発が期待されます。ま
た、ドローンやIoTデバイスとの統合により、広大な農地を効率的に監視し、AIを活用
したデータ解析により、最適な栽培戦略を自動で推奨するスマート農業システムが実現
するでしょう。これにより、食料安全保障の強化と、地球規模での農業生産性向上に大
きく貢献することが見込まれます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/nanotechnology/articles/10.3389/fnano.2026.1832447/pdf

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/nanotechnology/articles/10.3389/fnano.2026.1832447/pdf


#13 グラフェン電界効果トランジスタバイオセンサーの臨
床応用が進展：疾患バイオマーカーのラベルフリー・高感
度検出を実現

概要

グラフェン電界効果トランジスタ（GFET）バイオセンサーは、高感度かつラベルフリ

ー検出が可能で、ポイントオブケアテスト（POCT）システムと互換性があるため、疾
患の早期診断に向けた有望なプラットフォームとして注目されています。本レビュー
は、癌、神経変性疾患、感染症、炎症性疾患などの臨床的に重要なバイオマーカー検

出におけるGFETバイオセンサーの最新の進歩を議論しています。これらのデバイス
は、癌バイオマーカーの超低検出限界を達成し、リアルタイムかつ非侵襲的な診断を
可能にする未来の扉を開きます。

公開日 2026年08月07日  PMC  スイス



詳細

主要成果

グラフェン電界効果トランジスタ（GFET）バイオセンサーは、高感度かつラベルフリー
検出能力、そしてポイントオブケアテスト（POCT）システムとの互換性により、疾患
の早期診断に向けた極めて有望なバイオセンシングプラットフォームとして急速に注目
を集めています。最近の研究は、この技術が癌、神経変性疾患、感染症、炎症性疾患な
ど、多様な臨床的に重要なバイオマーカーの検出において顕著な進歩を遂げていること
を明らかにしています。

技術・臨床詳細

GFETバイオセンサーの核心は、グラフェンの優れた電気的特性と高い表面積対体積比に
あります。これにより、非常に少量のバイオマーカー分子でもグラフェン表面に結合し
た際に発生する電荷の変化を、高感度な電気信号として検出できます。特に、この技術
は『ラベルフリー検出』を可能にする点で優れています。従来の診断法では、蛍光色素
や酵素といった化学ラベルを用いて標的分子を可視化・定量化する必要がありました
が、GFETは標的分子そのものがセンサー表面に結合することで直接信号を生成するた
め、前処理が簡素化され、検出時間が短縮されます。本レビューでは、癌バイオマーカ
ー（例：特定のがん細胞由来タンパク質やDNA断片）の検出において、アトモルレベル
（10^-18 mol/L）といった超低検出限界を達成したGFETバイオセンサーの事例が多数
報告されています。これは、疾患の超早期段階での発見を可能にし、治療介入の窓を広
げる上で極めて重要です。また、この技術は、汗や唾液、尿などの非侵襲的な体液サン
プルからのバイオマーカー検出にも適用可能であり、患者の負担を軽減し、定期的なス
クリーニングを促進します。

背景・業界文脈

疾患の早期診断は、治療の成功率を高め、患者の予後を改善するために不可欠です。し
かし、既存の診断技術には、感度が不十分である、時間がかかる、高コストである、ま
たは侵襲的であるといった課題がありました。GFETバイオセンサーは、これらの課題を
克服し、特に発展途上国のような医療リソースが限られた地域でのPOCTとしての利用
が期待されています。その携帯性と迅速な結果提供能力は、公衆衛生上の緊急事態
（例：パンデミック）における迅速な診断・スクリーニングにも貢献し得ます。



今後の展望

GFETバイオセンサーは、個別化医療と予防医療の分野で革新的なツールとなる可能性を
秘めています。今後の研究は、センサーの安定性、再現性、大規模生産性、そして複数
のバイオマーカーを同時に検出できる多重検出能力の向上に焦点が当てられるでしょ
う。また、AIとの統合により、GFETセンサーから得られる膨大なデータを解析し、疾患
リスクの予測や治療応答のモニタリングをさらに高精度化する研究も進んでいます。最
終的には、家庭での日常的な健康モニタリングから、高度な臨床診断まで、幅広いヘル
スケアシナリオにおいてGFETバイオセンサーが重要な役割を果たす未来が期待されま
す。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13113950/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13113950/


#14 相乗的ナノコンポジットがマルチプレックスバイオマ
ーカー検出を強化：高性能グルコースセンサーとマイクロ
流体統合を実現

概要

相乗的なナノコンポジットを活用したバイオセンサーは、光学および電気化学センシ

ングにおいて、マルチプレックスバイオマーカー検出の有望な戦略を提供します。レ
ーザー誘起グラフェン/グラフェン酸化物-カーボンナノチューブ（LIG/GO-CNT）ナノ
コンポジットを組み込んだセンサーは、優れたグルコース検出感度を示し、金ナノ粒

子を導入することでさらに性能が向上しました。マイクロ流体との統合により、自動
サンプル前処理とマルチチャネル操作が可能になり、検出スループットと精度が向上
します。

公開日 2026年08月04日  Analytical Chemistry (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

光学および電気化学センシング分野において、相乗的なナノコンポジットを組み込んだ
バイオセンサーが、複数のバイオマーカーを同時に検出するマルチプレックス検出のた
めの極めて有望な戦略を提供します。特に、レーザー誘起グラフェン/グラフェン酸化
物-カーボンナノチューブ（LIG/GO-CNT）ナノコンポジットベースのセンサーは、グル
コース検出において優れた感度を実証し、さらに金ナノ粒子（AuNPs）を導入すること
でその性能が大幅に向上しました。

技術・臨床詳細

この技術的核心は、LIG/GO-CNTナノコンポジットが持つ高導電性、高い表面積、およ
び特異的な分子認識能力の組み合わせにあります。レーザー誘起グラフェン（LIG）
は、ポリイミドなどのポリマーからレーザーアブレーションによって直接形成される多
孔質の導電性グラフェン構造であり、これが電気化学センサーのプラットフォームとし
て機能します。グラフェン酸化物（GO）とカーボンナノチューブ（CNT）を組み合わ
せることで、複合材料の導電性と安定性がさらに強化され、バイオレセプター（例：グ
ルコースオキシダーゼ酵素）の固定化に適した表面を提供します。研究では、この
LIG/GO-CNTセンサーがグルコース濃度に対して非常に高い感度と選択性を示すことが
確認されました。特に、AuNPsの導入は、電子伝達効率の向上と活性表面積の増加によ
り、検出限界をさらに低減し、信号応答を強化することが示されました。マイクロ流体
技術との統合は、サンプル前処理の自動化、試薬消費の削減、そして複数のバイオマー
カーを並行して測定できるマルチチャネル操作を可能にし、検出スループットと分析精
度を著しく向上させます。この統合されたシステムは、血液、唾液、汗などの生体サン
プルから、グルコースだけでなく、乳酸、コレステロール、特定のタンパク質など、複
数の代謝物を同時に、かつ高精度に検出できる潜在能力を持っています。



背景・業界文脈

疾患の早期診断と個別化治療において、単一のバイオマーカーだけでなく、複数のバイ
オマーカーを同時に、かつ迅速に検出できる能力は極めて重要です。従来の診断法は、
複数のテストを必要とすることが多く、時間とコストがかかりました。マルチプレック
スバイオセンサーは、この課題を克服し、複雑な生理学的状態の包括的なプロファイリ
ングを可能にすることで、精密医療の実現を加速します。ナノコンポジット材料は、そ
の優れた物理化学的特性から、次世代バイオセンサー開発の中心的な要素となっていま
す。

今後の展望

相乗的ナノコンポジットを活用したマルチプレックスバイオセンサーの開発は、診断医
療、ポイントオブケアテスト（POCT）、そしてウェアラブルヘルスモニタリングに革
命をもたらす可能性を秘めています。今後、この技術は、より小型化され、製造コスト
が削減され、AIや機械学習アルゴリズムと統合されることで、複雑なバイオマーカーパ
ターンから疾患リスクを予測したり、治療応答をモニタリングしたりする能力が向上す
るでしょう。これにより、癌の早期発見、代謝性疾患の管理、感染症の迅速診断など、
幅広い臨床応用において、患者の転帰を劇的に改善することが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/ancham/article/98/29/21121/5212583/Synergistic-Nanocomposite-

Enabled-Biosensors-From?searchresult=1

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/ancham/article/98/29/21121/5212583/Synergistic-Nanocomposite-Enabled-Biosensors-From?searchresult=1
https://pubs.acs.org/ancham/article/98/29/21121/5212583/Synergistic-Nanocomposite-Enabled-Biosensors-From?searchresult=1


#15 ヒューストン大学がデジタルヘルスケア変革研究所を
設立：AI・ウェアラブル・バイオセンサーで医療を変革

概要

ヒューストン大学は、デジタルヘルスケア変革研究所を設立し、AI駆動型診断、遠隔
患者モニタリング、ウェアラブル技術、バイオセンサー、モバイルヘルスアプリケー
ション、デジタル治療法など、次世代技術の研究、開発、商業化を加速させます。こ

の研究所は、工学、医学、自然科学、コンピューター科学などの学際的な専門知識を
結集し、リアルタイムデータ伝送を通じて、臨床医に疾患の診断と個別化されたケア
を提供するためのより良い情報を提供することを目指します。

公開日 2026年08月05日  University of Houston  アメリカ



詳細

主要成果

ヒューストン大学は、最先端のデジタルヘルスケア変革研究所を設立し、人工知能
（AI）駆動型診断、遠隔患者モニタリング、ウェアラブル技術、バイオセンサー、モバ
イルヘルスアプリケーション、そしてデジタル治療法といった次世代技術の研究、開
発、および商業化を大幅に加速させることを発表しました。

技術・臨床詳細

この研究所は、工学、医学、自然科学、コンピューター科学といった多様な分野の専門
知識を結集する学際的なハブとして機能します。主要な研究領域は以下の通りです。

AI駆動型診断: 画像解析やバイオマーカーデータから疾患を早期かつ高精度に診断す
るAIアルゴリズムの開発。

遠隔患者モニタリング: 慢性疾患患者や高齢者の自宅でのバイタルサインや生理学的
データを継続的に追跡するシステム。

ウェアラブル技術とバイオセンサー: 非侵襲的に身体の生理学的データや生体分子を
検出する次世代の柔軟なセンサーの開発。これにより、心拍数、血糖値、ストレスホ
ルモン、睡眠パターンなどをリアルタイムでモニタリングします。

モバイルヘルスアプリケーション: 患者が自身の健康データを管理し、医療従事者と
連携するための使いやすいアプリの開発。

デジタル治療法: 行動変容を促すソフトウェアベースの介入や、病状を管理するため
のデジタルソリューション。

これらの技術は、リアルタイムでのデータ伝送を通じて、臨床医が患者の状態をより包
括的に理解し、より迅速で個別化された診断および治療計画を提供するためのより豊富
な情報源となることを目指しています。



背景・業界文脈

世界のヘルスケアシステムは、高齢化、慢性疾患の増加、医療費の高騰といった課題に
直面しており、より効率的でパーソナライズされた医療ソリューションが喫緊に求めら
れています。デジタルヘルス技術は、これらの課題に対処し、医療のアクセシビリティ
を向上させる鍵として浮上しています。ヒューストン大学の研究所設立は、学術機関が
医療イノベーションの最前線で主導的な役割を果たすという、より広範なトレンドを反
映しています。テキサス州は、広大な人口と多様な医療ニーズを持つため、この種の技
術開発にとって理想的な実証の場となります。

今後の展望

デジタルヘルスケア変革研究所は、研究成果を臨床現場へ迅速に移行させることを重視
しており、スタートアップ企業との連携や知的財産の商業化にも積極的に取り組みま
す。これにより、次世代の医療機器やサービスが市場に迅速に投入され、患者ケアの質
と効率性が飛躍的に向上することが期待されます。長期的には、この研究所が地域経済
の活性化に貢献し、ヒューストンがデジタルヘルスケア分野の主要なハブとしての地位
を確立する上で重要な役割を果たすと見込まれています。

元記事: https://stories.uh.edu/2026-digital-healthcare-launch/index.html

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://stories.uh.edu/2026-digital-healthcare-launch/index.html


#16 ウェアラブル汗パッチが嚢胞性線維症診断を拡大：ス
マホ連携で検査室依存を低減

概要

Northwestern UniversityとAnn & Robert H. Lurie Children's Hospitalの研究者らは、嚢
胞性線維症（CF）診断に用いられる汗検査をよりシンプルで低コストなアプローチに
置き換える、新しいウェアラブルパッチシステムを開発しました。この技術は、汗中

の塩化物濃度を信頼性高く測定し、専門的な検査室への依存を減らすことで、特に医
療サービスが十分でない地域でのCF早期診断へのアクセスを拡大する可能性がありま
す。スマートフォンと連携した解析も可能になります。

公開日 2026年08月01日  ICT&health  オランダ



詳細

主要成果

Northwestern UniversityとAnn & Robert H. Lurie Children's Hospital of Chicagoの研究者
チームは、嚢胞性線維症（CF）の診断に不可欠な汗検査を大幅に簡素化し、より低コス
トで提供できる新しいウェアラブルパッチシステムを開発しました。この革新的な技術
は、従来の専門検査室への依存度を低減し、特に医療リソースが限られた地域における
CFの早期診断アクセスを拡大する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたウェアラブルパッチは、汗を収集し、その中の塩化物濃度を信頼性高く測定
できる小型のバイオセンサーを搭載しています。CFの診断基準の一つは、汗中の異常に
高い塩化物濃度であるため、このパッチは診断に直接関連する情報を提供します。この
システムは、患者の皮膚に直接装着され、汗を非侵襲的に収集しながらリアルタイムま
たは準リアルタイムで塩化物濃度を測定します。収集されたデータは、Bluetoothなど
の無線通信を通じてスマートフォンに送信され、専用アプリによって解析・表示されま
す。これにより、専門的な機器や trained personnel を必要とせずに、誰でも簡単に検
査結果を得ることが可能になります。このアプローチは、従来の汗検査装置と比較し
て、製造コストと運用コストの両面で大幅な削減を実現し、検査プロセス全体を効率化
します。

背景・業界文脈

嚢胞性線維症は、遺伝性の重篤な疾患であり、早期診断と早期介入が患者の予後を大き
く左右します。しかし、特に開発途上国や医療過疎地域では、専門的な汗検査設備が不
足しており、診断が遅れるケースが少なくありませんでした。このウェアラブル汗パッ
チは、このような診断のギャップを埋めることを目的としています。また、自宅で手軽
に検査できるPOCT（Point-of-Care Testing）ソリューションへの需要が高まる中で、こ
の技術は大きな注目を集めています。



今後の展望

このウェアラブル汗パッチシステムは、CFの早期診断を民主化し、世界中のより多くの
子供たちが適切な時期に治療を受けられるようになる可能性を秘めています。今後、大
規模な臨床検証を通じて、その診断精度と信頼性がさらに確認される必要があります。
また、塩化物濃度だけでなく、他のCF関連バイオマーカー（例：pH、乳酸）を同時に
測定できる多重検出機能の追加や、結果の自動解釈と医師へのレポート機能の強化も期
待されます。この技術は、CF以外の疾患の非侵襲的診断や、一般の健康モニタリングへ
の応用へと拡張される可能性も持ち、デジタルヘルスとウェアラブルバイオセンサーの
未来を切り開く一例となるでしょう。

元記事: https://www.icthealth.org/news/wearable-sweat-patches-could-expand-cf-diagnosis

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.icthealth.org/news/wearable-sweat-patches-could-expand-cf-diagnosis


#17 ウェアラブル汗分析向けNa+/Cl-選択性比色オプトー
ドアレイを最適化：嚢胞性線維症診断への道

概要

嚢胞性線維症（CF）診断の中心的検査である汗検査のポータブルなポイントオブケア
（POC）代替手段として、Na+およびCl-選択性比色オプトードとその測定プロトコル
が最適化されました。本研究は、ウェアラブルデバイスに統合可能な分析基盤を提供

し、in situ汗分析を可能にすることを目指しています。生理学的に関連する5〜100

mmol/Lの範囲で15種類のクロモイオンフォアベースのセンサー組成がスクリーニング
され、スマートフォンによるデジタル色分析が研究グレードのカメラよりも堅牢な性

能を示すことが実証されました。

公開日 2026年08月04日  Preprints.org  不明



詳細

主要成果

嚢胞性線維症（CF）の診断に不可欠な汗検査をより簡便かつポータブルに行うための代
替手段として、Na+およびCl-選択性比色オプトードとその測定プロトコルが最適化され
ました。この研究は、これらのセンサーをウェアラブルデバイスに統合し、現場での汗
分析を可能にする分析基盤を確立することを目的としています。

技術・臨床詳細

研究では、生理学的に関連するNa+およびCl-濃度範囲である5〜100 mmol/Lにおいて、
15種類の異なるクロモイオンフォアベースのセンサー組成が系統的にスクリーニングさ
れました。クロモイオンフォアは、特定のイオンと結合すると色調が変化する色素であ
り、その色変化を検出することでイオン濃度を測定します。最適化された組成は、CF診
断の基準となる高塩化物濃度域で明確な色変化を示しました。また、本研究の重要な発
見として、スマートフォンのカメラを用いたデジタル色分析が、高価な研究グレードの
カメラと比較して、センサーの色変化を正確かつ堅牢に定量できることが実証されまし
た。これは、専門的なラボ機器が不要となるため、コスト削減とアクセシビリティの向
上に直結します。ウェアラブルデバイスへの統合を想定し、このセンサーシステムは、
少量の汗サンプルからでも迅速に結果を提供できるよう設計されており、継続的なモニ
タリングや定期的な自己検査に適しています。

背景・業界文脈

嚢胞性線維症の診断は、伝統的に専門的なラボで行われる汗検査（Pilocarine

Iontophoresis Sweat Test）に依存しています。この検査は正確ですが、専門的な設備と
訓練された人員が必要であり、特に開発途上国や遠隔地ではアクセシビリティが課題と
なっていました。ポータブルなPOC（Point-of-Care）診断デバイスの開発は、これらの
地理的・経済的障壁を克服し、早期診断を促進することで、患者の予後改善に貢献する
可能性を秘めています。ウェアラブル技術の進展は、このようなPOC診断を患者の日常
生活にシームレスに組み込むことを可能にしています。



今後の展望

最適化されたNa+およびCl-選択性比色オプトードアレイは、ウェアラブル汗分析技術の
未来に向けた重要な基盤となります。将来的には、この技術を多重化し、CFに関連する
他のバイオマーカー（例：pH、グルコース、乳酸）も同時に測定できる統合型ウェア
ラブルセンサーの開発が期待されます。スマートフォンの普及率を考慮すると、このデ
バイスは遠隔地の患者や、定期的な自己モニタリングが必要な個人にとって非常に有用
なツールとなるでしょう。臨床現場への導入には、さらに大規模な検証試験や規制承認
が必要ですが、その可能性は極めて高く、CF患者の診断と管理に革命をもたらすことが
期待されます。

元記事: https://www.preprints.org/manuscript/202608.0334

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.preprints.org/manuscript/202608.0334


#18 Forbesが Cedars-SinaiのウェアラブルデータとEHR
統合を詳報：AI活用で臨床医の負担軽減へ

概要

Forbesは、Cedars-Sinai病院が10年以上にわたりウェアラブルバイオセンサーデータを
電子カルテ（EHR）に直接統合する取り組みを進めていると報じました。この取り組
みの核心は、収集されたデータが臨床医に新たな負担をかけることなく、真に有用な

臨床ワークフローを開発することです。リモート患者モニタリングは患者の日常生活
から重要なデータを提供し、AIはこの膨大なデータを実用的な洞察に変換すること
で、臨床医の負担を軽減し、より効果的な患者ケアを実現できると強調されていま

す。

公開日 2026年07月31日  Forbes  アメリカ



詳細

主要成果

Forbes誌は、Cedars-Sinai病院が過去10年以上にわたり、ウェアラブルバイオセンサー
から収集される膨大なデータを電子カルテ（EHR）システムに直接統合する先駆的な取
り組みを進めていると報じました。この野心的なプロジェクトの主眼は、単にデータを
集めるだけでなく、そのデータが臨床医にとって真に有用であり、かつ新たな運用負担
を生じさせない臨床ワークフローを開発することにあります。

技術・臨床詳細

Cedars-Sinaiの取り組みは、患者が日常的に着用する様々なウェアラブルバイオセンサ
ー（例：心拍数モニター、活動量計、睡眠トラッカー、連続血糖モニターなど）から得
られるバイタルサインや生理学的データをEHRに自動的に取り込むシステムを構築する
ことに焦点を当てています。これにより、臨床医は患者の健康状態を包括的かつ時系列
的に把握できるようになります。しかし、生のデータが過剰に供給されると、臨床医の
「アラート疲労」や情報過多を引き起こす可能性があります。そこで、AIと機械学習ア
ルゴリズムが重要な役割を果たします。AIは、複雑なデータパターンを分析し、異常
値、潜在的なリスク、または介入が必要な傾向を自動的に識別します。例えば、心拍数
の不規則性や活動レベルの急激な低下など、患者の悪化を示す可能性のある微妙な変化
を検出し、これを優先順位付けされた「実用的な洞察」として臨床医に提示します。こ
れにより、臨床医は最も重要な情報に集中し、タイムリーな介入を行うことが可能とな
り、結果として患者の転帰を改善します。

背景・業界文脈

ヘルスケア業界は、増大する患者数と慢性疾患の管理という課題に直面しており、同時
に医療従事者の燃え尽き症候群も深刻化しています。ウェアラブル技術は、病院の外で
患者の健康を継続的にモニタリングする可能性を提供しますが、そのデータを臨床的意
義のある形に変換し、既存の医療システムにシームレスに統合することが大きな障壁で
した。Cedars-Sinaiの試みは、この統合のモデルケースとなり、患者中心のケアを強化
しつつ、医療従事者のワークフローを効率化するための実践的なアプローチを提供して
います。



今後の展望

ウェアラブルデータとEHRの統合、そしてAIによるインテリジェントなデータ解析は、
医療の未来を形作る上で不可欠な要素となります。将来的には、これらのシステムは、
疾患の早期予測、個別化された予防戦略の提供、そして慢性疾患患者の自己管理能力の
向上にさらに貢献するでしょう。この技術が広く普及するためには、データの相互運用
性の標準化、サイバーセキュリティの強化、そしてAIアルゴリズムの透明性と信頼性の
確保が不可欠です。Cedars-Sinaiの経験は、他の医療機関が同様のデジタルヘルス変革
を成功させるための貴重なロードマップを提供します。

元記事: https://www.forbes.com/sites/hansabhargava/2026/07/31/data-data-data-how-can-wearables-

really-help-us/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.forbes.com/sites/hansabhargava/2026/07/31/data-data-data-how-can-wearables-really-help-us/
https://www.forbes.com/sites/hansabhargava/2026/07/31/data-data-data-how-can-wearables-really-help-us/


#19 ハンドヘルドRT-LAMPアッセイがチクングンヤ・デ
ングなど蚊媒介性ウイルスを多重検出：POCTで流行地診
断を革新

概要

本研究は、チクングンヤウイルス、デングウイルス、マヤロウイルス、ジカウイルス

といった蚊媒介性ウイルスを現場（in-situ）で同時に検出するための、ハンドヘルド
デバイスにおける多重RT-LAMPアッセイの強力な性能を実証しました。このプラット
フォームは、ウイルスRNAがスパイクされたヒト血清サンプルで検証され、盲検化さ

れた臨床検体と比較して90%の全体的な一致を示しました。これは、蚊媒介性ウイル
スの流行地域における臨床管理と疫学監視を改善し、資源が限られた環境での診断ニ
ーズに対応する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月04日  Analytical Chemistry (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

蚊媒介性ウイルス感染症の診断において画期的な進展として、チクングンヤウイルス、
デングウイルス、マヤロウイルス、ジカウイルスを現場で同時に検出するための、ハン
ドヘルドデバイスに統合された多重逆転写ループ媒介等温増幅（RT-LAMP）アッセイが
開発され、その強力な性能が実証されました。このプラットフォームは、ウイルスRNA

を添加したヒト血清サンプルを用いた検証において、盲検化された臨床検体と比較して
90%の全体的な一致率を達成しました。

技術・臨床詳細

開発されたRT-LAMPアッセイは、等温増幅技術を利用しているため、PCRのような複雑
な温度サイクル装置が不要であり、小型で低コストなハンドヘルドデバイスでの運用が
可能です。本研究では、各ウイルスに特異的なプライマーセットを設計し、それらを一
つの反応チューブ内で同時に増幅させる多重化戦略を採用しました。検出は、増幅産物
によって生成される濁度や、蛍光色素を用いた色変化によって行われ、目視またはシン
プルな光学リーダーで結果を読み取ることができます。検証試験では、ウイルスRNAの
既知量でスパイクされたヒト血清サンプルを使用し、各ウイルスの検出限界が低く、高
い特異性を示すことが確認されました。特に、実際の流行地から収集された盲検化臨床
検体（患者サンプル）を用いた評価において、既存の標準診断法との間で90%という高
い一致率を達成したことは、この技術が実臨床環境下で極めて信頼性が高いことを示唆
しています。このハンドヘルドデバイスは、バッテリー駆動が可能であり、数十分で結
果が得られるため、遠隔地や医療インフラが不十分な地域での迅速診断に最適です。

背景・業界文脈

デング熱、チクングンヤ熱、ジカ熱などの蚊媒介性ウイルス感染症は、特に熱帯・亜熱
帯地域で公衆衛生上の大きな脅威となっています。これらのウイルスは症状が重複する
ことが多く、迅速かつ正確な鑑別診断は、適切な治療の開始、感染拡大の抑制、疫学監
視のために不可欠です。しかし、これらの地域では、専門的な検査室や高価なPCR装置
が不足していることが多く、診断の遅れが問題となっていました。本研究のハンドヘル
ド多重RT-LAMPアッセイは、この課題を解決し、診断のアクセシビリティを飛躍的に向
上させる可能性を秘めています。



今後の展望

このハンドヘルド多重RT-LAMPアッセイは、蚊媒介性ウイルス感染症の流行地域におけ
る臨床管理と疫学監視に革命をもたらす可能性を秘めています。今後、さらなる大規模
なフィールドスタディを通じて、その堅牢性と実用性が確認されれば、世界保健機関
（WHO）などの国際機関による推奨診断ツールとなることも考えられます。また、こ
のプラットフォームは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のような他の感染症
の多重検出にも容易に応用可能であり、将来的なパンデミック対応におけるPOCTソリ
ューションとしても期待されます。その普及により、特に資源が限られた環境下での感
染症診断体制が大きく強化され、グローバルヘルスに貢献するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/ancham/article/doi/10.1021/acs.analchem.5c08263/5242281/Multiplexed-

RT-LAMP-Assays-in-Handheld-Devices-for?searchresult=1

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/ancham/article/doi/10.1021/acs.analchem.5c08263/5242281/Multiplexed-RT-LAMP-Assays-in-Handheld-Devices-for?searchresult=1
https://pubs.acs.org/ancham/article/doi/10.1021/acs.analchem.5c08263/5242281/Multiplexed-RT-LAMP-Assays-in-Handheld-Devices-for?searchresult=1


#20 UCLA Emaminejad教授がバイオエレクトロニクス革
新を主導：ストレスバイオマーカー・薬物レベルを追跡す
るウェアラブルセンサー

概要

UCLA Magazineは、Sam Emaminejad教授のバイオエレクトロニクスにおける革新的な

研究を紹介しています。彼の研究室では、ストレスバイオマーカー（コルチゾールな
ど）や皮膚下の薬物レベルを継続的にモニタリングできるウェアラブルバイオセンサ
ーを開発しています。Emaminejad教授の研究プログラムは、偶発的で反応的な測定か

ら、継続的でリアルタイムな状況に応じた健康情報へと医療を進化させるという、よ
り広範なビジョンに基づいています。

公開日 2026年08月04日  UCLA Samueli School of Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

UCLA Magazineは、UCLA Samueli School of EngineeringのSam Emaminejad教授のバイ
オエレクトロニクス研究における画期的な革新に焦点を当てています。彼の研究室で
は、ストレスバイオマーカーであるコルチゾールや、皮膚下の薬物レベルなど、身体の
化学的状態を継続的にリアルタイムでモニタリングできる先進的なウェアラブルバイオ
センサーの開発に成功しました。

技術・臨床詳細

Emaminejad教授の研究チームが開発しているウェアラブルバイオセンサーは、汗や間
質液といった体液中の微量な生体分子を高感度で検出できる電気化学的または光学的セ
ンシング技術に基づいています。例えば、ストレスの主要な指標であるコルチゾール
は、その濃度変動が精神的・身体的ストレスレベルと密接に関連しており、従来の血液
検査では単一時点のスナップショットしか得られませんでした。しかし、ウェアラブル
センサーは、コルチゾールレベルの動的な変化を継続的に追跡し、ストレス応答のパタ
ーンや慢性ストレスの影響をより正確に把握することを可能にします。また、皮膚下の
薬物レベルをモニタリングする技術は、薬剤の血中濃度を非侵襲的に推定し、個別化さ
れた薬物投与量の調整や、治療アドヒアランスの確認に役立つ可能性があります。これ
により、特に慢性疾患患者や複雑な薬物療法を受けている患者にとって、より安全で効
果的な治療管理が実現します。

背景・業界文脈

現代医療は、急性期の疾患治療から予防と個別化された健康管理へとパラダイムシフト
が進んでいます。従来の医療は、症状が現れた後に診断・治療を行う「反応的」なアプ
ローチが中心でした。しかし、Emaminejad教授のビジョンは、偶発的な測定から、患
者の生理学的状態を常に把握し、潜在的な健康問題を早期に特定できる「継続的」で
「リアルタイム」な医療情報への転換を目指しています。ウェアラブルバイオセンサー
は、このビジョンを実現するための核心技術であり、デジタルヘルス革命の最前線を牽
引しています。



今後の展望

Emaminejad教授の研究は、ウェアラブル技術が単なるライフログツールを超えて、精
密医療と個別化された健康管理の基盤となる可能性を明確に示しています。将来的に
は、これらのバイオセンサーは、AIや機械学習と統合され、収集されたデータから疾患
リスクを予測したり、個別化された健康アドバイスを自動生成したりする高度なシステ
ムへと進化するでしょう。これにより、心臓病、糖尿病、精神疾患などの慢性疾患の予
防と管理が根本的に改善される可能性があります。また、彼の研究は、患者が自身の健
康状態をより深く理解し、医療従護者と協力して健康を最適化するためのエンパワーメ
ントにも貢献すると期待されます。

元記事: https://www.ee.ucla.edu/ucla-magazine-highlights-professor-emaminejads-bioelectronics-

innovations/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ee.ucla.edu/ucla-magazine-highlights-professor-emaminejads-bioelectronics-innovations/
https://www.ee.ucla.edu/ucla-magazine-highlights-professor-emaminejads-bioelectronics-innovations/


#21 AI搭載フレキシブル電子パッチ、自己修復E-Skinと
97%高精度創傷モニタリングでリアルタイム医療を革新

概要

研究者たちは、体温、筋肉の動き、汗の組成などの生理的変化を継続的に追跡できる
AI搭載の極薄フレキシブル電子パッチを開発しました。この技術には、損傷後10秒以
内に80%以上の機能を回復する自己修復電子スキン（E-Skin）も含まれます。さらに、

創傷感染症の早期発見で97%の精度を誇る紙のようなバッテリー不要のセンサーも開
発されており、リアルタイムの健康モニタリングと緊急対応に革命をもたらす可能性
を秘めています。

公開日 2026年08月01日  Facebook (Researchers)  不明



詳細

主要成果

研究者たちは、極薄のAI搭載フレキシブル電子パッチ、自己修復機能を持つ電子スキン
（E-Skin）、およびAIで創傷治癒を評価する紙のようなバッテリー不要センサーの開発
に成功しました。これらの技術は、体温、筋肉の動き、汗の組成といった生理的変化を
リアルタイムかつ継続的に追跡し、97%という高い精度で創傷感染症などの有害事象を
早期に発見する能力を示しています。特に、E-Skinは損傷後10秒以内に機能の80%以上
を回復するという驚異的な自己修復能力を持ち、医療分野における次世代ウェアラブル
デバイスの基盤となる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この革新的な電子パッチは、超フレキシブル回路を特徴とし、皮膚に直接密着して長期
間の装着を可能にします。自己修復E-Skinは、特殊なポリマー材料と導電性ナノ粒子を
組み合わせることで、物理的な損傷を受けた際に自動的に構造を再構築し、電気的接続
を回復します。紙のようなバッテリー不要のセンサーは、環境エネルギーハーベスティ
ング技術と低消費電力AIチップを組み合わせることで、外部電源なしで動作します。AI

アルゴリズムは、センサーから得られる複数のバイオマーカーデータ（温度、pH、特
定の化学物質濃度など）を統合し、創傷状態を客観的に評価し、感染リスクを高精度で
予測します。この複合的なアプローチにより、従来の診断手法では見逃されがちな微妙
な変化も捉え、より迅速でパーソナライズされた治療介入が可能になります。

背景・業界文脈

現在の医療システムでは、慢性疾患患者の継続的な健康モニタリングや創傷ケアにおい
て、定期的な来院や手動でのデータ収集に依存しており、リアルタイム性に課題があり
ました。この研究は、ウェアラブルバイオセンサーとAIの融合により、これらの課題を
克服し、患者が自宅や日常生活の中で高度な医療ケアを受けられる未来を示唆していま
す。特に、自己修復機能はデバイスの耐久性と持続可能性を飛躍的に向上させ、交換頻
度やメンテナンスコストの削減に貢献します。また、AIによる高精度な診断支援は、医
療従事者の負担を軽減し、誤診のリスクを低減する効果も期待されます。



今後の展望

これらの技術は、緊急対応システム、スマート包帯、非侵襲的バイタルサインモニタリ
ングなど、幅広い医療応用への展開が見込まれています。将来的には、AIが収集データ
に基づいて治療を自動調整するクローズドループシステムへの発展も視野に入ってお
り、例えばインスリンポンプと一体化した血糖モニタリングシステムなどへの応用が考
えられます。商用化に向けては、長期的な生体適合性、データセキュリティ、規制当局
の承認といった課題に取り組む必要がありますが、その潜在的な影響は大きく、先進医
療とリアルタイム診断を根本的に変革する可能性を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/johnhagel/posts/a-flexible-ai-powered-skin-patch-enables-real-

time-on-body-medical-analysis-and-/10162635945977337/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/johnhagel/posts/a-flexible-ai-powered-skin-patch-enables-real-time-on-body-medical-analysis-and-/10162635945977337/
https://www.facebook.com/johnhagel/posts/a-flexible-ai-powered-skin-patch-enables-real-time-on-body-medical-analysis-and-/10162635945977337/


#22 CGMは減量に単独では効果薄：メイヨークリニック
が栄養・運動プログラムとの併用を推奨

概要

連続血糖モニタリング（CGM）は糖尿病管理のために開発された技術ですが、近年で
は減量目的で健康な人々にも利用が拡大しています。メイヨークリニックの専門家
は、CGM単独での減量効果は限定的であり、血糖データが必ずしも体重減少に直結し

ないと指摘しています。しかし、栄養カウンセリングや運動プログラムと組み合わせ
ることで、CGMは食事や活動が血糖値に与える影響を理解し、行動変容を促すツール
として有効であることが複数の研究で示唆されています。

公開日 2026年07月31日  Mayo Clinic Press  アメリカ



詳細

主要成果

連続血糖モニタリング（CGM）デバイスは、糖尿病患者の血糖管理に革命をもたらしま
したが、近年では健康な人々が減量や健康増進のために使用するケースが増加していま
す。しかし、メイヨークリニックの専門家は、CGMを単独で使用しても大幅な体重減少
にはつながらない可能性が高いと結論付けています。CGMの真の価値は、個別化された
栄養カウンセリングや運動プログラムと組み合わせることで発揮され、血糖値データが
行動変容を促進するツールとして機能することが複数の研究で示唆されています。

技術・臨床詳細

CGMデバイスは、通常、皮下挿入される小さなセンサーで間質液中のグルコース濃度を
数分ごとに測定し、そのデータをリアルタイムでスマートフォンアプリなどに送信しま
す。これにより、ユーザーは食事、運動、睡眠、ストレスなどの要因が血糖値にどのよ
うに影響するかを視覚的に把握できます。体重減少を目指す人々にとって、このリアル
タイムのフィードバックは、特定の食品が自身の血糖反応にどう影響するかを理解し、
より健康的な食生活の選択を促すのに役立つと期待されます。ある研究では、糖尿病前
症の成人を対象にCGMアクセス群と非アクセス群を比較したところ、CGMアクセス群
がより多くの体重減少と身体活動の増加を示しました。また、別の研究では、個別栄養
カウンセリングとCGMを組み合わせることで、体重と体脂肪のより大きな減少が認めら
れました。ただし、これらは小規模な研究であり、より大規模で長期的な臨床試験が必
要です。

背景・業界文脈

CGM市場は、糖尿病患者だけでなく、健康な個人にも広がりを見せており、2026年に
は150億ドル規模に達すると予測されています。この傾向は、健康意識の高まりと、ウ
ェアラブル技術への投資増加によって加速されています。しかし、健康な個人向けの
CGMの有効性については、科学界でまだ議論があります。過度なデータへの依存や誤解
釈は、不必要な食事制限や不安を引き起こす可能性も指摘されており、適切な医療指導
の下での利用が重要視されています。規制当局も、OTC（市販薬）としてのCGM承認を
進める一方で、その使用目的と対象患者に関する明確なガイドラインの必要性を認識し
ています。



今後の展望

今後、CGMは減量管理において、単なるモニタリングツールではなく、より統合された
デジタルヘルスプラットフォームの一部として進化していくでしょう。AIや機械学習を
活用して、個人の遺伝的特性、ライフスタイル、腸内マイクロバイオームなどのデータ
とCGMデータを組み合わせ、さらにパーソナライズされた栄養・運動プランを提案する
ソリューションが開発される可能性があります。これにより、CGMは体重減少だけでな
く、代謝健康全体の最適化に貢献する強力なツールとなることが期待されます。ただ
し、その科学的根拠の確立と、ユーザーへの適切な情報提供およびサポート体制の構築
が、さらなる普及の鍵となります。

元記事: https://mcpress.mayoclinic.org/living-well/continuous-glucose-monitors-for-weight-loss-do-

they-work/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mcpress.mayoclinic.org/living-well/continuous-glucose-monitors-for-weight-loss-do-they-work/
https://mcpress.mayoclinic.org/living-well/continuous-glucose-monitors-for-weight-loss-do-they-work/


#23 健康な成人に対するCGMの健康改善効果は未確立：
スウェーデン・イェーテボリ大学がデータ過解釈のリスク
を警告

概要

スウェーデンのイェーテボリ大学の研究者らは、健康な人々が連続血糖モニタリング

（CGM）を使用しても、健康の改善や疾患予防に科学的証拠がないことを強調するレ
ビューを発表しました。レビューでは、CGMが生成する膨大なデータが不必要な食事
制限、不安、および医療資源の浪費を引き起こすリスクがあると警告しています。糖

尿病患者には有用性が確立されているものの、健康な個人におけるCGMの広範な利用
には慎重なアプローチを求めています。

公開日 2026年08月04日  University of Gothenburg  スウェーデン



詳細

主要成果

スウェーデンのイェーテボリ大学の研究者グループは、健康な人々に対する連続血糖モ
ニタリング（CGM）の使用について広範なレビューを実施し、健康改善や疾患予防に資
するという科学的証拠が不足していると結論付けました。このレビューは、CGMが提供
するリアルタイムの血糖データが、健康な個人にとって必ずしも有益とは限らず、むし
ろ誤解釈や不必要な懸念を引き起こす可能性があると警告しています。糖尿病患者にと
っては治療調整や指先穿刺の回数減少に役立つことが認められている一方で、健康な
人々への普及については、より慎重な評価が求められています。

技術・臨床詳細

CGMデバイスは、通常、皮下に挿入された小さなセンサーで間質液中のグルコース値を
継続的に測定します。このデータはスマートフォンアプリなどを通じてリアルタイムで
ユーザーに提供され、食事、運動、睡眠などが血糖値に与える影響を把握できます。健
康な個人の場合、血糖値は自然に変動するものであり、CGMが示す小さな変動を「異
常」と誤解釈するリスクがあります。レビューでは、このような誤解釈が不必要な食事
制限につながり、身体的な健康だけでなく、精神的な健康にも悪影響を及ぼす可能性を
指摘しています。例えば、健康な人の血糖値は食後一時的に上昇することが自然です
が、これを懸念し、健康に良いとされる食品（果物や全粒穀物など）まで避けるように
なるケースが懸念されています。

背景・業界文脈

CGM市場は、糖尿病患者向けから一般消費者向けへと拡大し、健康意識の高い人々を中
心に普及が進んでいます。多くの企業が、CGMを「健康最適化」や「疾患予防」のツー
ルとして積極的にプロモーションしていますが、その科学的根拠はまだ十分ではありま
せん。このような状況は、消費者保護の観点からも問題視されることがあります。医療
資源の観点からは、健康な個人がCGMを使用することで、本来糖尿病治療に必要なリソ
ースが分散されたり、不必要な医療相談が増加したりする可能性も指摘されています。
社会全体で見た場合、健康な個人へのCGMの過度な普及は、公衆衛生上の優先順位を歪
めることにも繋がりかねません。



今後の展望

今後の研究では、健康な個人におけるCGMの長期的な影響、特に心理的側面や行動変容
への効果について、さらに厳密な臨床試験が求められます。また、CGMデータと他の生
体情報（活動量、睡眠パターン、遺伝情報など）を統合し、真に個別化された健康管理
ソリューションを開発する研究も進行中です。ただし、その前に、健康な個人に対する
CGMの明確な医療上のメリットを確立し、誤用を防ぐための適切なガイドラインと情報
提供が不可欠です。規制当局は、健康な人向けのCGMの承認基準を見直し、消費者が正
確な情報に基づいて判断できるよう、透明性の高い情報開示を義務付ける必要があるで
しょう。

元記事: https://www.news-medical.net/news/20260804/Continuous-glucose-monitors-show-no-proven-

benefits-for-healthy-people.aspx

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/news/20260804/Continuous-glucose-monitors-show-no-proven-benefits-for-healthy-people.aspx
https://www.news-medical.net/news/20260804/Continuous-glucose-monitors-show-no-proven-benefits-for-healthy-people.aspx


#24 重症患者のCGMによる血糖管理、院内死亡率9.5%へ
有意な改善と重症低血糖半減を達成

概要

集中治療室（ICU）の重症患者を対象とした後向き研究において、連続血糖モニタリン
グ（CGM）を用いた血糖管理が、従来のポイントオブケア（POC）モニタリングと比
較して、院内死亡率を9.5%から15.5%へと有意に低下させることが示されました。さ

らに、CGMグループでは重症低血糖イベントの発生率が4.7%と、POCグループの
10.8%から半減しました。また、CGMはICU滞在期間の短縮と院内感染の発生率低下に
も関連しており、重症患者の血糖管理における安全性の向上と転帰の改善に貢献する

可能性が示唆されています。

公開日 2026年08月06日  Frontiers  国際



詳細

主要成果

集中治療室（ICU）に入院している重症患者を対象とした後向きのプロペンシティスコ
アマッチングコホート研究（592人の成人患者）により、連続血糖モニタリング
（CGM）を用いた血糖管理が、従来のポイントオブケア（POC）血糖モニタリングと比
較して、患者の院内転帰を大きく改善することが明らかになりました。特に、CGMによ
る管理は、院内死亡率を9.5%にまで低下させ（POC群15.5%）、重症低血糖イベントの
発生率を4.7%（POC群10.8%）へと半減させました。これは、CGMが重症患者の血糖管
理における安全性と有効性を劇的に向上させる可能性を示唆する重要な成果です。

技術・臨床詳細

この研究では、CGMデバイスが間質液のグルコース値を継続的に測定し、そのデータを
リアルタイムで医療スタッフに提供しました。これにより、血糖値の変動をより詳細か
つ早期に把握し、インスリン投与量や栄養サポートの調整を迅速に行うことが可能にな
りました。従来のPOCモニタリングは、定期的な間隔（通常は数時間ごと）での指先穿
刺や動脈血採血に依存しており、血糖値の急激な変化を見逃すリスクがありました。
CGMの導入は、重症患者における血糖変動のモニタリング頻度を劇的に高め、特に低血
糖や高血糖といった有害事象の早期発見と迅速な是正を可能にしました。具体的には、
CGM群ではICU滞在期間が短縮され、院内感染（肺炎、血流感染、尿路感染など）の発
生率も低下しました。これは、厳格な血糖管理が免疫機能の維持や臓器保護に寄与した
結果と考えられます。

背景・業界文脈

ICUにおける血糖管理は、敗血症、心筋梗塞、脳卒中、外傷などの重症患者において、
死亡率と罹患率に直接影響を与える重要な要素です。高血糖は炎症反応を悪化させ、低
血糖は脳損傷のリスクを高めるため、厳密な血糖コントロールが推奨されています。し
かし、重症患者の血糖値は非常に不安定であり、従来の断続的なモニタリングでは最適
な管理が困難でした。CGMの導入は、この長年の課題に対する画期的なソリューション
として期待されており、既に糖尿病患者の一般診療で確立されたCGM技術を重症医療へ
と応用する動きが加速しています。ただし、この研究は後向き観察研究であるため、
CGMと転帰改善の直接的な因果関係を確立するには、前向き無作為化比較試験が今後必
要とされます。



今後の展望

この研究結果は、CGMが重症患者の管理において標準的な医療ツールとなる可能性を示
唆しています。将来的には、AIと統合されたCGMシステムが、血糖値だけでなく、他の
バイタルサインや生体マーカーデータも組み合わせ、より個別化された治療プロトコル
を自動で推奨する「クローズドループ」型の血糖管理システムへと進化するでしょう。
これにより、医療スタッフの負担を軽減しつつ、患者の安全性を最大限に高めることが
期待されます。また、コスト効率の改善、アラーム疲労の軽減、デバイスの生体適合性
と信頼性のさらなる向上も、広範な導入に向けた重要な課題となります。前向き研究に
よるさらなるエビデンスが蓄積されれば、ICUにおけるCGMの普及は加速し、重症患者
の生命予後改善に大きく貢献すると考えられます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/endocrinology/articles/10.3389/fendo.2026.1921773/full

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/endocrinology/articles/10.3389/fendo.2026.1921773/full


#25 1型糖尿病の重症低血糖とDKAリスク評価にCGM指標
がHbA1cを超越：ADA発表

概要

アメリカ糖尿病協会（ADA）の『Diabetes Care』誌で発表された1型糖尿病患者1,550

人を対象とした10研究の統合分析によると、連続血糖モニタリング（CGM）から得ら
れる指標が、重症低血糖および糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリスク評価にお

いて、従来のHbA1c測定を補完する、あるいは超越する情報を提供することが明らか
になりました。特に、低血糖時間（TBR）、血糖変動の標準偏差（SD）、変動係数
（%CV）が高いほど、重症低血糖のリスクが増大します。CGM指標は、これらの緊急

事態の早期リスク層別化と予防戦略に不可欠なツールとなる可能性を示しています。

公開日 2026年08月06日  Diabetes Care (American Diabetes Association)  アメリカ



詳細

主要成果

アメリカ糖尿病協会（ADA）の専門誌『Diabetes Care』で発表された大規模な統合分析
により、1型糖尿病患者の重症低血糖および糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリス
ク評価において、連続血糖モニタリング（CGM）から得られる指標が、ヘモグロビン
A1c（HbA1c）とは独立して、かつそれを補完する重要な情報を提供することが明確に
示されました。具体的には、血糖値の低すぎる時間（Time Below Range: TBR）、血糖
変動の標準偏差（SD）、変動係数（%CV）が高いほど、重症低血糖のリスクが増大す
ることが明らかになりました。また、血糖値の変動が大きく、平均血糖値が高いほど
DKAのリスクも増加します。

技術・臨床詳細

この統合分析は、1型糖尿病患者1,550人を対象とした10の研究データをプールして実施
されました。解析の結果、CGM指標、特にTBR、SD、および%CVは、HbA1c値のみでは
捉えきれない、より詳細な血糖管理の質とリスクプロファイルを示すことが判明しまし
た。重症低血糖のリスクファクターとしては、TBRの増加、SDの増加、%CVの増加、お
よびCGMで定義される低血糖エピソードの頻度増加が挙げられました。一方、DKAのリ
スクファクターとしては、低いTIR（Time In Range: 目標範囲内の時間）、高い平均血糖
値、高いSD、高い%CV、高いTAR（Time Above Range: 高すぎる時間）、および高血糖
エピソードの頻度増加が特定されました。これらのCGM指標は、患者の日常的な血糖変
動パターンをリアルタイムで反映するため、HbA1cが過去2〜3ヶ月間の平均血糖値しか
示さないのに対し、より動的で実用的なリスク評価を可能にします。これにより、医師
は患者個々のリスクに基づいたより精密な治療調整が可能となり、重症合併症の予防に
貢献することが期待されます。



背景・業界文脈

1型糖尿病の管理において、重症低血糖とDKAは生命を脅かす可能性のある急性合併症
であり、そのリスク評価と予防は常に最優先課題とされてきました。HbA1cは長期的な
血糖コントロールの指標として広く用いられていますが、血糖変動の幅や低血糖のリス
クを十分に反映しないという限界があります。CGMの普及により、患者は自身の血糖パ
ターンをより詳細に理解できるようになり、医師もより多くの情報に基づいて治療計画
を立てられるようになりました。この研究結果は、CGMが糖尿病管理のゴールドスタン
ダードとなるためのさらなる根拠を提供し、HbA1c一辺倒の評価から、CGM指標を組み
合わせたより包括的なリスク層別化へと、臨床実践のパラダイムシフトを促すもので
す。医療費抑制の観点からも、重症合併症の発生を未然に防ぐことは、長期的な医療コ
スト削減に繋がります。

今後の展望

CGM指標がHbA1cを補完する、あるいは特定の状況下で超越する価値を持つことが示さ
れたことで、1型糖尿病患者の治療ガイドラインが改訂される可能性があります。将来
的には、CGMデータを活用したAIベースの予測モデルが開発され、個々の患者の重症低
血糖やDKAのリスクをより早期かつ正確に予測し、パーソナライズされた介入を自動で
推奨できるようになるかもしれません。これにより、患者の自己管理能力が向上し、急
性合併症の発生率がさらに低減されることが期待されます。デバイスの小型化、装着期
間の延長、およびコストの低減が進むことで、CGMはさらに広範な1型糖尿病患者に利
用され、その予後改善に貢献するでしょう。

元記事: https://diabetesjournals.org/care/article/doi/10.2337/dc26-1042/172308/Continuous-Glucose-

Monitoring-Metrics-and-Risks-of

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diabetesjournals.org/care/article/doi/10.2337/dc26-1042/172308/Continuous-Glucose-Monitoring-Metrics-and-Risks-of
https://diabetesjournals.org/care/article/doi/10.2337/dc26-1042/172308/Continuous-Glucose-Monitoring-Metrics-and-Risks-of


#26 食品偽装対策に最先端センシング技術が貢献：電気化
学DNAバイオセンサーで加工肉中のブタDNAを識別

概要

現代のセンシング技術、特に電気化学バイオセンサーと光学バイオセンサーが、食品
偽装対策において重要な進歩を遂げています。最近のレビューでは、金電着スクリー
ン印刷カーボン電極（SPCEs）を用いたラベルフリー電気化学DNAバイオセンサー

が、グアニン酸化を介して加工肉中のブタDNAを高感度に検出できることが強調され
ました。この技術は、リアルタイムモニタリング、迅速な意思決定、および低コスト
での現場分析を可能にし、食品管理、環境モニタリング、バイオメディカル分野に幅

広く応用される可能性を秘めています。

公開日 2026年08月07日  Analytical Methods  国際



詳細

主要成果

現代のセンシング技術は、食品の不正 adulteration（異物混入や偽装）対策において決
定的な役割を果たしており、特に電気化学および光学バイオセンサーがその中心的な役
割を担っています。最近の進展では、金電着スクリーン印刷カーボン電極（SPCEs）を
活用したラベルフリー電気化学DNAバイオセンサーが開発され、加工肉製品中のブタ
DNA（Sus scrofa mitochondrial DNA）をグアニン酸化の電気化学信号を通じて高感度
かつ特異的に検出する能力が実証されました。この技術は、食品の真偽判定、品質管
理、および消費者の安全確保に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

電気化学バイオセンサーは、バイオレセプター（例：DNAプローブ、抗体、酵素）とト
ランスデューサー（例：電極）を統合し、生体分子の相互作用を電気信号に変換しま
す。この特定のDNAバイオセンサーでは、金ナノ粒子修飾SPCE上に生体特異的なビオ
チン化DNAプローブが固定され、ターゲットであるブタDNAとハイブリダイズすると、
グアニン塩基の酸化電流が変化する原理を利用しています。この変化を差分パルスボル
タンメトリー（DPV）などの電気化学的手法で測定することで、高感度な検出が可能と
なります。検出限界は、ターゲットDNAの濃度に応じてサブナノモルからピコモルレベ
ルに達し、複合食品マトリックス中でも高い選択性を示します。CRISPRシステム統合バ
イオセンサーやマイクロ流体デバイスなどの他の技術も、多重検出や迅速分析を可能に
し、食品偽装対策における分析能力をさらに向上させています。これらの技術は、複雑
な前処理なしに現場でリアルタイム分析を可能にするため、検査時間の短縮とコスト削
減に貢献します。

背景・業界文脈

食品偽装は、経済的損失だけでなく、消費者の健康リスク、宗教的・倫理的懸念、そし
て食品産業の信頼性低下を引き起こす世界的な問題です。特に、高価な食品の安価な代
替品への置き換え（例：馬肉の牛肉への混入）、アレルゲンの表示偽装、成分表示の不
正確さなどが頻繁に発生しています。EUやFDAなどの規制当局は、食品の安全性と品質
に関する厳格な規制を設けていますが、従来の検査方法は時間とコストがかかり、大規
模なスクリーニングには不向きでした。現代のセンシング技術は、これらの課題に対処
し、より迅速で効率的な食品管理とトレーサビリティの確保を可能にするため、業界全
体の大きな注目を集めています。



今後の展望

食品偽装対策におけるセンシング技術の将来は、AI/機械学習との統合によるデータ分
析の強化、ウェアラブルセンサーやIoTデバイスへの統合によるサプライチェーン全体
のリアルタイムモニタリングへと向かっています。これにより、食品の産地から食卓ま
での全過程で、その真偽と品質を継続的に追跡できるようになります。また、多重バイ
オマーカーの同時検出が可能なプラットフォームの開発も進み、より広範な種類の偽装
に対応できるようになるでしょう。これらの技術は、食品産業の透明性を高め、消費者
の信頼を回復し、食の安全を確保するための不可欠なツールとなることが期待されま
す。ただし、技術の標準化、規制当局の承認、およびコスト効率の最適化が、広範な商
用化に向けた重要な課題となります。

元記事: https://pubs.rsc.org/ay/article/doi/10.1039/d6ay01449f/1287935/Role-of-modern-sensing-

technology-in-combating

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ay/article/doi/10.1039/d6ay01449f/1287935/Role-of-modern-sensing-technology-in-combating
https://pubs.rsc.org/ay/article/doi/10.1039/d6ay01449f/1287935/Role-of-modern-sensing-technology-in-combating


#27 ハイドロゲル形成マイクロニードルが多種間質液バイ
オマーカーの低侵襲モニタリングと治療追跡を可能に

概要

ハイドロゲル形成マイクロニードル（HFMNs）は、間質液（ISF）を介した生体センシ
ングと治療薬モニタリングのための低侵襲インターフェースとして注目されていま
す。この技術は、初期のグルコースセンシングから、代謝物、イオン、ホルモン、タ

ンパク質、核酸、微生物、創傷バイオマーカー、さらにはリドカインやフェンタニル
などの治療薬まで、広範なバイオマーカーの検出へと応用が拡大しています。現在の
研究は主にin vitroや動物モデルが中心ですが、臨床応用には標準化された報告、長期

的な着用研究、生体適合性の最適化が不可欠です。

公開日 2026年08月05日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ハイドロゲル形成マイクロニードル（HFMNs）は、皮膚を低侵襲的に透過し、間質液
（ISF）にアクセスして生体センシングおよび治療薬モニタリングを行う革新的なプラ
ットフォームとして浮上しています。HFMNsは、当初グルコースモニタリングのため
に開発されましたが、その応用範囲は代謝物（乳酸、尿酸、ケトン）、イオン、pH、
ホルモン（コルチゾール）、タンパク質（CRP、IgE）、核酸、微生物、創傷バイオマー
カー、そしてリドカイン、ブプレノルフィン、フェンタニル、メトトレキサートなどの
治療薬の追跡にまで拡大しています。この技術は、ウェアラブルバイオセンサーの未来
を形作る可能性を秘めており、個別化医療と閉ループ治療システムの実現に貢献しま
す。

技術・臨床詳細

HFMNsは、微細なニードルのアレイがハイドロゲル材料で構成されており、皮膚に適
用されるとニードルが膨潤し、間質液を効率的に吸収してセンサー領域に運びます。セ
ンサーはニードルの先端や基部に組み込まれ、酵素的、非酵素的、電気化学的、光学的
など様々な検出原理を用いてバイオマーカーを測定します。例えば、糖尿病患者の血糖
値だけでなく、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリスクを評価するためのケトン
体、炎症指標としてのC反応性タンパク質（CRP）、創傷治癒の進行を示すマルチプレ
ックス創傷バイオマーカーなどがHFMNsで検出可能です。高度なHFMNシステムは、垂
直グラフェン、カーボンナノチューブ、ナノ構造化金電極、金属有機フレームワーク
（MOF）などのナノ材料を組み込み、感度と選択性を向上させています。これらの技術
は、ISF中のバイオマーカー濃度をリアルタイムでモニタリングすることで、治療薬の
血中濃度を間接的に推測し、個別化された薬物投与の最適化に道を開きます。



背景・業界文脈

血液検査に代わる低侵襲または非侵襲な診断方法への需要は、患者の快適性向上と医療
アクセスの拡大のために高まっています。間質液は、血液と類似したバイオマーカー組
成を持つため、体液ベースの診断の理想的なターゲットとなりえます。しかし、汗や涙
とは異なり、ISFは体の深部に存在するため、マイクロニードル技術がそのアクセスを
可能にしました。HFMNsは、従来の採血の不便さや、頻繁なモニタリングに伴う苦痛
を軽減し、慢性疾患管理や治療薬モニタリングのコンプライアンス向上に貢献すると期
待されています。ただし、現段階の研究は主に人工マトリックス、in vitro、および動物
モデルでの検証が中心であり、ヒトにおける安全性、有効性、信頼性の長期的な臨床検
証が急務となっています。

今後の展望

HFMNsの将来は、より複雑なバイオマーカープロファイルのマルチプレックス検出、
閉ループ治療（例：血糖値に応じてインスリン放出を調整）への統合、そしてスマート
創傷包帯への組み込みにあります。技術的な課題としては、HFMNsの標準化された機
械的特性と流体輸送報告、長期的な着用安定性、滅菌プロセスとの適合性、スケーラブ
ルな製造方法、そして最も重要な臨床検証が挙げられます。これらの課題を克服するこ
とで、HFMNsは血液ベースの診断を補完する強力なツールとなり、遠隔医療、在宅医
療、および個別化医療の進展において中心的な役割を果たすことが期待されます。これ
により、患者の生活の質が向上し、医療システム全体の効率化にも寄与するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2624-845X/7/3/19

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2624-845X/7/3/19


#28 AI/機械学習統合アプタセンシング技術が診断効率と
精度を大幅向上：早期検出、精密医療、POC応用を加速

概要

アプタマーベースのバイオセンシング（アプタセンシング）技術は、人工知能（AI）
および機械学習（ML）の統合により、診断効率と精度を大幅に向上させています。こ
の進歩により、小型分子、タンパク質、細胞、核酸など広範なバイオマーカーのリア

ルタイム分析、早期検出、予測診断が可能になりました。特に、マイクロフルイディ
クス、CRISPRシステム、ウェアラブルデバイスとの組み合わせは、ポイントオブケア
（POC）診断プラットフォームを加速させ、個別化された遠隔医療管理を通じて精密

医療の実現に貢献します。

公開日 2026年08月05日  ACS Publications  国際



詳細

主要成果

アプタマーベースのバイオセンシング（アプタセンシング）技術は、人工知能（AI）お
よび機械学習（ML）の革新的な統合により、診断効率と精度において画期的な進歩を
遂げています。この融合により、小型分子、タンパク質、細胞、微生物、核酸、さらに
は特定の疾患バイオマーカー（例：心臓バイオマーカーNT-proBNP、腫瘍壊死因子-α、
乳がん細胞由来バイオマーカー）のリアルタイム分析、早期検出、予測診断が飛躍的に
向上しました。AI/MLの最適化されたアルゴリズムにより、アプタセンシングはこれま
でにない高感度と特異性を実現し、個別化医療と精密診断の新たな道を切り開いていま
す。

技術・臨床詳細

アプタセンシングは、特定のターゲット分子に高親和性で結合する合成核酸（アプタマ
ー）を利用したバイオセンサーです。電気化学的、表面プラズモン共鳴（SPR）、蛍
光、比色法など、さまざまな検出方式と組み合わせることができます。AI/MLの統合
は、センサーからの複雑な信号データを解析し、ノイズを除去し、微細な変化を高精度
で識別することで、検出限界と信頼性を向上させます。例えば、AI最適化されたアプタ
センサーは、ヘモグロビン検出において高い精度を示しています。さらに、マイクロフ
ルイディクスはサンプル前処理と反応を自動化し、CRISPRシステムは特定の遺伝子配列
をターゲットとする迅速かつ高感度な検出を可能にします。ウェアラブルデバイスとの
統合は、患者の生理的データを継続的にモニタリングし、AI/MLが異常パターンを検出
することで、早期警告システムとして機能します。IoT技術とクラウドストレージは、
これらのデータを安全に集約・分析し、遠隔地の医療提供者がリアルタイムで患者の状
態を把握し、個別化された治療計画を策定することを可能にします。



背景・業界文脈

現在の診断技術は、多くの場合、侵襲的であり、時間とコストがかかり、専門的な設備
を必要とします。これにより、特に開発途上国やリソースが限られた地域での早期診断
と継続的なモニタリングに課題が生じています。アプタセンシング技術は、その安定
性、調整の容易さ、低コストという利点から、これらの課題を克服する有望な代替手段
として注目されてきました。AI/MLの統合は、この技術の潜在能力を最大限に引き出
し、従来の診断方法では不可能だったレベルの精度と効率性を実現します。これによ
り、がん、神経変性疾患、感染症、炎症性疾患などの早期発見が可能となり、患者の予
後改善に大きく貢献します。また、遠隔患者モニタリングや在宅医療の文脈において、
リアルタイムの予測診断は医療システム全体の効率化と持続可能性を高める上で不可欠
です。

今後の展望

AI/ML統合アプタセンシングの未来は、多重バイオマーカーの同時検出、非侵襲的サン
プリング（例：汗、涙、唾液）、および閉ループ治療システムへの統合にあります。深
層学習（DL）モデルは、センサーが生成する膨大な生体データから、疾患の進行パター
ンや治療への反応を予測する、より洗練された洞察を引き出すでしょう。IoTとクラウ
ド技術を組み合わせることで、これらのスマートなアプタセンサーは、個々の患者のラ
イフスタイルと健康状態に合わせた、真に個別化された、自律的なヘルスケアエコシス
テムの構築を可能にします。商用化には、デバイスの標準化、製造プロセスのスケーラ
ビリティ、規制当局の承認、そして大規模な臨床試験による有効性の検証が課題となり
ますが、そのインパクトは、精密医療の普及とヘルスケアの個別化を加速させる上で計
り知れません。

元記事: https://pubs.acs.org/asbcd6/article/14/1/21/3733471/Trends-in-Aptasensing-and-the-

Enhancement-of

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/asbcd6/article/14/1/21/3733471/Trends-in-Aptasensing-and-the-Enhancement-of
https://pubs.acs.org/asbcd6/article/14/1/21/3733471/Trends-in-Aptasensing-and-the-Enhancement-of


#29 AIが医療機器とヘルスケアを変革：ウェアラブルとイ
ンテリジェントシステムで診断精度と患者モニタリングを
強化

概要

人工知能（AI）は、医療機器をインテリジェントなシステムへと変革し、診断精度の

大幅な向上、患者モニタリングの強化、治療サポートを提供しています。特にAI搭載
のウェアラブル技術は、血圧、心拍数、酸素飽和度、血糖値などの生理的指標を継続
的にモニタリングし、異常を早期に特定する能力を持ちます。コンピュータビジョ

ン、機械学習、ディープラーニング、自然言語処理などのAI技術が、医療画像解析、
ロボット手術、自動ECG解釈、臨床意思決定支援システム（CDSS）においてその価値
を発揮し、個別化されたヘルスケアの未来を形作っています。

公開日 2026年08月01日  Hindawi (Journal of Healthcare Engineering)  国際



詳細

主要成果

人工知能（AI）は、医療機器の機能とヘルスケアの提供方法を根本的に変革していま
す。AIの統合により、医療機器は単なる測定ツールから、高度な分析能力と意思決定支
援機能を備えたインテリジェントなシステムへと進化しました。この変化は、診断の精
度向上、患者モニタリングの強化、および個別化された治療サポートの実現に貢献して
います。特に、AI搭載のウェアラブル技術は、血圧、心拍数、酸素飽和度、血糖値など
の重要な生理的指標を継続的にモニタリングし、異常を早期に特定する能力が際立って
います。

技術・臨床詳細

AIの医療機器への応用は多岐にわたり、コンピュータビジョン、機械学習（ML）、デ
ィープラーニング（DL）、自然言語処理（NLP）などの技術が活用されています。これ
らの技術は、以下のような具体的な臨床応用でその価値を発揮しています。

医療画像解析: AIは、X線、MRI、CTスキャンなどの画像データを分析し、微細な異常
や疾患の兆候を検出する能力で放射線科医を支援します。これにより、診断の速度と
精度が向上します。

ウェアラブル技術: スマートウォッチ、連続血糖モニタリング（CGM）、心臓パッチ
などのAI搭載ウェアラブルデバイスは、リアルタイムで生理的データを収集し、パタ
ーン認識を通じて疾患の早期警告を提供します。例えば、心臓イベントのリスク評価
や2型糖尿病の早期発見が可能です。

ロボット手術システム: AIは、外科医の手技を支援し、精度と安全性を向上させま
す。ロボットは、複雑な手順を自動化し、低侵襲手術を可能にすることで、患者の回
復期間を短縮します。

自動ECG解釈システム: AIアルゴリズムは、心電図（ECG）データを分析し、不整脈
や他の心臓疾患の兆候を迅速かつ正確に特定します。

臨床意思決定支援システム（CDSS）: AIベースのCDSSは、膨大な患者データ、最新
の医学文献、臨床ガイドラインを統合し、医師が最適な診断、治療選択、リスク評価
を行えるよう支援します。これにより、医療の質が向上し、エラーが減少します。

これらのAI技術は、データ駆動型のアプローチを通じて、医療従事者の能力を増強し、
患者ケアの標準を向上させています。



背景・業界文脈

医療業界は、高齢化、慢性疾患の増加、医療従事者不足といった課題に直面しており、
AIはこれらの課題に対処するための強力なツールとして期待されています。AIを活用す
ることで、医療プロセスの効率化、診断の客観性向上、個別化医療の推進が可能となり
ます。リモート患者モニタリングと遠隔医療の進展は、AI搭載医療機器の普及を加速さ
せており、患者が自宅で質の高いケアを受けられる機会が増えています。しかし、AIの
医療応用には、データのプライバシーとセキュリティ、アルゴリズムの透明性、規制当
局の承認プロセス、および医療従事者のトレーニングといった課題も伴います。

今後の展望

AIは今後、医療機器の設計、開発、および応用においてさらに中心的役割を果たすでし
ょう。将来的には、デジタルツイン技術との統合により、個々の患者の生体モデルをAI

が構築し、仮想環境で治療効果をシミュレートすることで、よりパーソナライズされた
治療計画を立案できるようになるかもしれません。また、AIは新しい薬剤の発見や個別
化された薬物投与量の最適化にも貢献する可能性があります。これらの進歩は、疾患の
予防、早期発見、正確な診断、効果的な治療、そして患者の生活の質の向上を、これま
でにないレベルで実現し、医療システム全体の変革を加速させるでしょう。

元記事: https://www.ijpsjournal.com/article/artificial-intelligence-in-medical-devices-transforming-

healthcare-through-intelligent

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#30 SIUIが超音波・X線画像技術で米国特許を取得、
Autonomix Medicalは自律神経モニタリング特許で神経
変調を強化

概要

SIUIが米国で超音波およびX線画像技術に関する特許を複数取得し、医療画像分野での

技術的リーダーシップを強化しました。同時に、カリフォルニア大学サンディエゴ校
の研究者らは、深部組織のバイタルサインをワイヤレスで感知するウェアラブル超音
波技術（USoP）を開発。また、Autonomix Medicalは交感神経・副交感神経系の活動

をモニタリングするシステムに関する米国特許第12,471,776号を取得し、神経変調治
療における患者選択、手技ガイダンス、治療後モニタリングを支援する可能性を開い
ています。

公開日 2026年08月04日  Facebook (SIUI Healthcare)  中国



詳細

主要成果

SIUIが、米国において超音波およびX線画像技術に関する重要な特許を複数取得し、医
療画像診断分野における同社のイノベーション能力と市場での競争力を強化しました。
これに加えて、カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究者らは、深部組織のバイタル
サインをワイヤレスで連続的に感知できる革新的なウェアラブル超音波パッチ
（USoP）技術を発表。さらに、Autonomix Medicalは、交感神経および副交感神経系の
活動をモニタリングするためのシステムと方法に関する米国特許第12,471,776号を取得
し、神経変調治療の精度と個別化を向上させるための重要なツールを提供する可能性を
秘めています。

技術・臨床詳細

SIUIが取得した特許は、高解像度画像処理アルゴリズムや新しいプローブ設計に関連し
ており、診断の精度と効率を向上させるものです。USoPは、柔軟なパッチ型のデバイ
スに超音波トランスデューサーを組み込み、皮膚に直接装着することで、心拍数、呼吸
数、血圧などの深部組織のバイタルサインデータを連続的に取得します。この技術は、
患者が日常活動を行う中でも高精度なモニタリングを可能にし、従来の大型で固定され
た超音波装置の限界を克服します。Autonomix Medicalの特許技術は、生体電位信号や
その他の生理的指標を分析し、自律神経系の活動パターンをリアルタイムでマッピング
します。これにより、神経変調治療（例：迷走神経刺激療法、深部脳刺激療法）の際
に、患者選択の最適化、刺激部位の正確な特定、そして治療後の効果モニタリングを支
援することが可能となり、個別化された治療戦略の策定に大きく貢献します。



背景・業界文脈

医療画像診断とバイタルサインモニタリングは、疾患の早期発見、正確な診断、および
治療効果の評価において不可欠です。ウェアラブル技術の進歩は、これらのプロセスを
病院から自宅へと拡張し、患者中心のケアモデルを推進しています。特に、深部組織の
情報を非侵襲的に取得できるUSoPのような技術は、心臓疾患や呼吸器疾患の管理にお
いて大きなブレークスルーとなり得ます。また、神経変調治療は、てんかん、パーキン
ソン病、慢性疼痛などの神経疾患に対して有望なアプローチですが、その効果は刺激の
正確性に大きく依存します。Autonomix Medicalの特許技術は、治療の個別化と最適化
を可能にし、患者の転帰を改善するための重要なステップとなります。これらのイノベ
ーションは、医療技術市場における特許競争の激化と、企業が差別化されたソリューシ
ョンを提供しようとする動きを反映しています。

今後の展望

これらの技術の進展は、医療診断と治療の未来に大きな影響を与えるでしょう。SIUIの
画像技術は、より高度でアクセスしやすい診断ツールの開発に貢献し、USoPは、リモ
ート患者モニタリングの標準を変える可能性を秘めています。Autonomix Medicalの神
経モニタリング技術は、神経変調治療の臨床的成功率を高め、より多くの患者に有効な
治療を提供することを可能にするでしょう。将来的には、これらの技術がAIとさらに深
く統合され、診断の自動化、治療計画の最適化、そして疾患の早期介入をより一層推進
することが期待されます。ただし、これらの革新的なデバイスの広範な導入には、規制
当局の承認、コスト効率の改善、そして医療従報への普及とトレーニングが引き続き重
要な課題となります。

元記事:

https://www.facebook.com/SIUIHealthcare/posts/%F0%9D%97%A1%F0%9D%97%B2%F0%9D%98%84-

%F0%9D%97%BD%F0%9D%97%AE%F0%9D%98%81%F0%9D%97%B2%F0%9D%97%BB%F0%9D%98%81%F0

%F0%9D%97%B4%F0%9D%97%BF%F0%9D%97%AE%F0%9D%97%BB%F0%9D%98%81%F0%9D%97%B2%F0%

%F0%9D%98%81%F0%9D%97%BC-

%F0%9D%97%A6%F0%9D%97%9C%F0%9D%97%A8%F0%9D%97%9Csiui-is-glad-to-announce-that-

two-of-our-technologies/1565001618754770/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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https://www.facebook.com/SIUIHealthcare/posts/%F0%9D%97%A1%F0%9D%97%B2%F0%9D%98%84-%F0%9D%97%BD%F0%9D%97%AE%F0%9D%98%81%F0%9D%97%B2%F0%9D%97%BB%F0%9D%98%81%F0%9D%98%80-%F0%9D%97%B4%F0%9D%97%BF%F0%9D%97%AE%F0%9D%97%BB%F0%9D%98%81%F0%9D%97%B2%F0%9D%97%B1-%F0%9D%98%81%F0%9D%97%BC-%F0%9D%97%A6%F0%9D%97%9C%F0%9D%97%A8%F0%9D%97%9Csiui-is-glad-to-announce-that-two-of-our-technologies/1565001618754770/


#31 バッテリー不要のウェアラブルセンサーがパーキンソ
ン病治療薬レボドパの汗中濃度をリアルタイム追跡

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究者たちは、パーキンソン病治療薬レボドパ
の汗中濃度を継続的にリアルタイムでモニタリングできるバッテリー不要のウェアラ
ブルセンサーを開発しました。この指先パッチは、バイオ燃料電池技術を活用し、酵

素と汗中の薬剤の化学反応から電力を生成するため、外部電源が不要です。血液検査
と同等の精度で薬剤濃度を追跡できるため、パーキンソン病患者の個別化された薬剤
管理や、将来的には閉ループ治療システムへの応用が期待されます。

公開日 2026年08月02日  IOT Insider  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究者たちは、パーキンソン病治療に用いられる
主要な薬剤であるレボドパの汗中濃度を継続的に、かつリアルタイムでモニタリングで
きる画期的なバッテリー不要ウェアラブルセンサーを開発しました。この革新的な指先
パッチは、バイオ燃料電池の原理を利用してセンサー自身の電力を生成するため、外部
バッテリーや充電の必要がありません。これにより、患者は日常生活の中で、薬物レベ
ルの変動を非侵襲的に追跡でき、パーソナライズされた治療管理の可能性を大きく広げ
ます。

技術・臨床詳細

このウェアラブルセンサーは、患者の指先に装着する小さなパッチとして設計されてい
ます。センサーの核となるのは、ハイドロゲルに埋め込まれた酵素です。この酵素は、
汗中に含まれるレボドパと選択的に反応し、その化学反応によって小さな電気信号を生
成します。この電気信号が、センサーの動作に必要な電力を供給するバイオ燃料電池と
しても機能します。研究チームは、このデバイスが従来の臨床検査（例：血液検査）と
同等の精度でレボドパの濃度変化を追跡できることを実証しました。特に、薬物投与後
の濃度の上昇や、時間経過に伴う濃度の低下といった動的な変化を正確に捉えることが
できます。このリアルタイムモニタリング能力は、レボドパの薬効期間が短く、効果の
持続が不安定なパーキンソン病患者にとって、最適な投薬タイミングと投与量を決定す
る上で非常に価値の高い情報を提供します。

背景・業界文脈

パーキンソン病患者の治療は、レボドパの適切な投与量とタイミングの管理が極めて重
要です。しかし、レボドパの血中濃度は個人差が大きく、また時間とともに変動するた
め、患者は「ウェアリングオフ」（薬効が切れる感覚）や「オンオフ現象」（薬効の突
然の変動）に悩まされることが少なくありません。現在の薬物モニタリングは、定期的
な血液検査に依存しており、これは侵襲的で患者の負担が大きく、リアルタイムでの変
動を捉えるには不十分でした。このバッテリー不要ウェアラブルセンサーの開発は、こ
れらの課題を克服し、患者がより安定した生活を送るためのサポートを提供するもので
す。また、自己給電型のデバイスであるため、環境負荷の低減にも貢献し、持続可能な
医療技術としての側面も持ち合わせています。



今後の展望

このバッテリー不要ウェアラブルセンサーは、パーキンソン病の個別化された薬剤管理
に革命をもたらす潜在力を持っています。将来的には、このモニタリングシステムが自
動薬物送達システムと連携し、患者のリアルタイムの薬物濃度データに基づいてレボド
パの投与を自動調整する「閉ループ治療システム」へと発展する可能性があります。こ
れにより、患者の症状変動を最小限に抑え、生活の質を大幅に向上させることが期待さ
れます。また、他の神経疾患や慢性疾患の薬物モニタリングへの応用も視野に入ってい
ます。商用化に向けては、長期的な装着における皮膚への影響、データの信頼性、セキ
ュリティ、および規制当局の承認といった課題をクリアする必要がありますが、その社
会貢献度は非常に高いと考えられます。

元記事: https://www.iotinsider.com/industries/healthcare/battery-free-wearable-sensor-tracks-

parkinsons-medication-through-sweat/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iotinsider.com/industries/healthcare/battery-free-wearable-sensor-tracks-parkinsons-medication-through-sweat/
https://www.iotinsider.com/industries/healthcare/battery-free-wearable-sensor-tracks-parkinsons-medication-through-sweat/


#32 スマートリングが汗からグルコース、アルコールなど
を連続追跡：UCサンディエゴが複数バイオマーカー同時
測定技術を発表

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校のエンジニアが、指の汗を継続的に分析し、グル

コース、ケトン、ビタミンC、尿酸、乳酸、アルコールを含む複数の分子を追跡できる
実験的なスマートリングを開発しました。このプロトタイプは交換可能なセンサーを
備え、一度に最大4つの異なるバイオマーカーを測定可能です。この技術は、個人の代

謝、栄養、運動、アルコール摂取に関する深い洞察を提供し、食後、絶食中、運動
中、または薬物への反応における継続的な健康状態の変化をモニタリングする新たな
可能性を拓きます。

公開日 2026年07月31日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学サンディエゴ校のエンジニアチームが、指の汗を継続的に分析し、
グルコース、ケトン、ビタミンC、尿酸、乳酸、アルコールといった複数の分子をリア
ルタイムで追跡できる革新的なスマートリングのプロトタイプを発表しました。この実
験的なデバイスは、交換可能なセンサーモジュールを採用しており、一度に最大4つの
異なるバイオマーカーを同時に測定する能力を持つ点で画期的な成果です。この技術
は、個人の代謝状態やライフスタイルが健康に与える影響に関する深い洞察を提供し、
個別化されたヘルスケアの未来を形作ります。

技術・臨床詳細

このスマートリングは、ユーザーの指に装着され、汗腺が豊富な指の皮膚から分泌され
る汗を収集・分析します。リング内部には、電気化学的検出原理に基づく複数の小型セ
ンサーが搭載されており、それぞれが特定のバイオマーカー（例：グルコース、ケトン
体、アルコール）と選択的に反応します。汗のサンプルは、マイクロ流体チャネルを通
じてセンサーへと誘導され、バイオマーカーの濃度に応じた電気信号が生成されます。
この信号はリング内のマイクロプロセッサによって処理され、ワイヤレスでスマートフ
ォンアプリに送信されます。このシステムは、特に血糖値の継続的なモニタリングにお
いて、食事、運動、睡眠、ストレスなどの要因が血糖値に与える影響を詳細に把握する
ことを可能にします。また、アルコール摂取後の血中アルコール濃度を非侵襲的に推定
できるため、飲酒運転の予防や個人のアルコール代謝の理解にも役立つでしょう。一度
に複数のバイオマーカーを測定できる「マルチプレックス」機能は、健康状態のより包
括的なプロファイリングを可能にし、疾患の早期発見や予防的介入の機会を広げます。



背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスデバイス市場は急速に成長しており、消費者は自身の健康データを
より詳細に、より手軽に知ることを求めています。しかし、現在の多くのウェアラブル
デバイスは、心拍数や活動量などの基本的な生理的指標に限定されており、生体液中の
化学的バイオマーカーの継続的な測定は困難でした。血液検査は侵襲的であり、リアル
タイム性に欠けるため、日常生活での継続的なモニタリングには不向きです。汗は、血
液と多くのバイオマーカーを共有しつつも、非侵襲的に採取できる理想的な体液です。
このスマートリングは、汗を介したマルチバイオマーカー検出という点で、従来のウェ
アラブル技術の限界を突破し、パーソナルヘルスモニタリングの新たな可能性を開きま
す。この技術は、予防医学、栄養指導、アスリートのパフォーマンス最適化、そして慢
性疾患管理など、幅広い分野で応用が期待されます。

今後の展望

このスマートリングの技術は、将来的にはさらに小型化され、装着の快適性が向上する
でしょう。また、AIや機械学習アルゴリズムと統合されることで、収集されたバイオマ
ーカーデータから個人の健康リスクを予測し、パーソナライズされた健康アドバイスを
自動的に提供できるようになる可能性があります。例えば、異常な血糖変動パターンを
検出した場合に、特定の食品を避けるよう推奨したり、運動量を調整するよう促したり
することが考えられます。商用化に向けては、長期的なデータの信頼性、センサーの校
正、皮膚刺激の最小化、およびデータのプライバシーとセキュリティに関する規制要件
への対応が課題となります。このスマートリングは、個別化された健康管理の未来を実
現するための重要な一歩であり、消費者が自身の健康をより積極的に管理できるように
なるための強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://scitechdaily.com/this-smart-ring-tracks-glucose-alcohol-and-more-through-your-sweat/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/this-smart-ring-tracks-glucose-alcohol-and-more-through-your-sweat/


#33 ソニーグループ、通気性と快適性を両立するウェアラ
ブル光治療パッチの米国特許を取得

概要

ソニーグループは、皮膚に直接装着するフレキシブルな光治療パッチの米国特許
（2026/0224910 A1）を取得しました。このパッチは、熱や湿気を閉じ込めることな
く光を供給できるよう設計されており、多孔性の光拡散層と柔軟な基板により、長時

間の装着でも通気性と快適性を保ちます。痛みの緩和、光生体調節、美容治療、皮膚
疾患、創傷治癒といった幅広い光線療法への応用が期待され、ウェアラブル医療デバ
イス市場に新たな選択肢を提供します。

公開日 2026年08月07日  Patentlyze  日本



詳細

主要成果

ソニーグループが、身体に直接装着するフレキシブルな光治療パッチの米国特許（US

Patent No. 2026/0224910 A1）を取得しました。この画期的なデバイスは、長時間の装
着中も熱や湿気を閉じ込めることなく光を供給できるよう特別に設計されています。多
孔性（穴あき）の光拡散層と柔軟な基板の採用により、高い通気性とユーザーの快適性
を両立させることが可能となり、ウェアラブル医療デバイス分野におけるソニーの存在
感を高めるものとなります。

技術・臨床詳細

ソニーのウェアラブル光治療パッチは、小型の光源（例：LED）と、光を均一に皮膚表
面に分散させる多孔性の光拡散層、そして生体曲面に追従する柔軟な基板で構成されて
います。この多孔性デザインは、空気の循環を促し、パッチの下に熱や汗がこもるのを
防ぐことで、皮膚への刺激や不快感を最小限に抑えます。光治療は、特定の波長の光を
生体に照射することで、細胞レベルでの反応を促進し、痛みの緩和、炎症の抑制、組織
の修復などを促す治療法です。このパッチは、フォトバイオモジュレーション（PBM）
と呼ばれるこのメカニズムを利用し、非侵襲的な方法で治療効果を提供します。応用範
囲は広く、慢性的な痛みの管理、筋肉の回復促進、関節炎の症状緩和、特定の皮膚疾患
（例：ニキビ、乾癬）の治療、さらには創傷治癒の促進や美容目的での使用（例：コラ
ーゲン生成促進、しわの軽減）も想定されています。フレキシブルな形状により、体の
様々な部位にフィットし、自宅での利用も容易になります。

背景・業界文脈

近年、在宅医療や予防医療の重要性が増す中で、ウェアラブル医療デバイスの市場は急
速に拡大しています。特に、非侵襲的で患者自身が容易に操作できる治療デバイスへの
需要が高まっています。従来の光治療デバイスは、大型で高価なものが多く、専門クリ
ニックでの使用に限定されることが一般的でした。ソニーのような大手エレクトロニク
ス企業がこの分野に参入し、使いやすさと快適性を兼ね備えたウェアラブルパッチを開
発することは、光治療技術の一般消費者への普及を加速させる可能性があります。ま
た、特許取得は、同社がこの技術分野における知的財産権を確立し、将来の製品開発と
市場競争において優位に立つための戦略的な動きと見られます。



今後の展望

ソニーのウェアラブル光治療パッチは、将来的には、AIや他の生体センサーと統合さ
れ、ユーザーの具体的な症状や生体データに基づいて光治療の強度やパターンを自動で
最適化する「スマート光治療システム」へと進化する可能性があります。例えば、皮膚
の状態や炎症レベルをセンサーが検知し、それに合わせて光の波長や照射時間を調整す
るクローズドループシステムが考えられます。また、複数のパッチを組み合わせて広範
囲の治療を可能にするモジュール化や、スマートフォンのアプリと連携して治療経過を
記録・分析する機能も追加されるでしょう。商用化に向けては、臨床試験による効果の
検証、規制当局の承認、そして製造コストの最適化が重要な課題となりますが、この技
術は患者の生活の質を向上させる新たな治療選択肢として、大きな期待が寄せられてい
ます。

元記事: https://patentlyze.com/patent/sony-wearable-light-therapy-patch-flexible-guide/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://patentlyze.com/patent/sony-wearable-light-therapy-patch-flexible-guide/


#34 AIが医療診断と患者ケアに革命：ウェアラブルと予測
分析で疾患を早期発見、個別化治療へ

概要

人工知能（AI）は、医療診断と患者ケアを根本から変革し、医療の新時代を切り開い
ています。ウェアラブルデバイス（スマートウォッチ、連続血糖モニタリング、心臓
パッチ）から生成される生理学的データをAIプラットフォームが集約・解釈し、異常

を早期に識別してケアチームに警告します。特に、機械学習を用いた予測分析は、症
状が現れる前に疾患リスクの高い患者を特定し、予防的介入を可能にすることで、医
療を反応型から予防型へとシフトさせています。

公開日 2026年08月02日  Medriva  不明



詳細

主要成果

人工知能（AI）は、医療診断と患者ケアのあり方を根本的に変革し、医学の新たな時代
を切り開いています。AIプラットフォームは、スマートウォッチ、連続血糖モニタリン
グ、心臓パッチといったウェアラブルデバイスから生成される膨大な生理学的データを
効率的に集約・解釈し、異常な健康パターンや危険信号を早期に識別して、医療チーム
にリアルタイムで警告します。この能力により、疾患の早期発見が促進され、患者は症
状が顕在化する前に予防的な介入を受けることが可能となり、医療を「反応型」から
「予防型」へと大きくシフトさせています。

技術・臨床詳細

AIが医療診断と患者ケアに貢献する具体的なメカニズムは多岐にわたります。まず、医
療画像解析では、ディープラーニングアルゴリズムが放射線科画像を分析し、人間の目
では見落とされがちな微細な腫瘍や病変を高精度で検出します。これにより、診断の正
確性と迅速性が向上します。次に、デジタル病理学では、AIがスライド画像を解析し、
がん細胞の識別や病気の段階付けを支援します。これは診断の一貫性を高め、インター
オブザーバー（医師間）のばらつきを減少させます。予測分析は、機械学習モデルを用
いて、患者の医療記録、遺伝子情報、ライフスタイルデータ、そしてウェアラブルデバ
イスからのリアルタイムデータを統合的に分析します。これにより、特定の疾患（例：
2型糖尿病）のリスクが高い患者を症状発現前に特定し、予防的介入の機会を創出しま
す。例えば、心拍数の異常な変動パターンをAIが検出し、心血管イベントのリスクを予
測するといった応用が可能です。また、AIは個別化治療の最適化にも貢献し、患者のユ
ニークな特性に基づいて最も効果的な治療法を推奨します。



背景・業界文脈

ヘルスケア業界は、高齢化、慢性疾患の増加、医療費の高騰という世界的な課題に直面
しています。従来の医療システムは、症状が現れてからの診断と治療が中心であり、予
防と早期介入の機会を逃していました。AIの導入は、この状況を打破するための強力な
ソリューションとして期待されています。遠隔患者モニタリングと遠隔医療の進展は、
AI搭載ウェアラブルデバイスの普及を後押しし、患者が自宅にいながらにして専門的な
医療サポートを受けられる環境を整備しています。これにより、患者のアクセシビリテ
ィが向上し、医療システム全体の負担が軽減されます。ただし、AIの医療応用において
は、データのプライバシー保護、アルゴリズムの透明性、倫理的課題、そして規制当局
の承認プロセスが重要な検討事項となります。

今後の展望

AIの進化は、今後も医療の未来を形作っていくでしょう。将来的には、AIが複数のウェ
アラブルデバイスから得られる膨大なデータを統合し、個々の患者に合わせた「デジタ
ルツイン」を構築する可能性があります。これにより、仮想環境で様々な治療法の影響
をシミュレートし、最適な治療戦略をリアルタイムで導き出すことができるようになる
でしょう。また、AIは、新たな治療薬の発見、個別化された薬剤投与量の最適化、そし
て疾患の分子レベルでの理解を深めることにも貢献することが期待されます。これらの
進歩は、疾患の予防、早期診断、精密治療、そして患者の生活の質の向上を、これまで
にないレベルで実現し、医療システム全体の変革を加速させる基盤となります。

元記事: https://medtech.plus/pages/how-ai-is-revolutionizing-diagnostics-and-patient-care-a-new-era-

in-medicine

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://medtech.plus/pages/how-ai-is-revolutionizing-diagnostics-and-patient-care-a-new-era-in-medicine
https://medtech.plus/pages/how-ai-is-revolutionizing-diagnostics-and-patient-care-a-new-era-in-medicine


#35 折り紙着想の体内埋め込み型センサー「MiFi」、ラッ
トで心拍・呼吸・体温を高精度モニタリングに成功

概要

インペリアル・カレッジ・ロンドンと南カリフォルニア大学の研究者たちは、皮膚の
下に展開する「MiFi」と呼ばれる折り紙着想の埋め込み型センサーを開発しました。
ラットを用いた急性実験では、このインプラントが心拍数、呼吸数、体温を市販のウ

ェアラブルセンサーに匹敵する精度でモニタリングできることが示されました。MiFi

は、間質液中の化学マーカー（代謝物、酵素、薬剤など）のリアルタイムモニタリン
グも可能にし、長期的な健康追跡の新たな可能性を拓きますが、ヒトへの臨床応用に

はさらなる安全性・信頼性研究が必要です。

公開日 2026年08月06日  ZME Science  イギリス



詳細

主要成果

インペリアル・カレッジ・ロンドンと南カリフォルニア大学の研究者たちは、「MiFi

（Minimally Invasive Foldable Implant）」と呼ばれる、皮膚の下に展開する折り紙着想
の埋め込み型センサーを開発しました。ラットを用いた急性実験において、この革新的
なインプラントは、心拍数、呼吸数、体温といった主要なバイタルサインを市販のウェ
アラブルセンサーと非常に近い精度で追跡できることを実証しました。MiFiは、間質液
（ISF）中の化学マーカー（代謝物、酵素、薬剤、抗生物質など）のリアルタイムモニ
タリングも可能にし、従来のウェアラブルセンサーでは困難だった生体内部のより深い
健康洞察を提供する潜在能力を秘めています。

技術・臨床詳細

MiFiは、折りたたまれた状態で皮膚の下に挿入され、展開後に平らな形状に広がるよう
に設計されています。この「折り紙」のような設計により、最小限の侵襲性で比較的大
きなセンサーアレイを体内に配置することが可能になります。デバイスは無線通信機能
を持ち、心拍数、呼吸数、体温をモニタリングするための物理センサーと、ISF中の化
学物質を検出するための電気化学センサーを統合しています。研究では、ラットの急性
実験（約1時間の観察）で、心拍数、呼吸数、体温の推定値が商用ウェアラブルセンサ
ーのデータと密接に一致することが確認されました。また、リチウム濃度の上昇を検出
し、ISFモニタリングの有効性も示しました。間質液は、血液と多くのバイオマーカー
を共有するため、MiFiは、薬物濃度、炎症マーカー、感染症のバイオマーカーなど、多
様な生体内部の情報を継続的に監視するツールとして期待されます。ただし、現在のと
ころ、このデバイスはヒトでの長期的な使用にはまだ適しておらず、生体適合性、長期
信頼性、材料の耐久性、および滅菌プロトコルに関するさらなる厳密な研究が必要で
す。



背景・業界文脈

ヘルスケア業界では、慢性疾患管理、個別化医療、遠隔患者モニタリングのニーズが高
まっており、低侵襲または非侵襲的な継続的バイタルサインおよびバイオマーカーモニ
タリングが強く求められています。現在のウェアラブルデバイスは主に体表からの測定
に限定されており、深部組織や間質液の化学組成を直接測定することは困難でした。埋
め込み型センサーは、より正確で安定した生体データを提供する可能性を秘めています
が、その侵襲性や外科的挿入の必要性が課題でした。MiFiのような折り紙着想の設計
は、挿入時の侵襲性を最小限に抑えつつ、埋め込み型センサーの利点（継続性、安定
性）を最大化しようとする試みです。これは、小型化と機能性を両立させるための新た
なアプローチであり、医療技術のフロンティアを押し広げるものです。

今後の展望

MiFiの技術は、将来的には、心臓疾患、腎臓病、糖尿病などの慢性疾患の進行を早期に
検出し、治療薬の血中濃度を継続的にモニタリングするのに役立つ可能性があります。
特に、化学マーカーをリアルタイムで追跡できる能力は、患者の個別化された治療計画
を最適化し、副作用の早期発見にも繋がるでしょう。今後は、ヒトでの前臨床試験およ
び臨床試験を通じて、長期的な生体適合性、デバイスの安定性、データ送信の信頼性、
そして生体からの電力供給の可能性などが検証される必要があります。これらの課題を
克服できれば、MiFiは、患者の生活の質を向上させ、医療システム全体の効率化に貢献
する、画期的な埋め込み型デバイスとなる潜在能力を秘めています。

元記事: https://www.zmescience.com/science/news-science/this-origami-implant-unfolds-under-the-

skin-to-monitor-health/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.zmescience.com/science/news-science/this-origami-implant-unfolds-under-the-skin-to-monitor-health/
https://www.zmescience.com/science/news-science/this-origami-implant-unfolds-under-the-skin-to-monitor-health/


#36 UnitedHealthcareがCGMとインスリンデリバリーの
保険適用ポリシーを更新：非侵襲性CGMは対象外

概要

UnitedHealthcare（UHC）は、糖尿病管理のための連続血糖モニタリング（CGM）と
インスリンデリバリーシステムの保険適用ポリシーを更新しました。このポリシーで
は、間欠スキャン型（Flash）CGMと非adjunctive CGMは特定の医学的基準を満たす場

合に「証明され医学的に必要」とされます。しかし、非侵襲性CGMデバイスは、現時
点での科学的証拠の不足により、糖尿病管理において「証明されておらず、医学的に
必要ではない」と明確に規定されました。この決定は、保険適用と市場への影響が大

きいものです。

公開日 2026年08月01日  UHC Provider Portal (UnitedHealthcare)  アメリカ



詳細

主要成果

UnitedHealthcare（UHC）は、糖尿病管理における連続血糖モニタリング（CGM）およ
びインスリンデリバリーシステムの保険適用に関する医療ポリシーを更新しました。新
しいポリシーは、特定のCGMタイプとインスリンポンプの「証明され医学的に必要」な
使用条件を明確に定義しています。特に注目すべきは、非侵襲性CGMデバイスが、その
有効性を裏付ける十分な科学的証拠がないため、「証明されておらず、医学的に必要で
はない」と明記された点です。これは、患者のアクセスと市場の動向に大きな影響を与
える可能性があります。

技術・臨床詳細

UHCのポリシーでは、以下のタイプのCGMおよびインスリンデリバリーシステムがカバ
ーの対象となり得ます。

間欠スキャン型（Flash）連続血糖モニタリング（IS-CGM）：通常、ユーザーがリー
ダーをかざすことで血糖値データを取得するタイプ。

非adjunctive CGM：血糖自己測定（SMBG）による確認なしに治療決定（インスリ
ン量の調整など）に使用できるFDA承認のCGMシステム。

外部インスリンポンプ：血糖値とインスリン注入を組み合わせたシステム（例：ハイ
ブリッドクローズドループインスリンポンプ、自動インスリンデリバリーシステ
ム）。

これらのデバイスは、重度の低血糖または高血糖の既往がある1型糖尿病患者、妊娠中
の糖尿病患者、特定のインスリン療法を受けている2型糖尿病患者など、特定の医学的
基準を満たす場合にカバーされます。一方で、非侵襲性CGMは、現在のところ、皮膚や
他の体液（例：汗、涙）を介して血糖値を測定しようとするデバイスであり、その技術
的な課題や臨床的有効性の欠如から、カバーの対象外とされました。ポリシーは、FDA

承認のみではカバーの根拠にはならないことを強調しています。



背景・業界文脈

糖尿病は世界的に増加している慢性疾患であり、効果的な血糖管理は合併症の予防に不
可欠です。CGMは、リアルタイムで詳細な血糖データを提供することで、従来の血糖自
己測定に比べて、血糖コントロールの改善、低血糖リスクの低減、患者の生活の質の向
上に大きく貢献してきました。そのため、主要な医療機関や学会（アメリカ糖尿病協
会、CMSなど）はCGMの利用を推奨しています。しかし、医療保険会社にとって、新し
い高価な医療技術のカバーは、エビデンスベースの医学的必要性と費用対効果のバラン
スを考慮する必要があります。UHCの今回のポリシー更新は、CGM技術が進化し多様化
する中で、どの技術が臨床的に効果的であると認められるか、そしてどの範囲で保険適
用がされるかについての業界の姿勢を示すものです。非侵襲性CGMの除外は、この分野
の技術がまだ臨床的信頼性を確立していないことを浮き彫りにしています。

今後の展望

UHCのポリシー更新は、非侵襲性CGM技術の開発企業に対し、より厳密な臨床的有効性
データと安全性プロファイルの提出を促すことになります。将来的には、非侵襲性CGM

が技術的な成熟と臨床的エビデンスを確立すれば、UHCのような主要な保険会社もその
カバーを再検討する可能性があります。また、より高度なハイブリッドクローズドルー
プシステムや、AIと統合されたインスリンデリバリーシステムは、今後も保険適用の拡
大が進むと予想されます。この動きは、糖尿病管理技術の革新が、単なる技術開発だけ
でなく、規制、保険適用、そして費用対効果の厳しい評価を経て初めて患者に届くとい
う現実を浮き彫りにしています。

元記事: https://www.uhcprovider.com/content/dam/provider/docs/public/policies/comm-medical-

drug/continuous-glucose-monitoring-insulin-delivery-managing-diabetes.pdf

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.uhcprovider.com/content/dam/provider/docs/public/policies/comm-medical-drug/continuous-glucose-monitoring-insulin-delivery-managing-diabetes.pdf
https://www.uhcprovider.com/content/dam/provider/docs/public/policies/comm-medical-drug/continuous-glucose-monitoring-insulin-delivery-managing-diabetes.pdf


#37 リモート患者モニタリングの次世代へ：ウェアラブ
ル、デジタルバイオマーカー、AIが慢性疾患ケアを個別化

概要

リモート患者モニタリング（RPM）は、ウェアラブルデバイス、デジタルバイオマー
カー、人工知能（AI）の統合により、個別化された慢性疾患ケアの新たな時代へと進
化しています。ウェアラブル、スマートフォン、埋め込み型デバイスが、生理学、行

動、機能、症状、治療反応に関する継続的な縦断的データを収集します。AIと高度な
分析は、このデータをリスク予測、デジタルフェノタイピング、臨床意思決定支援、
および個別化された介入に活用し、心代謝疾患、神経疾患、呼吸器疾患、がん、精神

衛生など、幅広い慢性疾患の管理を変革します。

公開日 2026年08月04日  Frontiers  国際



詳細

主要成果

リモート患者モニタリング（RPM）は、ウェアラブルデバイス、デジタルバイオマーカ
ー、そして人工知能（AI）の革新的な統合を通じて、慢性疾患ケアを個別化する新たな
時代に突入しています。この進化したRPMモデルでは、ウェアラブル、スマートフォ
ン、埋め込み型デバイス、家庭用診断ツール、そして環境センシング技術が連携し、患
者の生理学、行動、機能、症状、治療反応に関する継続的な縦断的データを収集しま
す。AIと高度な分析手法は、この膨大なデータを活用して、疾患リスクの予測、デジタ
ルフェノタイピング、臨床意思決定支援、そして個別化された介入戦略を提供し、心代
謝疾患、神経疾患、呼吸器疾患、がん、精神衛生など、多岐にわたる慢性疾患の管理を
根本から変革する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この次世代RPMの核となる技術は、以下の要素で構成されます。

ウェアラブルデバイス: スマートウォッチ、スマートパッチ、スマート衣料などが、
心拍数、呼吸数、体温、活動量、睡眠パターン、血糖値、血圧といったバイタルサイ
ンや生理的指標を非侵襲的に継続モニタリングします。

デジタルバイオマーカー: デバイスから収集されるデータは、客観的で定量的な指標
として、疾患の早期兆候、進行度、治療反応、そして特定の症状（例：パーキンソン
病の震え、うつ病の活動レベル）を反映します。

人工知能（AI）と機械学習（ML）: 収集された膨大なデータは、AI/MLアルゴリズム
によって分析され、隠れたパターン、トレンド、異常値を特定します。これにより、
疾患の発症リスクを予測したり、患者の状態が悪化する可能性を早期に警告したりす
ることが可能になります。例えば、心拍変動の微妙な変化から心不全の悪化を予測す
るシステムが研究されています。

予測分析とデジタルツイン: AIは、個々の患者のデータを基に将来の健康状態を予測
し、仮想的な「デジタルツイン」を構築することで、様々な治療法の効果をシミュレ
ーションし、最適な介入戦略を個別化して提案します。

閉ループ治療エコシステム: センサーデータがAIによって分析され、自動的に治療
（例：インスリンポンプによる血糖調整、神経刺激装置による症状管理）を行うシス
テムが進化しています。



これらの技術は、患者の健康データをリアルタイムで医療提供者と共有し、よりタイム
リーで個別化されたケアを可能にします。

背景・業界文脈

従来の慢性疾患ケアは、主にクリニックでの定期的な受診に基づいた「エピソード型」
であり、患者の日常生活における健康状態の連続的な変化を捉えるのが困難でした。こ
のため、疾患の悪化が発見されにくく、予期せぬ再入院や高コストの医療介入につなが
るケースが少なくありませんでした。RPMの進化は、この断続的なケアモデルを、継続
的で予防的な精密ケアへと移行させることを目指しています。COVID-19パンデミック
は、遠隔医療とRPMの重要性を一層浮き彫りにし、その導入と普及を加速させました。
政府や保険会社も、医療費削減と患者アウトカム改善の観点から、RPM技術への投資を
積極的に支援しています。

今後の展望

RPMの次なる時代は、AIとのより深い統合と、マルチモーダルデータの活用によって特
徴付けられるでしょう。単一のデバイスではなく、複数のデバイスから得られる多様な
データをAIが統合・解析し、より包括的かつ正確な健康プロファイルを構築します。こ
れにより、慢性疾患患者の健康状態を包括的に把握し、個別化された治療だけでなく、
生活習慣の改善に関する具体的なアドバイスを提供できるようになります。AIは、デジ
タルバイオマーカーの新しい発見にも貢献し、疾患の超早期検出を可能にするかもしれ
ません。倫理的な側面、データのプライバシーとセキュリティ、規制の枠組みの整備
が、この革新的なケアモデルを社会に定着させるための重要な課題となりますが、その
潜在的な影響は、医療の提供方法と患者の生活の質を根本的に向上させるものです。

元記事: https://www.frontiersin.org/research-topics/83908/the-next-era-of-remote-patient-monitoring-

wearables-digital-biomarkers-artificial-intelligence-and-personalized-chronic-disease-care

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/research-topics/83908/the-next-era-of-remote-patient-monitoring-wearables-digital-biomarkers-artificial-intelligence-and-personalized-chronic-disease-care
https://www.frontiersin.org/research-topics/83908/the-next-era-of-remote-patient-monitoring-wearables-digital-biomarkers-artificial-intelligence-and-personalized-chronic-disease-care


#38 IEEE PULSEがAdaptyx CEOと語る：次世代ウェアラ
ブルバイオセンサーとAIヘルス洞察が牽引する個別化医療
の未来

概要

IEEE PULSEのIndustry Cornerインタビューで、Adaptyxの共同創設者兼CEOであるVijit

Sabnis氏が、次世代ウェアラブルバイオセンサー、AIを活用した健康洞察、そして個
別化されたヘルスケアを推進するイノベーションについて語りました。Sabnis氏は、
スマートウォッチ、フレキシブルなリストパッチ、スマートグラス、コンタクトレン

ズ、スマート衣料、表皮バイオセンサーなど、多様なウェアラブルヘルス技術の進化
を紹介。これらのデバイスは、グルコース、心拍数、汗のイオン、ストレスホルモン
であるコルチゾールなどのバイオマーカーをモニタリングし、パーキンソン病や心房

細動、糖尿病管理、さらにはアスリートのパフォーマンス向上など幅広い応用が期待
されます。

公開日 2026年08月04日  Facebook (IEEE PULSE)  アメリカ



詳細

主要成果

IEEE PULSEの「Industry Corner」インタビューにおいて、Adaptyxの共同創設者兼CEOで
あるVijit Sabnis氏が、次世代ウェアラブルバイオセンサーとAIを活用した健康洞察が、
個別化されたヘルスケアの未来をどのように形作っているかについて語りました。
Sabnis氏は、スマートウォッチ、フレキシブルなリストパッチ、スマートグラス、コン
タクトレンズ、スマート衣料、表皮バイオセンサーといった多岐にわたる革新的なウェ
アラブルヘルス技術の進歩を紹介し、これらのデバイスがグルコース、心拍数、汗中の
イオン、ストレスホルモンであるコルチゾールなどのバイオマーカーをリアルタイムで
高精度にモニタリングする能力を持つことを強調しました。これにより、パーキンソン
病、心房細動、糖尿病管理といった慢性疾患の個別化されたケアから、アスリートのパ
フォーマンス最適化まで、幅広い応用が期待されます。

技術・臨床詳細

Sabnis氏の語るところによれば、ウェアラブルバイオセンサーは、その形態と機能性に
おいて多様な進化を遂げています。具体的には、

スマートウォッチ: 光学センサーを内蔵し、グルコース値の推定、パーキンソン病の
震えのモニタリング、心房細動の検出など、複数の生理的パラメータを非侵襲的に追
跡します。

リストパッチ: 柔軟な素材で皮膚に密着し、汗中のナトリウムや乳酸、コルチゾール
といった化学物質を分析することで、水分補給状態、疲労度、ストレスレベルをモニ
タリングします。

スマートグラス/コンタクトレンズ: 涙液中のグルコースを測定し、糖尿病患者向けの
非侵襲的な血糖モニタリングの可能性を追求しています。

スマート衣料/e-textiles: 衣服に直接センサーを組み込むことで、呼吸数、心拍数、
体温、姿勢、動きなどを継続的に追跡し、日常生活における包括的な健康データを提
供します。

表皮バイオセンサー: 皮膚に直接貼り付ける薄いパッチや「電子タトゥー」として機
能し、汗中のグルコース、ナトリウム、乳酸などのバイオマーカーを高精度でリアル
タイム測定します。特に、嚢胞性線維症の診断における汗中の塩素イオン測定など、
特定の疾患診断への応用も期待されています。



唾液ベースセンサー: 口腔内に装着するグラフェンベースのセンサーやBluetooth対応
のマウスガードが、唾液中のグルコースや尿酸などのバイオマーカーを分析します。

これらのセンサーから得られる膨大なデータは、AI/機械学習アルゴリズムによって解
析され、個人の健康状態に応じた「AI-powered health insights（AIによる健康洞察）」
を生成します。これにより、異常な健康パターンを早期に特定し、予測的な診断や個別
化された介入を可能にします。

背景・業界文脈

ヘルスケア業界は、個別化、予防、そして患者中心のケアへと大きく舵を切っていま
す。ウェアラブル技術は、患者が自身の健康データをリアルタイムで収集し、医療従事
者と共有することを可能にすることで、この変革の中心的な役割を担っています。従来
の定期的な健康診断では捉えきれなかった、日々の微細な健康状態の変化を継続的にモ
ニタリングできることは、疾患の早期発見と効果的な慢性疾患管理に不可欠です。AIと
の統合は、データ過負荷の問題を解決し、意味のある洞察を引き出すことで、医療提供
者の意思決定を支援し、医療システムの効率を向上させます。Adaptyxのような企業
は、このような技術革新の最前線に立ち、市場のニーズに応える製品開発を進めていま
す。

今後の展望

Sabnis氏は、ウェアラブルバイオセンサーの未来が、より高度なマルチモーダルセンシ
ング、非侵襲的サンプリング、そしてAIとのシームレスな統合によって特徴付けられる
と予測しています。将来的には、複数のバイオマーカーを同時に測定し、個人の遺伝子
情報、ライフスタイルデータ、環境要因と組み合わせることで、疾患リスクを予測し、
予防的介入を自動的に推奨する「クローズドループ」システムが実現する可能性があり
ます。これにより、患者の自己管理能力が向上し、医療システム全体の効率化と個別化
が加速されます。しかし、データのプライバシーとセキュリティ、規制当局の承認、そ
して大規模な臨床試験による有効性の検証が、これらの革新的な技術が広範に普及する
ための重要な課題となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/ieeeembs/posts/new-from-ieee-pulse-what-does-the-future-hold-

https://www.facebook.com/ieeeembs/posts/new-from-ieee-pulse-what-does-the-future-hold-for-wearable-health-technologiesin/1474968071337450/


for-wearable-health-technologiesin/1474968071337450/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/ieeeembs/posts/new-from-ieee-pulse-what-does-the-future-hold-for-wearable-health-technologiesin/1474968071337450/


#39 アルツハイマー病の早期診断に電気化学・電気バイオ
センサーが新境地：Aβ42の超低検出限界を達成

概要

電気化学および電気バイオセンサーが、アルツハイマー病（AD）の血液タンパク質バ
イオマーカー検出に新たな可能性を拓いています。特に、PdNP（パラジウムナノ粒
子）修飾電極を用いたバイオセンサーは、Aβ42（アミロイドベータ42）を0.038

pg/mLという超低検出限界で検出し、バッファーおよび血清サンプルで優れた一貫性
を示しました。この技術は、ADの早期診断、疾患モニタリング、薬剤開発において、
高感度、低検出限界、広範な線形範囲、良好な再現性、長期安定性を提供し、臨床ポ

イントオブケア診断への道を開きます。

公開日 2026年08月06日  MDPI  国際



詳細

主要成果

電気化学および電気バイオセンサーは、アルツハイマー病（AD）の血液タンパク質バ
イオマーカーであるAβ42（アミロイドベータ42）およびTau-441の検出において画期的
な進歩を遂げています。特に、PdNP（パラジウムナノ粒子）修飾電極を使用したペプ
チドベースの電気化学バイオセンサーは、Aβ42を0.038 pg/mLという超低検出限界で測
定可能であることを実証しました。このセンサーは、バッファーと血清の両方で優れた
一貫性と高い選択性を示し、従来の酵素結合免疫吸着測定法（ELISA）と同等の結果を
得られることから、ADの早期診断および疾患モニタリングに有望な非侵襲的ツールと
なる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、ADバイオマーカー検出のための多様な電気化学および電気バイオ
センサーアプローチが紹介されています。これには、免疫センサー（抗体-抗原相互作
用を利用）、分子インプリントポリマー（MIPs）、核酸ベースの増幅戦略（例：HCR、
RCA）、および様々なナノマテリアル（PdNPs、貴金属ナノ粒子、半導体ナノ材料、カ
ーボンナノチューブ、グラフェン酸化物、金属有機フレームワーク（MOFs））の活用
が含まれます。PdNP修飾電極バイオセンサーの具体的な技術は、Aβ42に対する特定の
ペプチドアプタマーを電極表面に固定し、Aβ42との結合によって生じる電気化学信号
の変化を測定するものです。このアプローチは、Aβ42の広範な線形検出範囲（0.1

pg/mL～1 μg/mL）と高い再現性、そして長期的な保存安定性を実現しています。アプ
タマー機能化カーボンナノチューブFETバイオセンサーも、AD関連バイオマーカーの検
出において高い感度と特異性を示し、ラベルフリーかつリアルタイムの検出を可能にし
ています。これらの技術は、複雑な前処理なしに迅速かつ高感度な分析を提供し、臨床
現場でのポイントオブケア（POC）診断への応用が期待されます。



背景・業界文脈

アルツハイマー病は、世界中で急速に増加している神経変性疾患であり、その早期診断
は、疾患の進行を遅らせ、治療介入の有効性を高める上で極めて重要です。しかし、現
在のAD診断は、高価で侵襲的な脳脊髄液検査やPETスキャンに依存していることが多
く、アクセスが限られています。血液ベースのバイオマーカーの検出は、非侵襲的でス
ケーラブルな早期診断方法として大きな期待を集めています。電気化学および電気バイ
オセンサーは、その小型化、低コスト化、高感度化、および操作の容易さから、POC診
断に理想的なプラットフォームを提供します。この分野の研究の進展は、より多くの
人々がADの早期診断を受けられるようになり、新規治療法の開発を加速させる可能性
を秘めています。

今後の展望

電気化学および電気バイオセンサーは、今後、ADの複数の血液バイオマーカーを同時
に検出できるマルチプレックス検出プラットフォームへと進化するでしょう。これによ
り、疾患の診断精度がさらに向上し、個別化されたリスク評価が可能になります。ま
た、AIや機械学習との統合により、センサーデータを解析し、疾患の進行を予測した
り、治療効果をモニタリングしたりするスマート診断システムへの発展も期待されま
す。商用化に向けては、デバイスの標準化、製造プロセスのスケーラビリティ、生体適
合性の長期的な検証、そして大規模な臨床試験による有効性の確立が不可欠です。これ
らの課題を克服することで、これらのバイオセンサーは、ADの診断と管理において革
新的なツールとなり、患者の生活の質を劇的に向上させることに貢献するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/8/426

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/8/426


#40 シリコンナノワイヤFETバイオセンサー、抗インフル
エンザA H1N1抗体をアトモルレベルで超高感度検出

概要

シリコンナノワイヤ電界効果トランジスタ（SiNW FET）バイオセンサーが、抗インフ
ルエンザA H1N1ヘマグルチニンモノクローナル抗体を1 aMというアトモル濃度で超高
感度かつ特異的に検出できることを実証しました。このSiNW FETバイオセンサーは、

高表面積体積比と精密な表面機能化により、インフルエンザAウイルス粒子を5 ×

10^4粒子/mL、H5N2ウイルスを10^4ウイルス/mL（16 aM）で検出可能です。これ
は、感染症の早期診断、パンデミック制御、ワクチン接種後の抗体レベルモニタリン

グにおけるポイントオブケア診断に革新をもたらす潜在力を秘めています。

公開日 2026年08月06日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

シリコンナノワイヤ電界効果トランジスタ（SiNW FET）バイオセンサーが、抗インフル
エンザA H1N1ヘマグルチニンモノクローナル抗体を1 aM（アトモル）という極めて低
い濃度で、超高感度かつ特異的に検出できることを実証しました。この革新的なセンサ
ーは、その高い表面積体積比と精密な表面機能化により、インフルエンザAウイルス粒
子を5 × 10^4粒子/mL、H5N2インフルエンザウイルスを10^4ウイルス/mL（約16 aM）
という検出限界で捉えることができます。この成果は、感染症の超早期検出、パンデミ
ック制御、およびワクチン接種後の免疫応答モニタリングの分野に大きな進歩をもたら
すものです。

技術・臨床詳細

SiNW FETバイオセンサーは、半導体であるシリコンナノワイヤの表面にバイオレセプタ
ー（この場合は抗体）を固定することで機能します。ターゲット分子（この場合はイン
フルエンザウイルス抗体またはウイルス粒子）がバイオレセプターに結合すると、ナノ
ワイヤの表面電位や導電率が変化し、これを電気信号として検出します。SiNWの直径
がナノメートルスケールであるため、非常に大きな表面積体積比を持ち、極微量のター
ゲット分子にも高感度に反応します。本研究では、アミン機能化自己組織化単分子膜
（SAM）とチオール架橋剤を用いてナノワイヤ表面を修飾し、H1N1ヘマグルチニンを
固定化することで、抗H1N1抗体に対する高い特異性と感度を実現しました。さらに、
牛血清アルブミン（BSA）でブロッキング処理を行うことで、非特異的な吸着を最小限
に抑えています。このセンサーは、従来のPCR法やELISA法に比べて、迅速かつ簡便なリ
アルタイム検出を可能にし、特に現場でのポイントオブケア（POC）診断に最適です。
例えば、感染初期段階でのウイルス量の少ない時期や、ワクチン接種後の抗体レベルの
動的な変化を、高感度かつ非侵襲的に追跡できる潜在能力があります。



背景・業界文脈

インフルエンザウイルスなどの感染症の早期検出は、疾患の拡大を防ぎ、迅速な治療介
入を可能にする上で極めて重要です。特に、新型インフルエンザやパンデミック発生時
には、迅速かつ高感度な診断技術が公衆衛生対策の鍵となります。従来のウイルス検出
法は、検体採取の侵襲性、検査時間、専門的な機器や技術者の必要性といった課題があ
りました。SiNW FETバイオセンサーのような超高感度でポータブルな技術は、これらの
課題を解決し、リソースが限られた環境でも高度な診断を可能にすることで、医療アク
セスを向上させます。また、ワクチンや免疫療法後の抗体応答を正確にモニタリングす
ることは、個人の免疫状態を評価し、再接種のタイミングを決定する上で重要な情報と
なります。

今後の展望

SiNW FETバイオセンサー技術は、インフルエンザだけでなく、他の多様なウイルスや細
菌、さらにはがんバイオマーカーなどの高感度検出にも応用が拡大するでしょう。将来
的には、複数の病原体やバイオマーカーを同時に検出できるマルチプレックスセンサー
へと進化し、より包括的な診断情報を提供できるようになる可能性があります。また、
ウェアラブルデバイスやスマートフォンとの統合により、一般の人々が自宅で自身の健
康状態や感染リスクを簡単にモニタリングできる「パーソナルヘルスガード」のような
システムが実現するかもしれません。商用化に向けては、製造プロセスのスケーラビリ
ティ、デバイスの長期安定性、生体適合性、そして臨床試験による実証が不可欠です。
これらの課題を克服することで、SiNW FETバイオセンサーは、感染症対策と個別化医療
の最前線で中心的な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aabmcb/article/8/2/1038/3750785/Ultrasensitive-Specific-Detection-of-Anti

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aabmcb/article/8/2/1038/3750785/Ultrasensitive-Specific-Detection-of-Anti


#41 ドレクセル大学、グラフェンベースバイオセンサーを
強化する新型ハイドロゲルを開発：早期がん検出とリアル
タイムモニタリングを推進

概要

ドレクセル大学の研究者たちは、グラフェンベースのバイオセンサー技術を大幅に改

善する新型ハイドロゲルを開発しました。このハイドロゲルは、グラフェン量子ドッ
ト（GQDs）を組み込むことで、高い感度と迅速な信号伝達を実現し、アミロイドタン
パク質、DNA変異、病原体、がんバイオマーカーの超早期検出を可能にします。この

技術は、唾液や尿サンプルからの神経変性疾患マーカーの検出、スマートパッチ、埋
め込み型センサーなど、幅広い臨床応用が期待されており、リアルタイム健康モニタ
リングの未来を形作ります。

公開日 2026年07月30日  Facebook (EurekAlert!)  アメリカ



詳細

主要成果

ドレクセル大学の研究者チームが、グラフェンベースのバイオセンサー技術を飛躍的に
改善する新しいハイドロゲルを開発しました。この革新的なハイドロゲルは、グラフェ
ン量子ドット（GQDs）を組み込むことで、センサーの感度を大幅に高め、信号伝達速
度を加速します。これにより、アミロイドタンパク質（アルツハイマー病などの神経変
性疾患マーカー）、DNA変異、病原体、がんバイオマーカーなどの極微量の分析物を、
高感度かつリアルタイムで検出することが可能になりました。この技術は、早期疾患診
断と継続的な健康モニタリングの分野に新たな道を切り開きます。

技術・臨床詳細

開発されたハイドロゲルは、グラフェン材料（特にGQDs）をマトリックス内に均一に
分散させることで、独自の特性を発揮します。GQDsは、その量子閉じ込め効果により
蛍光特性を持ち、バイオマーカーとの相互作用を光信号として高感度に検出できます。
同時に、グラフェンの高い導電性は電気化学的検出の効率を向上させます。このハイド
ロゲルは、フレキシブル電界効果トランジスタ（FET）プラットフォームや電気化学・
蛍光プラットフォームに容易に統合可能であり、小型化されたハンドヘルド電気化学デ
バイス（例：市販の血糖計）への応用も視野に入れています。具体的な臨床応用として
は、唾液や尿などの非侵襲的サンプルからアミロイドタンパク質を検出することで、ア
ルツハイマー病などの神経変性疾患の超早期診断が可能になります。さらに、DNAセン
サーとして、特定の遺伝子変異や病原体の迅速検出、さらには乳がん関連バイオマーカ
ー（HER2、CA15-3）や口腔がんの検出など、多様ながん診断への応用も期待されてい
ます。リアルタイムのグルコースモニタリング、スマートパッチ、埋め込み型センサー
への統合により、患者は日常生活の中で自身の健康状態を継続的に追跡できるようにな
ります。



背景・業界文脈

疾患の早期診断は、治療の成功率を高め、患者の予後を改善する上で極めて重要です。
しかし、現在の多くの診断方法は、侵襲的で時間がかかり、高価な専門機器を必要とし
ます。グラフェンベースのバイオセンサーは、その高い感度、安定性、および多様性か
ら、次世代診断技術の有力候補として注目されてきましたが、生体適合性や大規模生産
の課題がありました。この新型ハイドロゲルの開発は、これらの課題に対処し、グラフ
ェンベースセンサーの性能と実用性を向上させるものです。特に、非侵襲的サンプル
（唾液、尿）からのバイオマーカー検出は、患者の負担を大幅に軽減し、より広範なス
クリーニングを可能にするため、公衆衛生の観点からも大きな意義を持ちます。この技
術は、予防医学、個別化医療、そして遠隔医療の進展を加速させるでしょう。

今後の展望

ドレクセル大学が開発したこのハイドロゲルは、グラフェンベースバイオセンサーの性
能をさらに引き出し、医療分野における幅広い革新を促進すると期待されます。今後
は、複数のバイオマーカーを同時に検出できるマルチプレックスセンサーの開発、自己
給電型デバイスへの応用、そしてAI/機械学習との統合によるデータ解析の高度化が進
むでしょう。これにより、疾患の超早期発見、より精密な診断、そして個別化された治
療介入が実現する可能性があります。商用化に向けては、長期的な安定性、大規模な製
造プロセスの最適化、規制当局の承認、そして大規模臨床試験による有効性の検証が重
要なステップとなりますが、この技術は、スマートヘルスケアと精密診断の未来を大き
く変革する潜在能力を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/EurekAlert/posts/a-new-hydrogel-developed-by-drexel-university-

researchers-could-help-to-improve-/1520906420049723/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/EurekAlert/posts/a-new-hydrogel-developed-by-drexel-university-researchers-could-help-to-improve-/1520906420049723/
https://www.facebook.com/EurekAlert/posts/a-new-hydrogel-developed-by-drexel-university-researchers-could-help-to-improve-/1520906420049723/


#42 CGMが1型・2型糖尿病治療を革新し、健康な個人の
ウェルネス管理ツールへ拡大

概要

連続血糖モニタリング（CGM）は、1型糖尿病の治療に革命をもたらし、現在では2型
糖尿病の管理においても同様の変革が期待されています。Frist ClinicのJohn Anderson

医師は、CGMが患者のリアルタイム血糖値をモニタリングすることで、食事、運動、

睡眠、ストレスが血糖値に与える影響を把握し、個別化された健康戦略を立てる上で
不可欠なツールであると指摘。健康な個人においても、血糖変動を早期に発見し、食
生活の最適化や運動パフォーマンス向上、ストレス管理、全体的なウェルビーイング

改善に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月04日  Facebook (HCPLive)  アメリカ



詳細

主要成果

連続血糖モニタリング（CGM）は、これまで1型糖尿病の治療に革命的な影響を与えて
きましたが、現在では2型糖尿病の管理においても同様の変革をもたらすことが期待さ
れています。Frist ClinicのJohn Anderson医師は、CGMがリアルタイムで血糖値の変動
を詳細に把握できることから、患者個人が食事、運動、睡眠、ストレスなどのライフス
タイル要因が血糖値に与える影響を理解し、それに基づいて健康戦略を最適化するため
の不可欠なツールであると強調しました。さらに、健康な個人にとっても、血糖変動の
早期発見、食生活の最適化、運動パフォーマンスの向上、ストレス管理、そして全体的
なウェルビーイングの改善に大きく貢献する潜在力を秘めていると指摘されています。

技術・臨床詳細

CGMデバイスは、通常、皮膚に装着される小さなセンサーから間質液中のグルコース濃
度を数分ごとに測定し、そのデータをワイヤレスで受信機やスマートフォンアプリに送
信します。これにより、ユーザーは血糖値のトレンド、パターン、および急激な変化を
リアルタイムで視覚的に確認できます。1型糖尿病患者にとっては、インスリン投与量
の調整、低血糖回避、HbA1cの改善に直接役立ちます。2型糖尿病患者においては、食
事の選択、運動の種類と強度、薬物療法の効果をより正確に評価し、生活習慣の改善を
促進します。健康な個人にとってのCGMの価値は、特定の食品が自身の血糖反応にどう
影響するか（いわゆる「グルコーススパイク」の回避）を理解し、最適な食事タイミン
グや構成を見つけることにあります。例えば、ある食品を摂取した際に血糖値が急上昇
するパターンをCGMが示した場合、その食品を避けるか、摂取方法を工夫することで、
血糖値の安定化を図ることができます。また、運動が血糖値をどのように下げ、ストレ
スがどのように血糖値を上昇させるかといった洞察も得られ、よりパーソナライズされ
た健康管理が可能になります。



背景・業界文脈

世界の糖尿病人口は増加の一途を辿っており、効果的で患者中心の管理方法が強く求め
られています。CGM技術の進歩は、糖尿病患者の生活の質を劇的に向上させ、合併症の
リスクを低減する上で不可欠なツールとなっています。一方、健康意識の高い一般消費
者層の間では、「プレシジョン・ニュートリション（精密栄養）」や「バイオハッキン
グ」といった概念の普及とともに、自身の健康データを詳細にモニタリングするトレン
ドが加速しています。CGMは、このトレンドの中心にあるデバイスの一つです。しか
し、健康な個人へのCGMの有効性については、科学的な議論がまだ続いており、過度な
期待や誤解釈のリスクも指摘されています。規制当局は、OTC（市販薬）としてのCGM

承認を進める一方で、その使用目的と対象患者に関する明確なガイドラインの必要性を
認識しています。

今後の展望

CGMの将来は、糖尿病管理だけでなく、幅広いウェルネス管理ツールとしての可能性を
秘めています。AIと機械学習のさらなる統合により、CGMデータと他の生体情報（活動
量、睡眠、心拍変動など）を組み合わせた、より洗練されたパーソナライズドヘルスプ
ラットフォームが構築されるでしょう。これにより、個人の遺伝的傾向、生活習慣、お
よび目標に基づいた、動的で適応性のある健康アドバイスがリアルタイムで提供される
ことが期待されます。例えば、特定の運動後の血糖反応から最適な回復食を推奨した
り、ストレスレベルと血糖値の関係からマインドフルネス介入を促したりするシステム
が考えられます。商用化と普及には、コスト効率の改善、データのプライバシーとセキ
ュリティの確保、そして健康な個人向けの利用における明確な科学的根拠の確立が引き
続き重要な課題となりますが、CGMが個別化された予防医療の基盤となる可能性は非常
に高いです。

元記事: https://www.facebook.com/HCPLiveNews/videos/continuous-glucose-monitoring-has-

revolutionized-treatment-of-t1d-and-is-now-poi/1770909207661073/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/HCPLiveNews/videos/continuous-glucose-monitoring-has-revolutionized-treatment-of-t1d-and-is-now-poi/1770909207661073/
https://www.facebook.com/HCPLiveNews/videos/continuous-glucose-monitoring-has-revolutionized-treatment-of-t1d-and-is-now-poi/1770909207661073/


#43 西安交通大学、重症患者向け高濃度汗乳酸ウェアラブ
ルセンサーの臨床研究を2026年8月1日に開始

概要

西安交通大学の第二附属病院が、重症患者の汗中乳酸濃度を継続的にモニタリングす
るウェアラブルセンサーの臨床研究を2026年8月1日に開始しました。この研究は、汗
中乳酸値と血中乳酸値の相関関係を評価し、敗血症などの重症疾患における早期診断

および病状管理への応用を目指します。センサーは最大100 mmol/Lの高濃度乳酸を検
出可能で、89 nA/(cm²·mM)の感度と150秒の応答時間を持ちます。この技術が確立さ
れれば、非侵襲的でリアルタイムなモニタリングにより、患者の予後改善に大きく貢

献すると期待されます。

公開日 2026年08月01日  ClinicalTrials.gov  中国



詳細

主要成果

中国の西安交通大学第二附属病院は、重症患者の汗中乳酸濃度を非侵襲的に連続モニタ
リングするウェアラブル汗センサーの臨床研究を2026年8月1日に開始したと発表しまし
た。この研究は、汗中乳酸濃度が血中乳酸濃度と高い相関を持つことを検証し、敗血症
などの緊急疾患におけるリアルタイム診断および病状進行の早期把握を可能にすること
を目指します。

技術・臨床詳細

開発されたウェアラブルセンサーは、最大100 mmol/Lという高濃度の汗中乳酸を測定
できる能力を持ちます。その感度は89 nA/(cm²·mM)と非常に高く、わずか150秒という
迅速な応答時間を実現しています。このデバイスは温度およびpHセンサーも内蔵して
おり、測定の正確性を向上させるための自動校正機能を提供します。システムはマイク
ロ流体による汗収集デバイス、電気刺激で発汗を促すハイドロゲルパッチ、そしてイン
テリジェントディスプレイシステムを備えたフレキシブルな集積回路で構成されていま
す。

現在の臨床慣行では、血中乳酸値の測定は定期的な採血を必要とし、結果が出るまでに
時間がかかるため、重症患者の病状急変に迅速に対応することが困難です。このウェア
ラブルセンサーは、皮膚に直接装着することで継続的なデータを提供し、医療従事者が
患者の状態変化をリアルタイムで把握できるようにします。これにより、敗血症などの
生命を脅かす病態において、治療介入のタイミングを最適化し、患者の生存率向上に寄
与する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

乳酸は、組織の低酸素状態や代謝異常を示す重要なバイオマーカーであり、特に敗血
症、心不全、ショック状態の患者管理においてそのモニタリングが不可欠です。しか
し、現在の侵襲的な血液検査は、頻繁な採血による患者負担や感染リスク、また結果が
得られるまでのタイムラグといった課題を抱えています。ウェアラブルセンサーは、こ
れらの課題を克服する非侵襲的かつ連続的なモニタリングソリューションとして、急速
に発展している分野です。



今後の展望

本臨床研究が成功すれば、このウェアラブル汗乳酸センサーは、救急医療現場や集中治
療室（ICU）における標準的なモニタリングツールとなる可能性があります。将来的に
は、乳酸だけでなく他の代謝物や薬剤濃度の同時測定機能が統合され、より包括的な患
者管理システムへと進化することが期待されます。これにより、重症患者の予後改善だ
けでなく、慢性疾患患者の在宅モニタリングやスポーツ医学への応用など、デジタルヘ
ルスケア分野全般にわたる新たな可能性を拓くでしょう。

元記事: https://www.patlynk.com/trial/NCT07716371

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patlynk.com/trial/NCT07716371


#44 PF-Sweat PatchがCES 2026イノベーション賞を受
賞：非侵襲的連続乳酸センサーが予防医療を推進

概要

PF-Sweat PatchがCES 2026イノベーション賞を受賞し、独自のナノメンブレン技術を
用いた非侵襲的かつ連続的な乳酸バイオマーカーモニタリングが評価されました。こ
の極薄のウェアラブルスキンパッチは、臨床的に血液検査と対比検証されており、持

久力とミトコンドリアの健康状態をリアルタイムで追跡します。将来的にコルチゾー
ル、クレアチニン、グルコースなどのバイオマーカーにも対応するモジュラー設計に
より、予防医療と長寿分野に革新をもたらすと期待されています。

公開日 2026年08月07日  CES  アメリカ



詳細

主要成果

PF-Sweat Patchは、その革新的な非侵襲型連続乳酸センサー技術により、CES 2026イノ
ベーション賞を受賞しました。この技術は、独自のナノメンブレン技術を活用した極薄
のウェアラブルスキンパッチで、汗中のバイオマーカーを介して健康状態を継続的に追
跡することを可能にします。乳酸の測定では臨床的に血液バイオマーカー検査との有効
性が確認されており、特に持久力やミトコンドリアの健康状態のモニタリングに貢献し
ます。

技術・臨床詳細

PF-Sweat Patchの核となるのは、生化学的信号を汗が通過する際に捕捉する多孔質ナノ
メンブレン構造です。これにより、既存のマイクロ流体チャネルを持つデバイスで発生
しがちな遅延を排除し、リアルタイムでのデータ取得を実現しています。Bluetooth
Low Energy (BLE)を介してスマートフォンアプリに連続的なバイオマーカーデータを送
信し、ユーザーは自身の健康状態を常時把握できます。最初のバイオマーカーとして乳
酸が導入され、将来的にはコルチゾール、クレアチニン、グルコースなど複数のバイオ
マーカーに対応できるモジュラー設計を採用しています。

本デバイスは、フィットネス、予防医療、そして長寿科学といった幅広い分野での応用
が期待されます。特に、アスリートがトレーニング効果を最適化したり、一般の人々が
日々の活動における代謝状態を理解したりする上で、非侵襲的で手軽なツールとして大
きな価値を提供します。臨床研究では、管理された環境下で血液検査に対して92%の精
度を達成しており、その信頼性の高さが示されています。

背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスケアデバイス市場は急速に成長しており、特に非侵襲的なバイオマ
ーカーモニタリング技術への需要が高まっています。従来の血液検査や尿検査は侵襲的
であったり、リアルタイム性に欠けるといった課題がありましたが、PF-Sweat Patchの
ような革新的な汗センサーはこれらの課題を解決するものです。ストレスホルモンや血
糖値など、より多様なバイオマーカーをリアルタイムでモニタリングできる技術は、
個々人に最適化されたヘルスケアの実現に不可欠とされています。



今後の展望

PF-Sweat Patchの受賞は、非侵襲的バイオセンサー技術が消費者向け製品として成熟
し、主流の健康管理ツールとして受け入れられつつあることを示しています。今後、対
応バイオマーカーの拡大とAI技術との統合により、さらに高度な健康予測やパーソナラ
イズされた介入が可能になるでしょう。予防医療の推進や疾患の早期発見において、そ
の役割はさらに大きくなると考えられ、デジタルヘルス市場における主要プレーヤーと
しての地位を確立する可能性があります。

元記事: https://www.ces.tech/ces-innovation-awards/2026/pf-sweat-patch-non-invasive-continuous-

lactate-sensor/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ces.tech/ces-innovation-awards/2026/pf-sweat-patch-non-invasive-continuous-lactate-sensor/
https://www.ces.tech/ces-innovation-awards/2026/pf-sweat-patch-non-invasive-continuous-lactate-sensor/


#46 Adaptyx Biosciences、AI活用型ルミネセンス・コル
チゾールバイオセンサーを発表：血液・尿からストレスホ
ルモンを病院級精度で検出

概要

バイオテックスタートアップのAdaptyx Biosciencesは、カリフォルニア大学サンタク

ルーズ校の研究者と共同で、AIを搭載したルミネセンス・コルチゾールバイオセンサ
ーを開発しました。この技術は、血液または尿中のコルチゾールと結合して光を発す
ることで、ホルモンレベルを検出します。スマートフォンのカメラと連携し、低、正

常、高レベルのコルチゾールを病院級の精度と広範なダイナミックレンジで測定可能
で、臨床診断およびストレスモニタリングに革新をもたらし、次世代のポイントオブ
ケア検査としての可能性を秘めています。

公開日 2026年08月02日  IEEE Spectrum (Facebook経由)  アメリカ



詳細

主要成果

バイオテックスタートアップのAdaptyx Biosciencesは、カリフォルニア大学サンタクル
ーズ校のAndy Yeh助教主導の研究チームと協力し、AIを活用したルミネセンス・コルチ
ゾールバイオセンサーを発表しました。この画期的なデバイスは、血液や尿中のコルチ
ゾール（ストレスホルモン）と特異的に結合し、その濃度に応じて光を発することでホ
ルモンレベルを検出します。この技術は病院レベルの精度を持ち、低、正常、高といっ
た広範なコルチゾール濃度を高い信頼性で測定できることを実証しています。

技術・臨床詳細

このバイオセンサーは、人工的に設計された光るタンパク質を基盤としています。この
タンパク質がコルチゾール分子と相互作用すると、特定の波長の光を発するメカニズム
を利用しています。さらに、このセンサーはAI技術と統合されており、スマートフォン
のカメラで光の信号を分析することで、迅速かつ定量的な結果を提供します。これによ
り、複雑なラボ設備を必要とせず、どこでも手軽に高精度のコルチゾール測定が可能に
なります。

現在のコルチゾール測定は、採血や唾液サンプル採取後のラボ分析が主流であり、結果
が出るまでに時間がかかる上に、継続的なモニタリングには不向きでした。Adaptyx

Biosciencesの新しいバイオセンサーは、その場でリアルタイムに近い情報を提供できる
ため、医療従事者は患者のストレスレベルや副腎機能の状態をより頻繁に、かつ簡便に
評価できるようになります。これにより、診断の迅速化、治療効果のモニタリング、お
よび慢性的なストレス管理への貢献が期待されます。

背景・業界文脈

コルチゾールは、ストレス応答、免疫機能、代謝調節など、多様な生理機能に影響を及
ぼす重要なホルモンです。コルチゾールの異常は、クッシング症候群、アジソン病、慢
性ストレス関連疾患など、様々な健康問題と関連しています。グルコースモニターが糖
尿病管理を革新したように、コルチゾールの連続モニタリングは、ストレス関連疾患の
管理やメンタルヘルス分野に大きなインパクトを与える可能性があります。ウェアラブ
ルセンサーやポイントオブケア診断の需要が高まる中、このような技術は市場から強く
求められています。



今後の展望

Adaptyx Biosciencesのコルチゾールバイオセンサーは、家庭でのストレスモニタリン
グ、スポーツ選手のパフォーマンス管理、さらには臨床現場での内分泌疾患の診断・管
理に幅広く応用される可能性を秘めています。特に、スマートフォンの普及とAI技術の
進化がこのデバイスの普及を後押しするでしょう。将来的には、複数のバイオマーカー
を同時に測定できるマルチバイオセンサーとしての発展や、予防医療における個別化さ
れた介入ツールとしての役割が期待されます。この技術は、患者が自身の健康状態をよ
り能動的に管理できる未来への重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/IEEE.Spectrum/posts/biotech-startup-adaptyx-biosciences-wants-to-

create-a-cortisol-monitor-similar-t/1438789324959745/

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/IEEE.Spectrum/posts/biotech-startup-adaptyx-biosciences-wants-to-create-a-cortisol-monitor-similar-t/1438789324959745/
https://www.facebook.com/IEEE.Spectrum/posts/biotech-startup-adaptyx-biosciences-wants-to-create-a-cortisol-monitor-similar-t/1438789324959745/


#47 IEEE BioSensors 2026がバンコクで開催：バイオテク
ノロジーとデジタルヘルス革新の中心地で最新のPOCT技
術を議論

概要

IEEE BioSensors 2026会議がバンコクで2026年8月1日に開催されることが発表され、バ

イオセンサーの最新開発を議論するため、研究者と業界関係者が集結します。バンコ
クは、バイオテクノロジー、医療技術、デジタルヘルス革新の地域ハブとして注目さ
れており、研究への強力な投資と成長するイノベーションエコシステムを背景に、特

に電気化学的ポイントオブケア（POCT）バイオセンサーが焦点となります。本会議
は、迅速でアクセスしやすい診断の進歩を加速するための重要なプラットフォームと
なるでしょう。

公開日 2026年08月01日  IEEE BioSensors 2026 (AWS)  タイ



詳細

主要成果

IEEE BioSensors 2026会議が、タイのバンコクで2026年8月1日に開催されることが発表
されました。この国際会議は、バイオセンサー技術の最新の進歩と応用について議論す
るため、世界中の研究者、エンジニア、業界専門家を一堂に集めます。特に、迅速かつ
アクセスしやすい診断を可能にする電気化学的ポイントオブケア（POCT）バイオセン
サーに焦点が当てられます。

技術・臨床詳細

会議では、多岐にわたるバイオセンサー関連トピックが取り上げられます。主な内容は
以下の通りです。

ウェアラブルおよび診断デバイス: 患者の生理学的データやバイオマーカーをリアル
タイムでモニタリングする新世代のウェアラブルセンサーや診断システムの開発。

データ駆動型バイオセンシングソリューション: AIや機械学習を統合し、バイオセン
サーから得られる膨大なデータを分析して、より正確な診断やパーソナライズされた
医療を実現するアプローチ。

電気化学的POCTバイオセンサー: 簡便かつ迅速に疾患バイオマーカーを検出するた
めの、高感度で低コストな電気化学的手法に基づくPOCTデバイスの革新。これに
は、感染症、がん、代謝疾患などの診断が含まれます。

バイオインターフェース材料とナノテクノロジー: センサーの感度、選択性、生体適
合性を向上させるための新しい材料科学とナノスケール技術の応用。

これらの技術は、医療現場における意思決定を迅速化し、早期介入を可能にすること
で、公衆衛生の改善と医療コストの削減に貢献する潜在力を持っています。

背景・業界文脈

バンコクは近年、バイオテクノロジー、医療技術、デジタルヘルス分野における東南ア
ジアの地域ハブとしての地位を確立しています。政府による研究開発への強力な投資、
活発なスタートアップエコシステム、そして医療ツーリズムの発展が、この地域のイノ
ベーションを後押ししています。IEEE BioSensors 2026の開催は、このような有利な環
境を背景に、タイ国内外の学術界と産業界の連携をさらに強化する機会を提供します。



今後の展望

IEEE BioSensors 2026は、バイオセンサー技術の未来の方向性を探る上で重要な役割を
果たします。会議で発表される最先端の研究成果や産業アプリケーションは、次世代の
診断ツール、個別化医療、そして予防的ヘルスケアソリューションの開発に大きな影響
を与えるでしょう。特に、POCTバイオセンサーの進化は、リソースが限られた地域や
遠隔地での医療アクセスを向上させ、世界的な健康格差の是正にも寄与する可能性を秘
めています。

元記事: https://confcats-event-sessions.s3.amazonaws.com/biosensors26/Biosensors_2026_program.pdf

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://confcats-event-sessions.s3.amazonaws.com/biosensors26/Biosensors_2026_program.pdf


#48 Health Electronics Summit 2026、Wibu-Systemsが
主催：AI搭載医療機器とウェアラブルのサイバーセキュリ
ティ、規制遵守を議論

概要

Wibu-Systems主催のHealth Electronics Summit 2026が開催され、デジタルヘルス分野

における安全な製品開発、保護された通信、信頼できるAI、堅牢なアップデートプロ
セスに焦点が当てられます。このサミットでは、コネクテッド医療機器、ウェアラブ
ル、インテリジェントセンサー、AI支援意思決定支援システムの安全性、サイバーセ

キュリティ、規制遵守に関する高まる要件が議論されます。特にFDAガイダンス、
MDR、NIS2などの国際規制への対応が強調され、Wibu-SystemsはCodeMeterソリュー
ションを通じてソフトウェア、ファームウェア、AIモデルの保護を促進します。

公開日 2026年08月07日  Wibu-Systems  ドイツ



詳細

主要成果

Wibu-Systemsが主催するHealth Electronics Summit 2026が、デジタルヘルス分野の主
要課題に焦点を当てて開催されることが発表されました。2026年8月7日に開催されるこ
のサミットでは、安全な製品開発、保護された通信、信頼性の高いAI、そして堅牢なア
ップデートプロセスといった、接続された医療機器やウェアラブルデバイスにおける喫
緊の課題が議論されます。これは、ヘルスケアにおけるデジタルトランスフォーメーシ
ョンが加速する中で、サイバーセキュリティと規制遵守が極めて重要になっていること
を浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

このサミットは、インテリジェントセンサー、AI支援意思決定支援システム、およびコ
ネクテッド医療デバイスの設計と運用における技術的および規制上の課題を深く掘り下
げます。主要な議論のテーマは以下の通りです。

安全な製品開発: ソフトウェアおよびハードウェアレベルでのセキュリティ・バイ・
デザイン原則の組み込み。

保護された通信: 機密性の高い患者データとデバイス間通信を保護するための暗号化
技術とプロトコル。

信頼できるAI: 医療用AIモデルの透明性、公平性、堅牢性を確保するための検証およ
び認証プロセス。

堅牢なアップデートプロセス: 医療機器のライフサイクル全体にわたる安全かつ効率
的なソフトウェア更新メカニズム。

これらの議論は、FDAガイダンス、EU医療機器規則（MDR）、およびNIS2指令といっ
た国際的な規制フレームワークへの対応を含むものです。Wibu-Systemsは、ソフトウ
ェア、ファームウェア、AIモデル、およびデジタルビジネスモデルをライフサイクル全
体で保護するCodeMeterソリューションを紹介し、規制要件を満たしながらイノベーシ
ョンを推進するための実用的なアプローチを提示します。



背景・業界文脈

デジタルヘルス技術の急速な進化は、患者ケアと医療提供を根本的に変革しています。
しかし、この進歩は同時に、サイバー攻撃のリスク、データプライバシーの懸念、複雑
な規制環境といった新たな課題も生み出しています。ウェアラブルデバイスやインテリ
ジェントセンサーの普及に伴い、これらの機器が臨床的に信頼できる安全なものである
ことを保証することが、業界全体の最優先事項となっています。サミットは、これらの
課題に対処し、次世代のデジタルヘルスソリューションの健全な成長を促進するための
プラットフォームを提供します。

今後の展望

Health Electronics Summit 2026は、デジタルヘルスエコシステム全体のステークホルダ
ーが、共通のセキュリティおよび規制基準を策定し、協力するための重要な機会となる
でしょう。議論されたベストプラクティスと技術的ソリューションは、新興の医療機器
が市場に安全かつ効果的に導入されることを確実にし、患者の信頼を高めることに貢献
します。このサミットを通じて、Wibu-Systemsは、セキュリティがイノベーションの
妨げではなく、むしろその基盤であることを強調し、デジタルヘルス技術の持続可能な
発展をサポートするリーディングカンパニーとしての地位を確立していくでしょう。

元記事: https://www.wibu.com/events-detail/detail/health-electronics-summit-2026.html

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wibu.com/events-detail/detail/health-electronics-summit-2026.html


#49 ACS Publicationsが「デジタル精密医療のためのウェ
アラブル・埋め込み型バイオインターフェース」論文募集
を発表：2026年10月末締切

概要

Digital Medical Engineering誌が、デジタル精密医療を推進する「ウェアラブルおよび

埋め込み型バイオインターフェース」に関する特別号の論文募集を2026年8月3日に発
表しました。投稿締切は2026年10月31日で、本号は身体から生理学的、生化学的、
biomechanical、電気生理学的、神経学的、または分子的情報を取得し、これらを精密

診断、継続的モニタリング、クローズドループ治療、または個別化された介入のため
の実用的な出力に変換する統合プラットフォームに焦点を当てます。バイオインター
フェース設計、信号取得、デジタル解釈、そして医療関連性が、精密医療の進歩にど

のように寄与するかが重視されます。

公開日 2026年08月03日  ACS Publications Chemistry Blog  アメリカ



詳細

主要成果

ACS PublicationsのDigital Medical Engineering誌は、デジタル精密医療における革新を
加速するための特別号「Wearable and Implantable Biointerfaces for Digital Precision
Health」に関する論文募集を2026年8月3日に発表しました。この特別号への論文提出締
切は2026年10月31日であり、身体から多様な生体情報を取得し、これを精密診断や個
別化医療に活用する統合プラットフォームに焦点を当てるものです。

技術・臨床詳細

この論文募集は、特に以下のような分野における最先端の研究を奨励しています。

生理学的・生化学的バイオインターフェース: 汗、間質液、涙液などからグルコー
ス、乳酸、コルチゾールなどのバイオマーカーを継続的にモニタリングする技術。

生体力学的・電気生理学的センサー: 運動、姿勢、心電図、筋電図、脳波などの身体
活動や電気的信号を捉えるウェアラブルまたは埋め込み型デバイス。

神経学的・分子的情報取得: 神経活動や遺伝子発現、タンパク質レベルの分子情報を
直接的または間接的に検出するインターフェース。

統合プラットフォームの開発: 複数のセンサータイプやデータソースを組み合わせ、
AIや機械学習を活用して複合的な健康状態を評価し、治療介入に繋げるシステム。

クローズドループ治療: リアルタイムの生体情報に基づいて、薬剤送達や刺激療法な
どを自動的に調整するシステム。

これらの技術は、患者固有の測定、データ駆動型洞察、適応制御、または臨床的に意味
のある検証を通じて、いかに精密医療を進歩させるかを明確に述べることに重点が置か
れます。研究は、センサーの設計、材料科学、信号処理、データ解釈、そして臨床的応
用における課題と解決策を探求するものです。



背景・業界文脈

精密医療は、個々の患者の遺伝子、環境、ライフスタイルに応じたカスタマイズされた
治療法を提供するアプローチとして、現代医療の最前線にあります。ウェアラブルおよ
び埋め込み型バイオインターフェースは、患者の生体情報を継続的に、かつ高精度に収
集することで、この精密医療の実現を強力に推進する基盤技術です。これらの技術は、
疾患の早期発見、病状の進行モニタリング、治療効果の最適化、そして患者の自己管理
能力の向上に不可欠な情報を提供します。学際的な研究と技術革新が、この分野の進展
に不可欠であると認識されています。

今後の展望

この特別号は、デジタル精密医療分野の新たなブレークスルーを生み出すための研究コ
ミュニティの活性化を目的としています。採択された論文は、バイオセンサー技術の最
前線を世界に示し、次世代の診断・治療法の開発にインスピレーションを与えることで
しょう。特に、長期的な健康モニタリング、慢性疾患管理、個別化された予防戦略の策
定において、これらのバイオインターフェースが果たす役割は、今後ますます重要にな
ると予測されます。学術界、産業界、そして臨床現場の連携が、これらの革新的な技術
を実用化する鍵となります。

元記事: https://axial.acs.org/chemical-engineering-and-industrial-chemistry/call-for-papers-wearable-

and-implantable-biointerfaces-for-digital-precision-health

収集日: 2026年08月07日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://axial.acs.org/chemical-engineering-and-industrial-chemistry/call-for-papers-wearable-and-implantable-biointerfaces-for-digital-precision-health
https://axial.acs.org/chemical-engineering-and-industrial-chemistry/call-for-papers-wearable-and-implantable-biointerfaces-for-digital-precision-health

